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東 北 大 学 医 学 部 付 属 病 院 に て 実 地 修 練
東 北 大 学 医 学 部 第 一 内 科 入 局
束 北 大 学 医 学 部 助 手
文 部 省 在 外 研 究 員 と し て 米 国 ハ ー バ ー ド 大 学 に 一 年 間 留 学
東 北 大 学 医 学 部 講 帥
東 北 大 学 医 学 部 教 授
停 午 退 職
学
生 年 月 日
出 生 地
木 籍
歴
昭 和 2 7 年 3 月
昭 和 3 2 年 1 2 月
禽
瓏 島
受
昭 和 4 年 3 月 2 6 日
宮 城 県
呂 城 岬 ・
賞
昭 和 4 2 午
昭 和 U 年
昭 和 U 年
昭 和 6 3 年
昭 和 6 3 年
任 教 授 略 歴
東 北 大 学 医 学 部 卒 業
医 学 博 . 士 ( 東 北 大 学 )
東 北 大 学 医 学 部 奨 学 賞 金 賞 受 賞
日 本 胸 部 疾 患 学 会 熊 谷 賞 受 賞
ベ ル ツ 1 1 一 等 賞 受 賞
石 川 賞 受 賞
河 北 文 化 賞 受 賞
職
歴
昭 和 2 7 年 4  H
昭 和 2 8 年 4 月
昭 和 3 1 年 H 月
昭 和 卯 年 7 月
昭 和 U 年 7 月
昭 和 4 7 年 4  打
平 成 4 午 3 月
学会ならびに社会における活動
日本内科学会理事・評議員
日本胸部疾患学会理事・評議員
日本循環噐学会理事・評議員
日本アレルギー学会理事・評議員
日本脈管学会評議員
日本臨床生理学会理事・評議員
日本ME学会理亊・評議員
日本バイオロフ一学会理事・評議員
日本老年医学会評議員
米国胸部疾患学会会員
米国生理学会会員
ACCP 日本支部カバナー

A.編著書
和文
1978年
1.滝島任
じん肺診査ハソドプ,ク
1985年
2.滝島任,宮本昭正
気道過敏性の基礎と臨床
著 作
19朋年
3.滝島任
遅発型喘息の基礎と臨床
目 録
労働省安全衛生部労働衛生課編
中央労働災害防止協会
19的年
4.滝島任,宮本昭正
気道過敏性研究の新展開
1990年
滝島任,中村雅夫,千代谷慶三
じん肺患者の呼吸機能検査ハソドブ,ク
1991年
6.滝島任
慢性閉塞性肺疾患の吸入療法一抗コリソ薬を中心としてー
メティカスイソタ
1991年
フ.滝島任,小岩喜郎
機械的振動による心不全の診断と治療
1991年
8.滝島任
ト呼吸器内科イラス
文光堂
文光堂
文光堂
真興交易医書出版部
^=ユン株式会社
文光堂
文光堂
?
21 9 9 1 年
9 . 滝 島 任
呼 吸 筋 酸 素 消 費 量 の 連 続 測 定 装 置 の 試 作 ( 0 1 8 7 0 船 7 )
平 成 元 年 . 2 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 試 験 研 究 2 )
1 9 9 1 年
1 0 . 滝 島 任
第 1 治 療 分 科 会 総 括 報 告
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班
1 9 9 1 年
Ⅱ . 滝 島 任 , 進 藤 千 代 彦 , 飛 田 渉 , 菊 池 喜 博 , 海 老 原 覚
横 隔 膜 神 経 切 断 ラ , 凡 こ お け る 筋 収 縮 の 亜 急 性 変 化
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班
1 9 9 1 年
1 2 . 滝 島 任 , 飛 田 渉
液 体 酸 素 供 給 源 に よ る 在 宅 酸 素 療 法 の 現 状
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班
英 文
1 9 朋 年
1 .  T a k i s h i m a
S t r e s s  d i s t r i b u t i o n  i n  c a r d i o p u l m o n a r y  s y s t e m
S a s a k i  p r i n t i n g  &  p u b l i s h i n g  c o . ,  L t d
研 究 成 果 報 告 書
1 9 8 8 年
2 .  T . T a k i s h i m a
A s t o g r a p h
平 成 2 年 度 研 究 報 告 書
1 9 8 9 年
3 .  T .  T a l d s h i m a ,  N .  S .  c h e r n i a c k
C o n t r 0 1  &  b r e a t h i n g  a n d  d y s p n e a
平 成 2 年 度 研 究 報 告 書
1 9 9 1 年
4 .  M .  N a k a m u r a ,  K .  c h i y o t a n i ,  T .  T a k i s h i m a
P u l m o n a r y  d y s f u n c t i o n  i n  p r e u m o c o n i o s l s
M a N z e n  p l a n n i n g  N e t w o r k  c o . ,  L t d
平 成 2 年 度 研 究 報 告 書
S a s a ] d  p r i n t i n g  &  p u b l i s h i n g  c o . ,  L t d
P e r g a n o n  p r e s s .  o x f o r d .  N Y
B.論文(原著)
和文
1972年
].高橋敬治,滝島任,大久保隆男
低肺気量位において最大呼気速度を規定する因子
日本胸部臨床
2 滝島任
副行換気と表面活性臨床との関連
研究一過去,現在,将来
医学と界面活性
1973年
3.滝島任,井上洋西
慢性肺気腫
4
肺と心20:164-171 (1973)
滝島任,高橋敬治,佐々木高伯,須田春泰,舟田孝雄,松田徳,荒井進,
山上次郎,大崎一郎,山形豊,吉田綾子,菊池恵子,佐藤良子,田中恕,斎
藤健・ー,斎藤重雄
咳,疾に対tるイノリソ,アスベりソ併用効果
臨床と研究諦:821-826 a973)
追加発言パネル
第5回研究会記録
3
滝島任
FIOW・volume 曲線の解析
6
3]
佐々木孝夫,高橋敬治,佐々木英忠,滝島任
デキサメサゾソー21ーイソニコチン酸エステルエロゾル(He、 HD による閉
塞性肪疾患の治療
日本胸部臨床32:123-126 (1973)
421~428 (1972)
肺表面活性の臨床と
3:179-181 a972)
7 滝島任
肺線維症の呼吸循環機能に及ぼす影響
8 佐々木孝夫,滝島任
喘息と肺機能障害
9 佐々木孝夫,滝島
呼吸不全の治療
Medicalscope 17:フ-H a973)
任
薬物療法6
最新医学28:1506-1513 a973)
1810-1812 a973)
肺と心20:ト8 (1973)
?
41 0
滝 島 任 , 中 村 俊 夫 , 川 上 雅 彦 , 藤 本 隆 逸 , 佐 藤 茂
肺 胞 気 管 支 造 影
滝 島 任
心 哨 分 の レ オ ロ ジ ー
宮 沢 光 瑞 , 滝 島 任
H e a r t 、 1 U n g  r e s u s c i t a t i o n  一 内 科 倒 仂 、 ら ー
H
1 2
1 9 7 4 年
玲
総 合 臨 床 2 2 : 2 1 9 4 - 2 2 侃  a 9 7 3 )
佐 々 木 孝 夫 , 高 橋 敬 治 , 佐 々 木 英 忠 , 舟 田 孝 雄 , 杉 山 正 春 , 中 村 雅 夫 , 滝 島 任
硫 酸 イ ソ プ ロ テ レ ノ ー ル 加 圧 エ ロ ゾ ル ( メ ジ ヘ ラ ー イ ソ ) の 閉 塞 性 障 害 に 対 す
る 効 果
新 薬 と 臨 床 2 3 : 2 5 1 - 2 6 3  ( 1 9 7 4 )
特 に 犬 左 心 室 コ ソ プ ラ イ フ ソ ス に つ し て
第 玲 回 老 化 研 究 委 員 会 玲
N
滝 島 任
呼 吸 不 全 に 対 す る 力 学 的 フ プ ロ ー チ
1 5
滝 島 任
ン ソ ポ ジ ウ ム 大 気 汚 染 と 呼 吸 機 能 障 害
東 北 医 学 雑 誌 8 7 : 4 3 - 4 8  ( 1 9 7 4 )
佐 藤 茂 , 川 上 雅 彦 , 前 田 真 作 , 滝 島 任
肺 胞 蛋 白 症 に お け る 肺 胞 腔 内 貯 留 物 の 電 子 顕 微 鏡 的 観 察
医 学 と 界 面 活 性  5 : 5 3 - 5 6  a 9 7 4 )
松 本 慶 蔵 , 宇 塚 良 夫 , 西 岡 き ょ , 野 口 行 雅 , 木 村 久 男 , 滝 島 任
二 炊 的 免 疫 不 全 に 合 併 せ る ノ カ ル ジ ア 肺 炎 と そ れ に 続 発 し た 全 身 性 ク リ プ ト コ
, カ ス 症 の 一 症 例
最 新 医 学 2 9 : 3 認 一 3 5 7  a 9 7 4 )
丸 山 幸 夫 , 佐 々 木 英 忠 , 小 岩 喜 郎 , 布 川 徹 , 磯 山 正 玄 , 滝 島 任
心 不 全 に か ん す る 実 験 的 研 究 ( 第 2 報 )
日 本 循 環 器 学 誌 3 8 : 9 4 5  ( 1 9 7 4 )
猪 岡 英 二 , 芦 川 紘 一 , 布 川 徹 , 高 橋 恒 男 , 丸 山 幸 夫 , 小 岩 喜 郎 , 滝 島 任
新 制 尿 剤 B u m e t a n 誠 e に よ る う っ 病 性 ; 心 不 全 の 治 療
薬 理 と 治 療  2 : 2 8 - 3 9  ( 1 9 7 4 )
伊 勢 忠 男 , 無 江 季 次 , 小 野 康 夫 , 滝 島 任 , 赤 坂 喜 三 郎
プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 投 与 お よ び 百 日 咳 ワ ク チ ソ 接 種 サ ル に お け る ア ド レ ナ リ ソ 反
応 , 白 血 球 中  a d e n y l c y c l a s e  お よ び  P h o s p h o d i e s t e r a s e  活 性 の 変 化 に つ い て
ア レ ル キ ー 2 4 : 4 8 3 - 4 8 9  a 9 7 5 )
臨 床 科 学 9
1 6
H 7 1  a 9 7 3 )
1 7
( 1 9 7 3 )
1 8
1 9
東 北 医 学 雑 誌 釘 : 2 3 - 3 0  ( 1 9 7 4 )
1 9 乃 年
2 0
21 無江季次,伊勢忠男,小野康夫,滝島任,赤坂喜三郎
気管支喘息患者白血球中Phosphodiesterase につやて
アレノレギー24
22 佐藤茂,川上雅彦,広瀬俊雄,滝島任
肺胞蛋白症でみとめられたミェリソ様層状構造物の竃顕的観察
医学と界面活性6:13-20 a975)
鈴 鴇田克彦,滝島
肺胞蛋白症
24
臨床医]:1524-1526 (1975)
丸山幸夫,小岩喜郎,布川徹,磯山正玄,石出信正,貴田岡成憲,田巻健治,
滝島任
負荷イソピーダソスを独立可変とした循環モデルに関する研究(第3報)一大
動脈硬化が動脈圧波形に霜よぽす影響
脈波 6:57-59 a975)
菅野邦明,池田久平,芦川紘一,宮沢光瑞,鴇田克彦,滝島任
虚血性心疾患における Selective coronary cineangiography所見と血清脂質と
の関係
動脈硬化 3:245-2四 a975)
任
25
26 鴇田克彦,菅野邦明,池田久平,滝島任
二重盲検法による MK185 (Halotenate)の血清脂質および血清尿酸値におよ
ぼす効果検討
診断と新薬12:1797-1806 (1975)
490-496 a975)
1976年
27.滝島任,佐々木孝夫
FLDにおける肺拡散能力の基礎的研究
厚生省特定疾患゛肺線維症調査研究班
28.滝島任
Largeairwayの力学的特性
29
呼吸と循環24:599-602 a976)
中村雅夫,佐々木孝夫,滝島任,千代谷慶三,斎藤健一,三品陸人,小野里融
珪肺症の換気力学的検索一末梢気道抵抗につしてー
日本災害医学会会誌24:336-3如(1976)
高橋敬治,佐々木英忠,佐々木孝夫,滝島任
慢性閉塞性肺疾患の治療のためTerbutaline (プリカニール)の気管支拡張効
果
臨床と研究認:3715-3721 a97印
30
(続報)
昭和50年度研究報告書102-107 a976)
?
63 1
無 江 季 次 , 伊 勢 忠 男 , 鈴 木 俊 介 , 柴 原 茂 樹 , 高 橋 誠 , 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任
β 、 a d r e n e r g i c  b l o c k a d e  サ ル の 気 道 メ サ コ リ ソ , ヒ ス タ ミ ソ 感 受 性 に つ い て
フ レ ル ギ ー 2 5 : 4 6 6 - 4 7 2  ( 1 9 7 6 )
滝 島 任 , 佐 藤 茂 , 高 杉 良 吉 , 千 代 谷 慶 三 , 工 藤 国 夫 , 石 川 酷 , 中 村 マ サ ,
林 雅 人 , 鈴 木 治
咳 , 疾 に 対 す る レ ス プ レ ソ 錠 の 臨 床 効 果
臨 床 と 研 究 5 3 : 3 0 8 2 - 3 0 8 7  a 9 7 6 )
無 江 季 次 , 伊 勢 忠 男 , 高 橋 誠 , 柴 原 茂 樹 , 小 野 康 夫 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 患 者 の 白 血 球 中 A T p a s e 活 性 に つ い て
フ レ ル ギ ー 2 5 : 5 6 8 - 5 7 6  ( 1 9 7 6 )
滝 島 任 , 佐 々 木 孝 夫 , 金 沢 知 博 , 大 久 保 隆 男 , 高 橋 寛 , 高 杉 良 吉 , 熊 谷 睦 ,
小 野 里 融 , 島 貫 敬 一 , 中 村 マ サ , 小 野 里 叡 , 宇 留 賀 一 夫 , 石 川 皓 , 金 原 章 郎 ,
千 代 谷 慶 三 , 斎 藤 健 一 , 岩 崎 由 雄 , 杉 浦 良 一
新 し い 持 続 性 気 管 支 拡 張 薬 べ 戸 テ 、 " ク ェ ロ ゾ ル の 治 療 成 績 一 二 重 目 検 交 叉 法 に
よ る 検 討 一
臨 床 と 研 究 5 3 : 1 9 7 - 2 1 4  a 9 7 6 )
能
3 3
3 4
3 5
佐 藤 茂 , 川 上 雅 彦 , 前 田 真 作 , 滝 島 任
ビ タ ミ ソ E 欠 乏 ラ ッ ト 肺 の オ ゾ ソ 障 害 に 関 す る 超 微 形 態 学 的 研 究
日 本 胸 部 疾 患 、 学 会 雑 誌 1 4 : 3 論 一 3 備 ( 1 9 7 6 )
佐 藤 茂 , 川 上 雅 彦 , 前 田 真 作 , 滝 島 任
ビ タ ミ ソ E 欠 乏 ラ ッ ト の オ ゾ ン 障 害 に 関 す る 超 微 形 態 学 的 研 究
日 本 胸 部 疾 患 、 学 会 雑 誌 1 4 : 3 5 5 - 3 備  a 9 7 6 )
3 6
3 7
滝 島 任 , 佐 藤 茂
電 顕 に よ り 観 察 し た オ ゾ ソ 毒 性
3 8
滝 島 任 , 荒 井 澄 夫
二 重 盲 検 法 に よ る  C e p h r a d i n e と  A m o X 祀 辺 i n の 肺 炎 に 対 す る 薬 効 比 較 試 験 成 績
C h e m o t h e r a p y  2 4 : 1 6 2 4 - 1 6 5 9  ( 1 9 7 6 )
3 9
荒 井 澄 夫 , 多 田 正 人 , 滝 島 任
ソ パ 球 の  b l a s t o i d  t r a n s f o r m a t i o n
血 清 非 添 加 培 地 で の ヒ ト 末 梢 リ
医 学 の あ ゆ み 9 6 : 脚 7 - 6 9 8  a 9 7 6 )
池 田 久 平 , 菅 野 邦 明 , 鴇 田 克 彦 , 滝 島 任
珪 肺 患 者 に お け る 肺 気 腫 合 併 と 血 清 偽 ー ア ソ チ ト リ プ シ ソ 値 に つ V て
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 1 4 : 2 6 4 - 2 6 9  Q 9 7 6 )
滝 島 任 , 丸 山 幸 夫 , 布 川 徹 , 小 岩 喜 郎 , 礒 山 正 玄 , 池 田 久 平
等 容 性 収 縮 に お け る 左 右 両 心 室 問 C r o s s t a l k
臨 床 と 研 究 5 3 : 1 3 6 - 1 4 4  ( 1 9 7 6 )
4 0
U
C l i n i c i a n  2 3 : 6 3 ・ ・ 6 8  a 9 7 6 )
42 滝島任,羽根田隆
臓器動脈硬化の臨床的特性肺動脈の硬化
心 高橋良一,荒井澄夫,滝島任
心筋梗塞症における血清および尿中の
"
1977年
滝島任,無江季次,佐々木孝夫,鈴木俊介,飛田渉,高橋誠,柴原茂樹,
山内広平
選択的B.→麿断剤メトロールの気管支喘息患者の呼吸機能に船よぼす影響
臨床と研究54:3353-3360 a97フ)
任,磯田武信
日本胸部疾患学会雑誌15:3-H (197フ)
蘭 佐藤茂,青木毅,前田真作,滝島
疹の粘弾性に関する研究(第一報)
46 滝島任,佐藤茂
新しい去疹薬 Scarboxymethylcysteine (SCMC)の臨床使用経験
診療と新薬14:1997-2020 (197フ)
滝島任,佐藤茂,高杉良吉,小野寺幸男,千代谷慶三,小野里叡,工藤国男,
伊藤康喜,林雅人
Zipeproldihydrochloride (ロプニソ錠)の鎮咳去疾効果に関する臨床的観察
診療と新薬14:2如5-2414 (197フ)
滝島任,西本幸男,螺良英郎,泉孝英,林利彦,山名征三,今野淳,山
林
原因不明のびまん性間質性肺炎の原因,病熊生理に関する現時点のまとめ
厚生省特定疾患,肺線維症調査研究班肺線維症の成因治療及び予防に関する
研究
昭和51年度研究報告書203-212 (197フ)
川上雅彦,志村早苗,佐藤茂,藤本隆逸,広瀬俊雄,前田真作,滝島任
慢性閉塞性肺疾患B型の選択的肺胞気管支造影一末梢気道病変を中心寸こー
日本胸部疾患学会雑誌15:22-31 a97フ)
U
オグロビン測定
医学のあゆみ99
臨床医2
48
7
26-28 a976)
557-559 (1976)
309-318 (197フ)
49
50 川上雅彦,佐藤茂,滝島任
慢性細気管支炎の超微形態学的研究
日本臨床電子顕微鏡学会雑誌W
謎 滝島任,他7名
3病因,病態生理に関する文献抄録集
厚生省特定疾患,肺線維症調査研究班,肺線維の成因,治療及び予防に関する
研究
昭和51年度研究報告書263-308 a97フ)
、、、
85 2
荒 井 澄 夫 , 丹 野 恭 夫 , 滝 島 任 , 山 根 績
血 清 非 添 加 倍 地 に 船 け る  m i t o g e n i c f a c t o r  の 産 生
医 学 の あ ゆ み 1 0 1
詔
小 西 一 樹 , 荒 井 澄 夫 , 滝 島 任
マ ウ ス 牌 細 胞 の C o n A 反 応 性 に 対 す る セ プ ,
5 4
本 田 一 陽 , 荒 井 澄 夫 , 滝 島 任
慢 性 呼 吸 器 感 染 症 に 船 け る セ フ , ロ ス ポ リ ソ 系 抗 生 剤 と ア ミ ノ 配 楯 体 系 抗 生 剤
の 併 用 療 法
C h e m o t h e r a p y  2 5 : 4 7 2 - 4 7 8  ( 1 9 7 フ )
0 0
本 田 一 陽 , 荒 井 澄 夫 , 西 岡 き ょ , 滝 島 任
K W - 1 0 6 2 に 関 す る 基 礎 的 , 臨 床 的 研 究
C h e m o t h e r a p y  2 5 1 兜 9 - 1 9 3 3  ( 1 9 7 フ )
荒 井 澄 夫 , 西 岡 き ょ , 本 田 一 陽 , 滝 島 任
T i c a r c i Ⅱ i n  ( T I P C ) の 基 礎 的 , 臨 床 的 検 討
C h e m o t h e r a p y  2 5 : 2 5 0 4 - 2 5 1 2  ( 1 9 7 フ )
佐 藤 京 子 , 昭 喜 名 重 一 , 荒 井 澄 夫 , 滝 島 任
リ ソ パ 球 の  C o n  A 反 応 性 に お け る マ ク ロ フ フ ー ジ の  r e g u l a t o r y e 丘 e c t
医 学 の あ ゆ み 1 0 3 : 5 1 5 - 5 1 6  ( 1 9 7 フ )
丸 山 幸 夫 , 小 岩 喜 郎 , 布 川 徹 , 礒 山 正 玄 , 池 田 久 平 , 菅 野 邦 明 , 石 出 信 正 , 貴
田 岡 成 憲 , 滝 島 任
心 筋 の レ オ 戸 ジ ー に 関 す る 実 験 的 研 究 ( 4 ) 一 等 尺 性 収 縮 か ら み た  F r a n k ・
S t a r Ⅱ n g 効 果 に っ い て ー ( セ ミ ナ ー )
脈 管 学 1 7 : 5 卜 5 4  ( 1 9 7 フ )
羽 根 田 隆 , 池 田 成 昭 , 白 士 邦 男 , 本 名 孝 夫 , 荒 井 徹 , 中 嶋 俊 之 , 三 浦 拓 二 , 宮
沢 光 瑞 , 滝 島 任
E 釘 P i e c e 色 素 希 釈 曲 線 に よ る 心 拍 出 量 の 測 定 一 虚 血 格 較 正 法 に っ V て の 検 討 一
医 学 の あ ゆ み 1 0 0 : 6 8 9 - 6 9 2  ( 1 9 7 フ )
布 川 徹 , 丸 山 幸 夫 , 小 岩 喜 郎 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 , 田 巻 健 治 , 滝 島 任
い お ゆ る C a 桔 抗 剤 の 興 奮 収 縮 連 関 に 及 ぼ す 影 響
呼 吸 と 循 環 2 5 : 5 2 7 - 5 3 5  ( 1 9 7 フ )
礒 山 正 玄 , 丸 山 幸 夫 , 芦 川 紘 一 , 小 岩 喜 郎 , 布 川 徹 , 石 出 信 正 , 田 巻 健 治 , 滝
島 任
循 環 系 の 制 御 機 構 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 ) 一 心 拍 出 量 制 御 機 構 の ア ナ ロ グ コ ソ
ビ ュ ー タ に よ る 解 析 一
日 本 循 環 器 学 会 誌 4 1 : 1 0 6 7  a 9 7 フ )
5 6
5 7
ラ ソ チ ソ の 効 果
臨 床 免 疫 9 : 4 8 3 - 4 8 6  ( 1 9 7 フ )
認
5 9 5 - 5 9 6  a 9 7 フ )
5 9
6 0
6 1
、 、 、
62 滝島任,石出信正,丸山幸夫,小岩喜郎,布川徹,礒山正玄,貴田岡成憲,
田巻健治
前負荷,後負荷イソピーダソス,冠血管量をおのおのの独立可変とした摘出心
実験標本につVて
最新医学32:2208-2215 a97フ)
礒山正玄,丸山幸夫,小岩喜郎,布川徹,石出信正,貴田岡成憲,田巻健治,
滝島任
心拍出量制御機構のアナログコソピュータによる解析
日本循環器学会誌41: H86 a97フ)
63
64 滝島任,礒山正玄
運動負荷試験による虚血性心疾患の診断
儒 布川徹,丸山幸夫,芦川紘一,小岩喜郎,
鈴木典夫,滝島任
Persistent atrialstandst辺の 1 症例
66 羽根田隆,滝島任
原発性肺高血圧7例のVCG所見
厚生省特定疾患原発性肺高血症調査研究班
昭和51年度研究業績107-Hl a97フ)
羽根田隆,小岩喜郎,石出信正,大江正敏,宮沢光瑞,滝島任
僧帽弁前尖エコーによる左室拡張終期圧の評価
超音波医学3:35-39 (1976)
67
9
68 宮沢光瑞,羽根田隆,白士邦男,本名孝夫,滝島任
E丘ects of isometric handgrip exercise on coronary sinus sinus blood aow in
idiopathic cardiomyopathy
Tohoku J. exp. Med.122 辻一8 (197フ)
田巻健治,猪岡英二,丸山幸夫,芦川紘一,柳谷泰三,小岩喜郎,布川徹,石
出信正,貴田岡成憲,礒山正玄,菅野邦明,鴇田克彦,滝島任,鈴木典夫
虚血性心疾患に於ける副血行路の意義冠動脈造影50例の検討
日本循環器学会誌41:1184 a97フ)
田巻健治,芦川紘一,貴田岡成憲,佐藤昇一,礒山正玄,石出信正,角田康典,
鈴木英幸,柳谷泰三,猪岡英二,滝島任
心筋局所血流分布に関する実験的研究(第5報)
老化研究委員会26
礒山正玄,石出信正,
69
日本循環噐学会誌41:210 (197フ)
70
6-9 (197フ)
貴田岡成憲,
71 滝島任,小岩喜郎
肺性心とうっ血性心不全
脈管学]7 ■79 (197フ)
臨床科学13:14-21 a97フ)
1 0
π
滝 島 任 , 菅 野 邦 明 , 池 田 久 平
本 態 性 高 血 圧 に お け る  P i n d 0 1 0 1
1 9 7 8 年
7 3 . 鈴 木 俊 介 , 杉 山 正 春 , 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任
1 周 期 呼 吸 圧 . 流 速 関 係 の フ ー リ ェ 解 析 に よ る 動 肺 コ ソ プ ラ イ フ ソ ス 周 波 数 依
存 性 の 新 し し 測 定 法
呼 吸 と 循 環 2 6 : 2 9 - 3 4  a 9 7 8 )
7 4 . 滝 島 任 , 無 江 季 次 , 佐 々 木 孝 夫 , 鈴 木 俊 介 , 杉 山 正 春 , 高 橋 誠 , 近 江 徹 広 ,
岡 山 博 , 柴 原 茂 樹 , 山 内 広 平
フ ド レ ナ リ ソ 受 容 体 遮 断 剤 , フ セ プ ト ロ ー ル の 気 管 支 喘 息 患 者 の 呼 吸 機 能 に お
よ ぼ す 影 響 に つ い て
診 断 と 治 療 6 6 : 1 0 号 1 5 3 - 1 6 2  a 9 7 8 )
と 利 尿 降 圧 剤 お よ び レ セ ル ピ ソ と の 併 用 療 法
診 療 と 新 薬 1 4 : 1 U 7 - N 5 4  a 9 7 フ )
7 5
無 江 季 次 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 に 対 す る C - 7 8 の 臨 床 試 験
7 6
無 江 季 次 , 滝 島 任
新 し い 抗 喘 息 剤 N - 5 ' の 長 期 使 用 経 験
フ フ
無 江 季 汰 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 に お け る プ リ ス チ ュ リ ソ 錠 の 使 用 経 験
診 断 と 新 薬 1 5
7 8
無 江 季 次 , 滝 島 任
本 能 性 高 血 圧 症 に 対 す る へ ル ベ , サ ー の 使 用 経 験 一 特 に 気 管 支 喘 息 合 併 症 に つ
い て ー
現 代 の 診 療 2 0 : 8 5 - 9 0  a 9 7 8 )
7 9
滝 島 任 , 飛 田 渉 , 鈴 木 俊 介 , 佐 々 木 孝 夫
気 道 過 敏 性 検 出 の た め の 新 し い 試 み
8 0
臨 床 と 研 究 5 5 : 2 1 8 - 2 2 4  a 9 7 8 )
無 江 季 次 , 近 江 徹 広 , 高 橋 誠 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 患 者 に 対 す る 塩 酸 ロ プ テ ロ ー ル
釘
診 断 と 新 薬 1 5 : 2 3 - 3 0  a 9 7 8 )
志 村 早 苗 , 佐 藤 茂 , 滝 島 任
S e a p r o s e ・ S 経 口 投 与 の 疇 疹 粘 弾 性 参 動 作 に 及 ぼ す 影 響
現 代 医 療 1 0
] 1 - 1 6  ( 1 9 7 8 )
日 本 医 事 新 報 2 7 9 7 : 3 0 - 3 4  a 9 7 8 )
( C - 7 8 ) の 長 期 使 用 経 験
現 代 の 治 療 2 0 : 4 3 一 四  a 9 7 8 )
1 3 兜 一 1 3 9 6  ( 1 9 7 8 )
82 荒井澄夫,本田一陽,西岡きょ,小西一樹,丹野恭夫,滝島任
CS一Ⅱ70に関する研究
Chemotherapy 26:169-174 a978)
荒井澄夫,滝島任,小坂志郎,金沢知博,高橋寛,浜島昭雄,西村宏,吉
田司,田村豊一,臼井康,他21名
呼吸器感染症尿路感染症に対する Ce丘ezold (Falomesin)の臨床効果に関する
研究
Jpn. J. AntibioticS 31:625-632 a978)
小西一樹,荒井澄夫,丹野恭夫,照喜名重一,本田一陽,飛田渉,滝島任
Birdbreader'sdisease に船ける細胞性免疫の関与
日本胸部疾患学会雑誌16:898-9備 a978)
西岡きょ,荒井澄夫,本田一陽,会田博,滝島任
呼吸噐感染症患者の昭疾より分離されたβ・1actamase 産生Haemophilus
丑Uenzae
医学のあゆみ106:199-20l a978)
83
84
85
86 荒井澄夫,本田一陽,西岡きょ,滝島任
呼吸器感染症に船ける AmpiC辺in cloxaci1Ⅱn等量配合剤(vicdⅡin・S)点滴静
注投与による臨床効果
Chemotherapy 26:486-490 a978)
87 本田一陽,荒井澄夫,西岡きょ,滝島任
CofoX誠n (CFX)に関する基礎的,臨床的検討
日本化学療法学会誌26
西岡きょ,荒井澄夫,本田一陽,滝島任
常用消毒剤の非発酵菌に対する殺菌効果の検討
Ⅱ
88
89
臨床病理26:721-725 a978)
小西一樹,荒井澄夫,丹野恭夫,照喜名重一,滝島任
ヒトリソパ球のレクチソ反応性に対する IAP (1mmunosuppresiveAddicpro・
tein)の影響
医学のあゆみ107:451-460 a978)
羽根田隆,小野寺幸夫,三浦拓二,金沢知博,石出信正,宮沢光瑞,滝島任
心エコー図による右心動態の検討一高血圧症例における f0ⅡOwupstudy
超音波医学 5:98-]02 (1978)
礒山正玄,猪岡英二,清水芳雄,佐藤昇一,滝島任
HR・ST segmentの自動計測による虚血性心疾患の診断(2報)健常者に焔け
る年令による差異
心臓10:891-90o a978)
90
田
In・
249-256 (1978)
1 2
兜
羽 根 田 隆 , 三 浦 拓 二 , 石 出 信 正 , 宮 沢 光 瑞 , 滝 島 任 , 丹 羽 隆
原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 心 エ コ ー 図 一 肺 動 脈 弁 エ コ ー を 中 心 と し て ー
日 本 内 科 学 会 雑 誌 6 7 : 8 5 3 - 8 5 9  a 9 7 8 )
清 水 芳 雄 , 礒 山 正 玄 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任 , 高 橋 幸 郎 , 松 尾 正 人
心 拍 数 一 S T s e g m e 址 の 自 動 計 測 Ⅱ こ よ る 虚 血 性 心 疾 患 の 診 断 ( 第 ・ 一 報 )
心 臓 1 0 : 7 9 8 - 8 0 5  a 9 7 8 )
羽 根 田 隆 , 本 名 孝 夫 , 白 士 邦 男 , 荒 井 徹 , 中 嶋 俊 之 , 三 浦 拓 二 , 宮 沢 光 瑞 , 滝
島 任 , 三 浦 幸 雄 , 小 林 清 , 佐 久 間 久 一 , 佐 藤 辰 男 , 吉 永 襲
特 発 性 心 筋 症 に 兆 け る 冠 静 脈 な ら び に 動 脈 血 柴 ノ ル エ ピ ネ フ ー リ ソ 濃 度
心 臓 1 0  辻 3 4 - 1 3 9  a 9 7 8 )
猪 岡 英 二 , 礒 山 正 玄 , 清 水 芳 雄 , 佐 藤 昇 一 , 丸 山 幸 夫 , 小 岩 喜 郎 , 布 川 徹 , 田
巻 健 治 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 , 滝 島 任
虚 血 性 心 疾 患 治 療 効 果 測 定 に 関 す る ー つ の 試 み
9 3
9 4
9 5
9 6
羽 根 田 隆 , 三 又 知 文 , 滝 島 任
原 発 性 肺 高 血 圧 症 ( P P 印 の 治 療 と そ の 問 題 点
日 本 医 事 新 報 2 舗 2 : 1 4 - 1 9  a 9 7 8 )
本 名 孝 夫 , 羽 根 田 隆 , 宮 沢 光 瑞 , 滝 島 任 , 丹 羽 隆
肺 血 管 病 変 に 基 づ き , 高 度 肺 高 血 圧 を 呈 し た 1 例
呼 吸 と 循 環 2 6 : 1 6 7 - 1 7 1  a 9 7 8 )
9 7
1 9 7 9 年
9 8 . 井 上 洋 西 , 佐 藤 茂 , 広 瀬 俊 雄 , 菊 池 喜 博 , 生 方 正 , 長 嶋 純 夫 , 佐 た 木 孝 夫 ,
滝 島 任
底 濃 度 オ ゾ ソ 暴 露 家 兎 肺 の 機 能 的 形 態 学 的 研 究 一 肺 機 能 を 中 心 と し て ー
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 1 7 : 2 8 8 - 2 9 7  a 9 7 9 )
9 9
滝 島 任 , 佐 々 木 英 忠
呼 吸 器 系 の 動 的 特 性 ( 第 2 5 回 日 本 生 理 科 学 連 合 講 演 会 , 肺 ガ ス 交 換 の 生 理 学 お
よ び 病 態 生 理 学 )
日 本 医 事 新 報 2 8 5 7 : フ - 9  a 9 7 9 )
循 環 器 科 4
1 0 0
無 江 季 次 , 滝 島 任
B e d o m e t h a s o n e  D ゆ r o p i o n a t e  l n h a l e r  ( フ ル デ シ ソ 2 の の 長 期 使 用 経 験 一 中
等 症 お よ び 重 症 の 成 人 気 管 支 喘 息 患 者 に つ い て
薬 理 と 治 療  7 1 6 8 - 1 7 6  a 9 7 9 )
滝 島 任 , 無 江 季 次 , 佐 々 木 孝 夫 , 鈴 木 俊 介 , 杉 山 正 春 , 高 橋 誠 , 近 江 徹 広 ,
岡 山 博 , 柴 原 茂 樹
選 択 的 角 一 6 ア ド レ ナ リ ソ 受 容 器 遮 断 剤 フ セ プ ト ロ ー ル の 気 管 支 喘 息 者 の 呼 吸
機 能 に 及 ぽ す 影 響 に つ い て
診 断 と 治 療 7 フ : 1 7 3 - 1 8 2  a 9 7 9 )
4 2 5 - 4 3 2  a 9 7 8 )
1 侃
102.滝島任,佐々木孝夫,他56名
Procater01(OPC-2009)錠の頓用投与による気管支拡張効果の検討
現代医療1]:225-236 (1979)
滝島任,田村弦,無江季次,石原俊晴,飛田渉,菊地亮,大場奈々子,
丹野恭夫,小岩喜郎,近江徹広,藤本覚,渡辺一男
気管支喘息の鉞治療一呼吸抵抗連続測定による評価一
日本医事新報29備:15-19 (1979)
103
104無江季次,近江徹広,滝島任
気管支喘息に対するHCO-5Ⅱ長期投与による臨床効果および安全性の検討
薬理と治療 7:17フ-186 a979)
105滝島任,他4名
Seaprose・S の去疾作用に対する比較臨床試験報告
Clin. Eval.フ:205-232 a979)
近江徹広,無江季次,田村弦,石原俊晴,藤本隆逸,大場奈々子,滝島任,
陣慧珠
喘息患者における即時型内皮反応におよぼす,向交感神経薬の効果一代謝性反
応との関連についてー
アレルギー28.674-682 (1979)
佐々木孝夫,滝島任,大久保隆男,高橋寛,高杉良吉,熊谷睦,石川皓,
金原章郎,千代谷慶三,小野里融,岩崎由雄,杉浦良一
二重盲検交叉法によるBeroteC錠の気管支拡張効果
薬理と治療 7.2470-2482 a979)
広瀬俊雄,佐藤茂,井上洋西,生方正,菊池喜博,滝島任
低濃度オゾソ暴露家兎の機能的,形態学的研究一形態変化を中心にしてー
日本胸部疾患学会雑誌17:390-40l a979)
本田一陽,荒井澄夫,西岡きょ,滝島任
呼吸器感染症に対する Cefotiam(SCE-963)の治療成績
Chemotherapy 27:215-223 a979)
106
107
13
108
109
110滝島任,荒井澄夫,本田一陽,西岡きょ
肺炎に対する CefoX道nと Cef叱aⅡn の薬効比較試験成績
Chemotherapy 27
111 荒井澄夫,西岡きょ,本田一陽,滝島任
MezloC辺inに関する基礎的,臨床的研究
Chemotherapy 23:認一95 a979)
3一認(19 9)
N1 1 2
本 田 ・ 一 陽 , 荒 井 澄 夫 , 滝 島 任
M y c o p l a s m a  p n e u m o n i a e  感 染 り ソ パ 球 よ り の  L e u k o c y t e  m i g r a t i o n  i n h i b 北 o r y
f a c t o r  化 I F ) の 産 生
1 1 3
医 学 の あ ゆ み H I : 3 9 4 - 3 9 4  ( 1 9 7 9 )
西 岡 き ょ , 本 田 一 陽 , 荒 井 澄 夫 , 会 田 博 , 滝 島 任
P s e u d o m o n a s c e p a d a に よ る 細 菌 性 心 内 膜 炎 の 臨 床 細 菌 学 的 検 討
臨 床 病 理 2 7 : 6 0 0 - 6 0 6  ( 1 9 7 9 )
H 4
礒 山 正 玄 , 小 岩 喜 郎 , 滝 島 任
犬 大 循 環 血 管 系 の 物 理 的 モ デ ル の 試 作
1 1 5
礒 山 正 玄 , 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任
犬 大 循 環 血 管 系 の 電 気 的 モ デ ル の 試 作
1 1 6
脈 管 学 1 9 : 1 7 - 2 2  ( 1 9 7 9 )
鈴 木 英 幸 , 丸 山 幸 夫 , 芦 川 紘 一 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 , 田 巻 健 治 , 礒 山 正 玄 ,
佐 藤 昇 一 , 興 野 春 樹 , 清 水 芳 雄 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
心 筋 局 所 動 態 に 関 す る 実 験 的 研 究 ( 第 5 報 ) 後 負 荷 イ ソ ピ ー ダ ソ ス と 局 所 動 態
日 本 循 環 器 学 会 誌 4 5 :  S U P P 1  Ⅱ 号 3 0 0 - 3 0 l  a 9 8 1 )
丸 山 幸 夫 , 布 川 徹 , 小 岩 喜 郎 , 礒 山 正 玄 , 池 田 久 乎 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 ,
猪 岡 英 二 , 滝 島 任
拍 動 心 , 停 止 心 及 び 細 動 心 寸 こ お け る 左 室 拡 張 期 男 性 特 性 に 関 す る 研 究
医 用 電 子 と 生 体 工 学 1 7 : 4 3 4 - 4 3 5  a 9 7 9 )
佐 藤 昇 一 , 清 水 芳 雄 , 石 出 信 正 , 丸 山 幸 夫 , 芦 川 紘 一 , 布 川 徹 , 貴 田 岡 成 憲 ,
田 巻 健 治 , 礒 山 正 玄 , 鈴 木 英 幸 , 興 野 春 樹 , 高 橋 雅 文 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
左 室 内 部 抵 抗 と 心 筋 酸 素 消 費 量
医 用 電 子 と 生 体 工 学 1 7 : 4 3 0 - 4 3 1  a 9 7 9 )
Ⅱ 7
1 1 8
脈 管 学 1 9 : 5 0 7 - 5 1 0  a 9 7 9 )
1 1 9
羽 根 田 隆 , 滝 島 任
心 カ テ ー テ ル 法 と の 関 連 一 肺 動 脈 弁 エ コ ー に よ る 右 室 前 駆 出 時 間 の 測 定 と 肺 動
脈 圧 の 関 係 一
超 音 波 医 学 6 : 1 舵 9 6 - 1 0 2 5 4  a 9 7 9 )
羽 根 田 隆 , 荒 井 徹 , 中 嶋 俊 之 , 三 浦 拓 二 , 白 士 邦 男 , 宮 沢 光 瑞 , 滝 島 任
I s o m e t r i c  h a n d g r i p  e x e r c i s e  時 の 冠 動 脈 洞 な ら び に 動 脈 血 柴 ノ ル エ ピ ネ フ り ソ
濃 度 変 化
心 臓 H  : 5 7 1 - 5 7 6  a 9 7 の
1 2 0
1 2 1
滝 島 任 , 池 田 久 平 , 菅 野 邦 明 , 岩 渕 十 郎 , 木 村 久 男
セ ロ ク ラ ー ル 錠 の 使 用 経 験
新 薬 と 臨 床 2 8 : Ⅱ ( 1 9 7 の
1980年
122.滝島任,佐々木孝夫,羽根田隆,菊地亮
諸種肺高血圧症の臨床像の検討
厚生省特定疾患「呼吸不全」調査研究班昭和54年度研究業痘Ⅱ9-124 a980)
123.佐々木孝夫,滝島任,杉浦亮一
Comparison of Fenoteroland orciprenaline with regard to bronchodilating ac・
tion and β 2 Seledivity
J.1nt. Med. Res.8:205-216 a980)
124.関沢清久,飛田渉,佐々木孝夫,滝島任
食道内圧測定用バルーソ特性と静肺圧量曲線
125
呼吸と循環28:471-475 a980)
滝島任,無江季次,佐々木孝夫,鈴木俊介,飛田渉,商橋誠,柴原茂樹,
山内広平
高血圧を合併する気管支喘息患者に船ける選択的勗一遮断剤メトプロロープの
臨床効果
薬理と治療 8:341-347 a98の
126滝島任,無江季次,他66名
新しい経口的抗アレルギー剤HC20-5H (ketotHen)の成人気管支喘息に対す
る臨床的検討 1 多施設二重盲検法によるPlaceb0との比較
臨床評価8:353-396 a980)
127
15
滝島任
Medical Topics・1市・慢性気管支炎と mucociliary function
実験治療567号137 (1980)
128佐々木孝夫,佐々木英忠,
Fenoter01 (Berotec)
129高橋誠,無江季次,滝島任
気管支喘息ν患者の血清 Angiotensin converting enzyme 活性1こついて
アレルギー29:786-7船 a980)
BO佐々木孝夫,佐々木英忠,杉山正春,滝島任
Fenoter01(Berotec)=・戸ゾルの吸入用量と気管支拡張効果の検討
新薬と臨床29:1279-1285 a980)
杉山正春,滝島任
ゾルの吸入用量と気管支拡張効果の検討
新薬と臨床29:1279-1285 a980)
ニニ「コ
1 6
1 3 1
滝 島 任
M e d i c a l T o p i c s ・ 肺 ・ 肺 胞 の 過 敏 性
1 3 2
志 村 早 苗 , 佐 藤 茂 , 青 木 徹 , 滝 島 任
I n v i v 0 で の 去 疲 剤 の 熔 疾 粘 弾 性 挙 動 に 及 ぼ す 影 響
日 胸 疾 会 誌 1 8
1 3 3
無 江 季 次 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 に 対 す る 抗 不 安 剤 d o t ね Z e p a m の 臨 床 検 討
新 薬 と 臨 床 2 9
1 3 4
無 江 季 次 , 近 江 徹 広 , 滝 島 任
新 気 管 支 拡 張 剤 ビ ル ブ テ 戸 ー ル の 長 期 使 用 経 験
医 学 と 薬 学 3 : 1 0 3 - 1 1 2  a 9 8 の
神 田 仁 , 羽 根 田 隆 , 石 川 健 , 橋 口 良 一 , 滝 島 任
急 激 に 発 症 し た  m i t r a l v a l v e  p r o l a p s e  の  1  例
J .  c a r d i o g r a p h y  l o  t  1 2 3 3 - 1 2 4 8  a 9 8 の
志 村 早 苗 , 佐 藤 茂 , 滝 島 任 , 千 代 谷 慶 三 , 小 野 里 融
新 し い 去 疾 剤 N A 8 7 2 の 臨 床 所 見 な ら び に 吃 疾 粘 弾 性 挙 動 に 及 ぼ す 影 響
薬 理 と 治 療 1 8 : 3 3 3 - 3 4 4  ( 1 9 8 0 )
佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任 , 高 杉 良 吉 , 伊 勢 忠 男 , 林 国 男 , 工 藤 雅 人 , 千 代 谷 慶 三 ,
小 野 里 融 , 石 川 皓 , 金 原 章 郎 , 岩 崎 由 雄 , 杉 浦 良 一
二 重 盲 検 交 叉 法 に よ る  I p r a t r o p i u m  B r o m i d e  ( s c h  l o 0 の の 気 管 支 喘 息 に 対
す る 効 果
臨 床 と 研 究 5 7 : 2 4 8 - 2 5 8  ( 1 9 8 の
滝 島 任 , 佐 々 木 孝 夫 , 鈴 木 俊 介 , 関 沢 清 久 , 菊 地 亮 , 冬 木 俊 春 , 佐 々 木 英 忠
高 度 呼 吸 不 全 患 者 歩 行 訓 練 効 果 の 新 W a l k 血 g i n d e X に よ る 判 定
「 呼 吸 不 全 」 調 査 研 究 班 昭 和 5 5 年 度 研 究 業 績 1 9 6 - 1 9 9  a 9 8 0 )
荒 井 澄 夫 , 西 岡 き ょ , 小 西 一 樹 , 本 田 ・ 一 陽 , 丹 野 恭 夫 , 照 喜 名 重 一 , 坂 本 正 寛 ,
多 田 正 人 , 滝 島 任
C e f o p e r o z e n  ( T - 1 5 5 D  の  i n v i t r 0  抗 菌 力 の 測 定 と そ の 臨 床 効 果
C h e m o t h e r a p y  2 8 : 3 2 2 - 3 3 1  ( 1 9 8 0 )
滝 島 任 , 荒 井 澄 夫 , 金 沢 知 博 , 三 浦 一 樹 , 工 藤 国 男 , 前 田 敏 行 他
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る  C e f a t a x i m e  4  g  と  C e f a z o l i n  4  g の 薬 効 比 較 試 験
感 染 症 学 雑 誌 5 4 : 4 7 1 - 5 1 7  a 9 8 の
荒 井 澄 夫 , 西 岡 き ょ , 本 田 一 陽 , 坂 本 正 寛 , 丹 野 恭 夫 , 昭 喜 名 重 一 , 小 西 一 樹 ,
大 場 奈 々 子 , 多 田 正 人 , 会 田 博 , 佐 藤 裕 子 , 滝 島 任
C e 丘 i z o x i m e  の  i n V 北 r 0 抗 菌 力 と そ の 臨 床 効 果
C h e m o t h e r a p y  2 8 : 1 7 6 - 1 8 5  a 9 8 0 )
1 3 5
1 3 6
1 3 7
実 験 治 療 5 7 0 号 2 1 7  a 9 8 の
1 3 8
1 6 1 - 1 7 0  a 9 8 0 )
1 3 9
1 3 - 1 6  ( 1 9 8 0 )
1 4 0
1 4 1
142滝島任,荒井澄夫,金沢知博,三浦一樹,工藤国男,前田敏行,
呼吸器感染症に対する Cefotaxime 4 g と Cefazolin 4 gの薬効比較検討
感染症学雑誌54:627-6船(1980)
滝島任,村尾誠,田村昌士,河合健,本間行彦,今野淳,近藤有好,山
中晃,米田良蔵,近内康夫,永井裕,他13名
過敏性肺臓炎の臨床的研究
日本胸部疾患学会雑誌18:373-380 a980)
143
144滝島任,石出信正,小岩喜郎
負荷イソピーダソス変化と左心室
イソピーダソス変化の影響
145滝島任,石出信正,礒山正玄
負荷イソピーダソス変化と左心室Ⅱ心収縮力指標の負荷イソピーダソス依
存性
循環器科8:375-387 (1980)
丸山幸夫,芦川紘一,礒山正玄,金塚と士, 猪岡英二,滝島任フC,
4心腔間の機械的相互依存性とそれに及ぼす心膜の影響につぃて
医用電子と生体工学18:3兜一393 a980)
猪岡英二,礒山正玄,田巻健治,石出信正,丸山幸夫,芦川紘一,布川徹,貴
田岡成憲,鈴木英幸,佐藤昇一,小岩喜郎,清水芳雄,滝島任
後負荷イソピーダソスと心収縮能との関連
進歩する心臓研究 1:25-34 a98の
146
147
Ⅲ
17
収縮終期圧一駆出量関係に対する負荷
循環器科8:457-466 a98の
148滝島任,石出信正,丸山幸夫,
負荷インピーダソス変化と左心室 1 後負荷としての大動脈入カイソピータ
ソス
循環器科8:3備一313 a980)
俺島任,白士邦男,羽根田隆,荒井徹,中嶋俊之,金沢正春,石川健,
又知文,小岩喜郎
うっ血性心不全における P辻etanide の効果
149
基礎と臨床14:4081一如船 a98の
清水芳雄,前原和平,興野春樹,貴田岡成憲,猪岡英二,滝島任
犬摘出心標本モデルによるST偏位の研究
電子通信学会技報 MBE 80:53号49-56 (1980)
田巻健治,丸山幸夫,羽根田隆,猪岡英二,滝島任
超音波断層法にて二連銃像を描出しえた解離胸部大動脈瘤の1症例
J. cardiography lo :311-320 (]980)
151
】 50
?
1 8
1 5 2
猪 岡 英 二 , 礒 山 正 玄 , 鈴 木 英 幸 , 佐 藤 昇 一 , 丸 山 幸 夫 , 芦 川 紘 一 , 貴 田 岡 成 憲 ,
鈴 木 敏 幸 , 滝 島 任
運 動 負 荷 心 電 図 に よ る 虚 血 性 心 疾 患 の 薬 剤 判 定
1 5 3
基 礎 と 臨 床 1 4 : 3 3 - 3 9  a 9 8 の
猪 岡 英 二 , 貴 田 岡 成 憲 , 清 水 芳 雄 , 興 野 春 樹 , 前 原 和 平 , 丸 山 幸 夫 , 芦 川 紘 一 ,
礒 山 正 玄 , 田 巻 健 治 , 佐 藤 昇 一 , 鈴 木 英 幸 , 石 出 信 正 , 浦 島 任
狭 心 症 発 作 時 心 電 図 S T 上 昇 下 降 の 成 因 に 関 す る 実 験 的 研 究
心 臓 1 2 : 3 5 4 - 3 儒  a 9 8 の
羽 根 田 隆 , 小 田 純 士 , 本 名 孝 夫 , 荒 井 徹 , 小 野 寺 幸 男 , 宮 沢 光 瑞 , 安 達 真 樹 ,
吉 永 馨 , 滝 島 任 , 三 浦 幸 雄 , 佐 久 閻 久 一
ペ ー シ ソ グ 誘 発 狭 心 症 に 船 け る 冠 静 脈 洞 ノ ル エ ピ ネ プ リ ソ の 変 化
心 臓 1 2 : 4 0 1 - 4 0 7  ( 1 9 8 0 )
1 5 4
1 5 5
羽 根 田 隆 , 滝 島 任
慢 性 肺 性 心 患 者 の 治 療
1 5 6
最 新 医 学 3 5 : 1 0 5 - 1 5 5  ( 1 9 8 0 )
羽 根 田 隆 , 白 士 邦 男 , 中 嶋 俊 之 , 荒 井 徹 , 三 浦 拓 二 , 金 沢 正 晴 , 小 岩 喜 郎 , 滝
島 任 , 小 野 寺 幸 男 , 石 川 健 , 三 又 知 文
原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 姉 妹 価 川 こ 関 す る 検 討 一 そ の 病 像 と イ ソ プ ロ テ レ ノ ー ル 治 療
効 果 に つ い て
心 臓 1 2 : 8 7 2 - 8 7 9  ( 1 9 8 0 )
1 9 8 1 年
1 5 7 . 関 沢 清 久 , 大 久 保 隆 男 , 滝 島
呼 吸 死 腔
1 5 8
呼 吸 と 循 環 2 9 : 1 2 5 9 - 1 2 朋 ( 1 9 8 D
岡 山 博 , 佐 々 木 英 忠 , 石 井 宗 彦 , 岡 山 道 子 , 滝 島 任
麻 酔 犬 に 船 け る 迷 走 神 経 刺 激 下 の f o r c e ・ v e l o d t y 関 係
呼 吸 と 循 環 2 9 : 8 6 9 - 8 乃  a 9 8 D
1 5 9
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
肺 と 気 道 の 機 械 的 相 互 依 存 性
1 6 0
日 本  M E 学 会 雑 誌 1 9  ■ 4 7 - 5 認 ( 1 9 8 D
相 原 和 美 , 関 沢 清 久 , 佐 々 木 英 忠 , 菊 池 喜 博 , 滝 島 任
流 量 積 分 型 プ レ チ ス モ グ ラ プ の 試 作
日 本 胸 部 臨 床 如 : 1 0 2 1 - 1 0 2 5  a 9 8 D
中 村 雅 夫 , 佐 々 木 英 忠 , 関 沢 清 久 , 石 井 宗 彦 , 俺 島 任
成 犬 胸 郭 内 に お け る 気 管 燃 町 末 梢 小 気 管 支 ま で の 気 道 の 虚 脱 性
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 1 9 : 8 4 - 9 1  ( 1 9 8 1 )
任
1 6 1
162滝島任,佐々木孝夫,大久保隆男,小西一樹,井上洋西,菊地亮,冬木俊春,
松本登,劉又寧,佐藤清紀
過敏性肺炎動物モデルによる呼吸不全進展過程の検討ーハト血清感作ウサギに
おける過敏性肪炎での呼吸機能と形態変化との対比検討
「呼吸不全」調査研究班昭和弱年度研究業績74-76 a98D
岡山道子,岡山博,菊池喜博,佐々木英忠,滝島任
生犬気管平滑筋における迷走神経刺激と気管筋収縮薬の相互作用
日本胸部臨床如:635 (198D
岡山博,佐々木英忠,石井宗彦,岡山道子,滝島任
麻酔犬における迷走神経刺激下の気管平滑筋の負荷一速度関係
呼吸と循環29:869-873 a98D
近江徹広,無江季汰,田村弦,石原俊晴,高橋誠,藤本覚,鈴木俊介,関
沢清久,佐々木孝夫,滝島任
サルに郭ける実験喘息の研究一第2吸入メサコリソヒスタξソ誘発気道収縮に
及ぼす自律神経薬剤の効果
163
164
165
166
アレルギー30:348-356 a98D
滝島任,佐藤茂,林雅人,高杉良吉,永塚道夫,永岡百合子,伊藤康喜,
高橋敬次,舟田孝雄,小野里融
新しい去疾剤NA872の臨床評価
167
19
佐々木英忠,滝島
アストグラフ
168
臨床検査学雑誌9:358・・386 a98D
佐々木英忠,井上洋西,青木徹,滝島任,丹羽隆
選択的気管支肺胞造影と病理学的所見との対応(第8回箱根呼吸討論会)
呼吸と循環29:463-467 a981)
169
任
井田士朗,滝島任
気管支喘息患者におけるウH ルス感染の意味殊にイソターフェロソの役割に
ついて
170
呼吸と循環29:800-806 a98D
西岡きょ,佐藤裕子,荒井澄夫,会田博,滝島任
日常検査としての Haemophilusinauenzae の,・1actamasetest と抗生物質感受性
臨床病理29:279-282 (198D
171
薬理と治療19:2H-223 (198D
丹野恭夫,荒井澄夫,滝島任
各種疾患における血中 lmmunosuppressive acidic protein (1AP)の測定とそ
の意義
日本臨床免疫学会会誌4:161-167 a981)
2 0
1 7 2
滝 島 任 , 荒 井 澄 夫 , 小 西 一 樹
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る  M e z l o d Ⅲ n と  A m p i C Ⅷ 血 の 薬 効 比 較 試 験
感 染 症 学 雑 誌 5 5 : 2 7 6 - 3 2 4  a 9 8 D
1 7 3
滝 島 任 , 佐 藤 茂 , 富 岡 元 明
金 剤 に よ る  F L D  の  3 例
肺 線 維 化 の 機 序 を め ぐ る シ ソ 飛 ジ ウ ム 9 7 : 9 9  a 9 8 1 )
滝 島 任 , 石 出 信 正 , 芦 川 紘 一
負 荷 イ ソ ピ ー ダ ソ ス 変 化 と 左 心 室 Ⅳ 定 電 圧 源 一 内 部 抵 抗 モ デ ル と 内 部 抵 抗
の 生 理 的 意 味
循 環 器 科  9 : 7 2 - 8 0  ( 1 9 8 1 )
礒 山 正 玄 , 丸 山 幸 夫 , 布 川 徹 , 小 岩 喜 郎 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 , 田 巻 健 治 ,
佐 藤 昇 一 , 鈴 木 英 幸 , 興 野 春 樹 , 佐 藤 荘 太 郎 , 高 橋 雅 文 , 清 水 芳 雄 , 猪 岡 英 二 ,
滝 島 任
後 負 荷 軽 減 療 法 の 実 験 的 研 究 一 大 循 環 血 管 抵 抗 減 少 時 の 心 拍 出 量 , 冠 血 量 の 関 係
心 臓 1 3 : 2 7 4 - 2 8 3  a 9 8 D
丸 山 幸 夫 , 前 原 和 平 , 芦 川 紘 一 , 鈴 木 敏 幸 , 田 巻 健 治 , 貴 田 岡 成 憲 , 鈴 木 英 幸 ,
猪 岡 英 二 , 滝 島 任
よ 丑 二 .
金 塚
フ U ,
I s o s o r 吋 d e d m 北 捻 t e の 循 環 動 態 に 及 ぼ す 影 響  1  正 常 群 及 び 心 不 全 群 で の 舌
下 投 与 後 の 急 性 効 果 に つ V て
日 本 臨 床 生 理 学 会 雑 誌 H  : 2 7 - 3 4  a 9 8 D
丸 山 幸 夫 , 鈴 木 敏 幸 , 芦 川 紘 一 , 前 原 和 平 , 興 野 春 樹 , 岡 山 博 , 鈴 木 英 幸 , 金
猪 岡 英 二 , 滝 島 任
よ ぜ 二 ゛
塚 フ U ,
I S O S 0 允 i d e d i n i t 捻 t e の 循 環 動 態 に 及 ぼ す 影 響 Ⅱ 心 不 全 群 に 対 す る 長 期 舌 下
投 与 の 効 果 に つ い て
日 本 臨 床 生 理 学 会 雑 誌 Ⅱ : 3 5 - 3 7  a 9 8 D
渡 辺 淳 , 佐 藤 昇 一 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
発 作 性 心 室 性 頻 拍 症 の 発 生 機 序 に 関 す る 一 考 察
J .  c a r d i o g r a p h y  1 1 : 1 0 2 3  a 9 8 1 )
1 7 4
1 7 5
1 7 6
滝 島 任 , 池 田 久 平
高 脂 血 症 患 者 に 対 す る 二 ベ ラ ニ コ チ ネ ー ト の 使 用 経 験
基 礎 と 臨 床 1 5 : 2 3 7 - 2 4 1  ( 1 9 8 1 )
滝 島 任
武 土 .
芦 川 紘 一 , 鈴 木 敏 己 , 金 塚
フ 仁 ,
蛍 光 映 画 法 か ら み た 家 兎 脳 軟 膜 微 小 循 環 に 船 よ ぼ す D Ⅱ a z e P の 影 響
基 礎 と 臨 床 1 5 : 2 7 3 - 2 7 7  a 9 8 D
1 7 フ
1 8 0
1 7 8
1 7 9
1982年
181.関沢清久,進藤千代彦,飛田渉,鈴木俊介,赤井沢義紀,広瀬芳雄,杉山正春,
佐々木英忠,滝島任
音による喉頭部狭窄の検出
182滝島任,中村雅夫
気管支喘息、に対する戸コルナール(TtapidilD の急性効果
基礎と臨床16:101-105 a982)
松本登,井上洋西,石井宗彦,冬木俊春,ーノ瀬正和,佐々木英忠,滝島任
非アドレナリン作動性抑制神経の気道に船ける作用部位
呼吸 1:288-290 (1982)
菊池喜博,飛田渉,冬木俊春,長南達也,進藤千代彦,劉又寧,荒井政義,
佐々木英忠,滝島任
Elasticlosd における呼吸筋の力学特性
183
184
185
呼吸と循環30:898-893 (1982)
石原俊晴,無江季次,近江徹広,田村弦,関沢清久,冬木俊春,長南達也,星
進悦,大津浩,佐々木孝夫,滝島任
サルにおける実験喘息の研究ーサルにおける吸入とヒスタミソメサコリソ誘発
気道収縮におよぼすHI, H2抗ヒスタミソ剤の効果
アレルギー31:970-976 a982)
186
呼吸1
滝島任,無江季次他
新しい経口的抗アレルギー剤HC20-511(Ketot任en)の成人気管支喘息に対tる臨
床的検討Ⅱ.多施設二重盲検法による Disodium cromoglycate との比較
Clin Eval.10:737ーフ85 a982)
近江徹広,無江季次,田村弦,石原俊晴,滝島任
即時型皮内反応に対するアドレナリン作動性薬剤の抑制機序
アレルギー3]:3備一308 (1982)
21
130-133 a982)
187
188滝島任
気道過敏性連続測定
189
67ーフ0 a982)
滝島任,小西一樹,西岡きょ
慢性呼吸器感染症を対象とする Cefmenoxime (SCE一玲65)の臨床評価
-cefotiamを対象とする二重盲検比較試験一
Chemotherapy 30:飢3-636 a982)
190荒井澄夫,小西一樹,西岡きょ,滝島任
BRL 25000 (clavulanic add・AmoxiciⅡin)の呼吸器感染における H.inauenzae
に対する治療効果
Chemotherapy 30:168-175 (1982)
スス、ケソメデ イ カノレ 6
2 2
1 9 1
佐 藤 清 紀 , 小 西 一 樹 , 滝 島 任
家 兎 を 用 や ナ こ P 地 e o n b r e e d e r ' s l u n g 実 験 モ デ ル に お け る 組 織 免 疫 学 的 研 究
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 2 0 : 6 5 5 - 6 6 1  a 9 8 2 )
丹 野 恭 夫 , 小 西 一 樹 , 西 岡 き ょ , 滝 島 任
各 種 呼 吸 器 疾 患 、 に お け る 峪 疹 中  l m m u n o s u p p r e s s i v e a d d i c p r o t e i n  お よ び C a r ・
C i n o e m b r y o n i c  a n t i g e n  の 1 則 定 と そ の 意 義
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 2 0 : フ 7 0 - フ 7 5  ( 1 9 8 2 )
1 9 2
1 9 3
滝 島 任 , 荒 井 澄 夫 , 小 西 一 樹
細 菌 性 肺 炎 お よ び 肺 化 膿 症 を 対 象 と す る  C e f m 印 O x i m e  ( S C E - 1 3 6 5 ) の 臨 床
評 価 一 c e f o t 仏 m を 対 象 と す る 二 重 盲 検 比 較 試 験 一
C h e m o t h e r a p y  3 0 : 6 6 8 - 6 兜  a 9 8 2 )
佐 藤 清 紀 , 小 西 一 樹 , 滝 島 任 , 広 瀬 俊 雄 , 高 橋 武 , 塚 本 二 郎 , 刈 田 美 知 子
夏 に 発 症 を く り 返 L た 過 敏 性 肪 炎 の 1 例
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 2 0 : 3 3 0 - 3 3 4  a 9 8 2 )
1 9 4
1 9 5
滝 島 任 , 前 田 真 作
B r o m e l a i n の 呼 吸 器 疾 患 に お け る 臨 床 使 用 経 験
メ デ ィ カ ル ビ ュ ー 1 7 : 2 7 - 3 0  a 9 8 2 )
礒 山 正 玄 , 丸 山 幸 夫 , 芦 川 紘 ・ ・ ・ , 佐 藤 昇 一 , 鈴 木 英 幸 , 鈴 木 敏 幸 , 西 岡 修 , 渡
清 水 芳 雄 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
辺 淳 , 金 塚
J J - ゛
7 1 二 ,
後 負 荷 軽 滅 療 法 に 関 す る 実 験 的 研 究 一 枝 冠 狭 窄 時 の 局 所 機 能 と 後 負 荷 イ ソ ビ ー
ダ ソ ス の 関 係
J p n .  c i r c .  J 、 4 6 :  S U P P 1  Ⅱ 号 2 訟  a 9 8 2 )
鈴 木 敏 幸 , 丸 山 幸 夫 , 前 原 和 平 , 芦 川 紘 一 , 貴 田 岡 成 憲 , 礒 山 正 玄 , 鈴 木 英 幸 ,
佐 藤 昇 一 , 岡 山 博 , 興 野 春 樹 , 金 塚 完 , 佐 藤 荘 太 郎 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
不 全 心 寸 こ お け る  i s o s o r b i d e  d i n i t t r a t e 舌 下 投 与 に よ る 急 性 及 び 慢 性 の 薬 剤 効 果
に つ い て
J p n .  c i r c .  J . 4 6 :  S U P P 1  1 号 3 8  a 9 8 2 )
吉 方 清 治 郎 , 丸 1 _ 1 , 1 幸 夫 , 前 原 和 平 , 石 木 康 文 , 興 野 春 樹 , 西 岡 修 , 清 水 芳 雄 ,
猪 岡 英 二 , 滝 島 任
麻 酔 開 胸 犬 動 的 運 動 負 荷 モ デ ル の 研 究
J p n .  c i r c .  J . 4 7 :  S U P P 1  Ⅲ 号 3 0  ( 1 9 8 3 )
礒 山 正 玄 , 丸 山 幸 夫 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 , 田 巻 健 治 , 佐 藤 昇 一 , 鈴 木 英 幸 ,
興 野 春 樹 , 清 水 芳 雄 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
心 力 学 に 関 す る 実 験 的 研 究 後 負 荷 イ ソ ビ ー ダ ソ ス 変 化 時 の 左 室 駆 出 量 一 圧 関
係 1 こ つ い て
J p n .  c i r e .  J . 日 本 循 環 器 学 誌 4 6 :  S U P P 1  1 号 2 3  a 9 8 2 )
1 9 6
1 9 7
1 9 9
1 9 8
200滝島任,佐藤荘太郎,石出信正
乳頭筋モデルによる心室収縮のシュミレーシ,ソ
病態生理 1:1号]8-26 (1982)
鈴木敏幸,メL山幸夫,芦川紘・ー,礒山正玄,佐藤昇一,渡辺淳,猪岡英二,滝
島任
虚血心モデルにおけるニト戸グリセリンの効果に関する実験的研究:局所機能
としての Pressure.1ength loo P を中心として
JPD. cire J.46: SUPP1 Ⅲ号認8 (1982)
鈴木英幸,丸山幸夫,芦川紘一,礒山正玄,佐藤昇一,渡辺淳,金塚元,西
岡修,清水芳雄,猪岡英二,滝島任
虚血心寸こ於けるニト戸グリセリンの効果に関する実験研究左室機能並びに虚血
部局所心筋機能に及ぼす影響を中心として
Jpn. cire J.46: SUPP1 Ⅲ号531 (]982)
清水芳雄,吉方清治郎,前原和平,渡部信一,猪岡英二,滝島任
HCUにおける心電図モニタの試作
電子通信学会技報MBE82:如号55-61 a982)
201
202
2脇
204滝島任,羽根田隆
狭心症発作に対する徐放性亜硝酸製剤E-0693(NRR)の臨床成績
Prog.in Med.2:1890-190o a982)
2備 ι"写. 芦川紘一,鈴木敏己,滝島金塚 71二,
冠微小循環の直接観察法
23
206
東北医学雑誌94:33-35 a982)
猪岡英二,石出信正,滝島任
フラソドールテープの狭心症に対する治療効果の検討
Prog. Med.2:備一83 (1982)
207滝島任,猪岡英二,石出信正,他32名
プランドルテープの狭心症に対tる治療効果の検討
Prog. Med.2:1453-1471 (1982)
208滝島任,羽根田隆
宮城県心筋梗塞対策協議会
209
急性心筋梗塞調査2-49 (1982)
羽根田隆,中嶋俊之,白士邦男,小岩喜郎,荒井徹,金沢正晴,石川健,大
江正敏,橋口良一,神田仁,三又知文,滝島任
肺動脈入カイソピーダソス解析から得られる情報
日本胸部疾患学会雑誌20:20-28 (1982)
任
2 4
1 9 8 3 年
2 1 0 . 飛 田 渉 , 滝 島 任
急 性 肺 浮 . 腫 と 気 管 支 周 囲 問 質 液 圧 P X  ( f )
リ ソ パ 学  6 : 1 9 - 2 3  ( 1 9 8 3 )
2 Ⅱ . 進 藤 千 代 彦 , 関 沢 清 久 , 飛 田 渉 , 赤 井 沢 義 紀 , 劉 又 寧 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
メ サ コ リ ソ 吸 入 に 対 す る 健 常 者 お よ び 気 管 支 喘 息 患 者 の 上 気 道 の 反 応 性
呼 吸  2 : 2 8 2 - 2 8 5  a 9 8 3 )
^
2 1 2 . 滝 島 任 , 前 田 真 作 , 工 藤 国 男 , 中 村 プ サ , 鈴 木 敏 己 , 局 橋 誠 , 武 沢 良 明 , 則
田 敏 行 , 八 巻 正 昭 , 大 沢 寛 , 解 良 岬 , 高 杉 良 吉 , 吉 田 司 , 佐 藤 久 隆 , 佐 藤
茂 , 諸 根 健 , 渡 辺 正 光
急 性 呼 吸 器 疾 患 に お け る 熔 疾 , 咳 出 困 難 に 対 す る 7 七 チ ル シ ス テ ィ ド ラ イ シ ロ
プ 製 剤 T Y - 0 0 4 8 の 臨 床 効 果 の 検 討
y
P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e  3 : 1 0 号 1 1 5 - 1 2 7  a 9 8 3 )
2 1 3 . 岡 山 道 子 , 井 上 千 恵 子 , 芳 我 武 志 , ー ノ 瀬 正 和 , 劉 又 寧 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 に お け る メ サ コ リ ソ 吸 入 誘 発 気 道 収 縮 に 対 す る 二 フ ェ ジ ビ ソ の 効 果
呼 吸 2 : 1 備 一 1 四 ( 1 9 8 3 )
( p r a n o p r o t e n ) の 影 響
新 薬 と 臨 床 3 2 : 3 - 1 6  a 9 8 3 )
2 1 4
無 江 季 次 , 滝 島 任
急 性 上 気 道 炎 を 号 併 し た 喘 息 患 者 へ の N 迅 a n
2 1 5
志 村 早 苗 , 滝 島 任
気 道 の 過 敏 性 と 気 道 分 泌
2 1 6
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 2 1 : 1 0 号 9 認 一 9 6 6  a 9 8 3 )
無 江 季 次 , 大 津 浩 , 谷 口 幸 彦 , 佐 藤 江 一 , 山 内 広 平 , 石 原 俊 晴 , 田 村 弦 , 滝
島 任
重 症 喘 息 の 抗 生 剤 治 療 ー ホ ス ホ ヤ イ シ ソ ( F O M ) 投 与 の 臨 床 効 果 一
P r o g .  M e d . 3 : 1 5 8 2 ・ ・ 1 5 8 8  a 9 8 3 )
中 村 雅 夫 , 芳 我 武 志 , 佐 々 木 英 忠 , 大 久 保 隆 男 , 滝 島 任
生 犬 で の 喫 煙 に よ る 急 性 の 末 梢 気 道 障 害 に つ し て
呼 吸 2 : 8 2 4 - 8 3 1  ( 1 9 8 3 )
2 1 7
2 1 8
2 1 9
西 岡 き ょ , 滝 島 任
呼 吸 器 病 原 H a e m o p h i l u s  i n a u e n z a e  の 抗 生 物 質 感 受 性 の 検 討 一 A m p i d 1 Ⅱ n 耐
性 菌 の 現 状
感 染 症 学 雑 誌 5 7 : 4 舗 一 5 0 3  a 9 8 3 )
小 西 ・ 一 樹 , 鈴 木 敏 己 , 武 沢 良 明 , 小 野 康 夫 , 木 村 久 男 , 滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る  C e f p i r a m i d e  ( S M - 1 6 5 2 ) と  C e f m e t a z o l e  と の 二 重 目
検 比 較 臨 床 試 験 成 績
感 染 症 学 雑 誌 5 7 : 5 8 7 - 6 2 9  a 9 8 3 )
220井田士朗,滝島任
難児性呼吸噐感染症における Ceftazidine (SN40D の臨床治験
Chemotherapy 31:224-227 (1983)
221大野勲,羽根田隆,滝島任
クリオグ戸プリソに起因する糸球体腎炎を合併した乾燥症候群の 1症例
日本内科学会雑誌72:57一能(1983)
222滝島任,小西一樹,坂本正寛
二重盲検法による呼吸器感染症に対するT-1982と Cefmetazole との薬効比較
試験
Chemotherapy 31:528-565 a983)
223本田一陽,滝島任
βーラクタマーゼテストの臨床的意義と問題点
224小西・一樹,滝島任
内科領域における Cefotaximeの臨床的検討
Jpn. J. AntibioticS 36
石出信正,渡辺一,猪岡英二,滝島任
心、筋内微少細動に対する Diltiazemの効果
225
226
薬理と治療11:83-89 (1983)
丸山幸夫,芦川紘一,礒山正玄,佐藤昇一,石出信正,滝島任
前圧負荷,後負荷イソピーダソス冠濯流を独立可変とする摘出心標本一新し
い左冠動脈主幹部涯流法についてー
心臓15:751-758 a983)
25
227前原和平,猪岡英二,滝島任
急性虚血時体表面ST偏位のべクトル解析
228
臨床と細菌10:79-84 a983)
芦川紘一,滝島
冠循環の調節
229 鈴木敏己,滝島任IJ-,芦川紘一,金塚 フU,
冠循環の流れと機能一心筋内微少循環一
230
医学のあゆみ127:1074 a983)
鈴木敏幸,渡部信一,清水芳雄,柳谷泰三,猪岡英二,滝島任
研究会記録体表面心臓心電図の臨床応用に関する基礎的研究一第4回班会議
より一運動負荷時STマッピソグ健常成人男子伊ⅢこつVて
心電図 3:416-431 a983)
任
16認一1657 q983)
日本臨床4]:235-245 (1983)
Medical view ]8:22-23 (1983)
2 6
2 3 ]
小 野 寺 幸 男 , 羽 根 田 隆 , 白 士 邦 男 , 小 岩 喜 郎 , 荒 井 徹 , 中 嶋 俊 之 , 金 沢 正 晴 ,
石 川 健 , 大 江 正 敏 , 神 田 仁 , 橋 口 良 一 , 三 又 知 文 , 滝 島 任
肺 高 血 圧 症 に 粉 け る 血 奬 ノ ル エ ピ ネ プ リ ソ 濃 度 と そ れ に 及 ぼ す 酸 素 吸 入 の 影 轡
心 臓 1 5 : 4 四 一 4 1 5  a 9 8 3 )
鈴 木 英 幸 , 前 田 真 作 , 長 南 達 也 , 小 岩 喜 郎 , 滝 島 任 , 富 樫 秀 生 , 田 草 川 君 彦 ,
中 川 潤 , 大 谷 明 夫 , 手 塚 文 明 , 遠 藤 尚 文
P 一 Ⅲ 内 分 泌 と 代 謝 を ぐ る O p c  a 5 0 ) 甲 状 腺 癌 の 肺 転 移 が 疑 わ れ た 肺 癌 と 肺
癌 が 疑 わ れ た 甲 状 腺 癌
医 学 の あ ゆ み 1 2 4 : 1 0 9 0 - 1 0 9 9  a 9 8 3 )
2 3 2
1 9 8 4 年
2 3 3 . 中 村 雅 夫 , 宮 野 雅 光 , 芳 我 武 志 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
肺 磁 界 測 定 装 置 を 用 し た 道 路 車 じ ん の 肺 内 沈 着 量 の 測 定
呼 吸 3
2 3 4
・ ー ノ 瀬 正 和 , 井 上 洋 西 , 堀 尾 直 , 滝 島 任
β 刺 激 剤 と 選 択 的 β 2 刺 激 剤 の 気 道 内 作 用 局 在 の 比 較
2 3 5
呼 吸 3 : 8 3 2 - 8 3 5  ( 1 9 8 4 )
滝 島 任 , 長 野 準 , 川 上 保 雄 , 宮 本 昭 正 , 岸 本 進 , 高 橋 昭 三 , 信 太 隆 夫 , 可
部 順 三 郎 , 岩 倉 盈 , 八 倉 隆 保 , 西 本 幸 男
気 管 支 喘 息 患 渚 に 対 す る マ ブ テ ロ ー ル 錠 の 連 続 投 与 に よ る 臨 床 的 検 討
臨 床 と 研 究 6 1 : 4 0 3 7 - 4 0 4 8  ( 1 9 8 4 )
2 3 6
芳 我 武 志 , 中 村 雅 夫 , 佐 た 木 英 忠 , 滝 島 任
ニ コ チ ソ に よ る 気 道 平 滑 筋 の 収 縮 , 拡 張 作 用 に つ し て
呼 吸 3
2 3 7
滝 島 任 , 長 野 準 , 無 江 季 次 他
マ プ テ ロ ー ル 錠 の 単 回 投 与 に よ る 気 管 支 拡 張 作 用 の 検 討
診 療 と 新 薬 2 1 : 3 3 - 4 6  ( 1 9 8 4 )
近 江 徹 広 , 無 江 季 次 , 田 村 弦 , 石 原 俊 晴 , 谷 口 幸 彦 , 滝 島 任
宮 城 県 下 の 中 ・ 高 校 生 に お け る コ リ ソ 性 じ ん ま 疹 の 疫 学 的 検 討
ア レ ル ギ ー 3 3 : 4 4 7 - 4 認 ( 1 9 8 4 )
2 3 8
2 3 9
1 4 5 4 - 1 4 5 6  a 9 8 4 )
中 村 雅 夫 , 杉 山 正 春 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
F e n o t e r 0 1 , i s o p r o t e r e n 0 1 ,  s c h  l o o 0 に よ る 気 道 拡 張 作 用 の 局 存 性 に っ い て
呼 吸 3 : 1 3 2 4 - 1 3 2 8  a 9 8 4 )
劉 又 寧 , 飛 田 渉 , 石 井 宗 彦 , 関 沢 清 久 , ー ノ 瀬 正 和 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 に お け る 気 道 過 敏 性 の 季 節 変 動
呼 吸 3  ■ 9 8 - 4 0 2  ( 1 9 8 4 )
2 4 0
8 2 0 - 8 2 4  a 9 8 4 )
241 劉又寧,飛田渉,石井宗彦,関沢清久,ーノ瀬正和,佐々木英忠,滝島任
気管支喘息における気道過敏性の季節変動
現代医療16:398-402 (1984)
242滝島任,無江季次, KW-4354内科研究班
経口抗アレルギー薬KW-4354(oxatomick)の気管支喘息に対する臨床評価
-Disodium cromoglycateおよびPlaceb0 を対照とする二二重盲検試験成績一
薬理と治療 2:271-3四 a984)
243滝島任,無江季次,小野寺壮吉,佐々木信博
新規β.、stimulant クレソプテ戸ール錠の慢性閉塞性肺疾患、に対する用量設定
試験
薬理と治療12:3615-3626 (1984)
滝島任,無江季汰,石原俊晴,岡山博,高橋寛,三浦一樹,高橋敬治,佐
藤忍,林雅人,高杉良吉,石川皓,工藤国男,藤本隆逸
SG 75(シグマート)の気管支喘息に対する臨床的検討
臨床と研究61:2997-3004 (1984)
飛田渉,桜井誠,ーノ瀬正和,進藤千代彦,長南達也,菊池喜博,冬木俊春,
鈴木俊介,井上洋西,滝島任
クレソブテロールの気管支喘息における末梢気道閉塞性障害の寛解効果
臨床と研究田:275-280 (1984)
244
245
246無江季汰,中村雅夫,佐々木英忠,滝島
マブテ戸ールによる気管支喘息の治療
27
247
診療と新薬21:]517-1525 a984)
滝島任,菊池喜博,清水芳雄,石井宗彦,岡山道子,ーノ瀬正和,桜井誠,
佐々木英忠
データベースを用いた呼吸不全患、者の肺機能検査値の分析
「呼吸不全」調査研究班昭和58年度業績61-64 a984)
中村雅夫,芳我武志,佐々木英忠,大久保隆男,滝島任
生犬でのニコチソに対する気道反応の局存性とそのメカニズムにつVて
呼吸 3:820-825 (1984)
248
249滝島任,中村雅夫
道路粉じんの解析と人体に対する影響一特集/沿道環境とスパイクタイヤー
公害と対策20:115卜H57 (1984)
250
任
芳我武志,中村雅夫,佐々木英忠,滝島任
ニコチソによる気道平滑筋の収縮,拡張作用について
呼吸3 820-825 a984)
2 8
2 5 1
中 村 雅 夫 , 宮 野 雅 光 , 芳 我 武 志 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
肺 磁 界 測 定 装 置 を 用 し た 道 路 粉 塵 肺 内 沈 着 量 の 測 定
呼 吸 3
2 5 2
西 岡 き ょ , 井 田 士 朗 , 滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に お け る  B r a n h a m e Ⅱ a c a t a r r h a Ⅱ S  の 意 義 と 抗 生 物 質 感 受 性
J p n .  J .  A n t i b i o t i c S  3 7 : 1 2 8 9 - 1 2 9 3  ( 1 9 8 4 )
佐 藤 清 紀 , 小 西 一 樹 , 西 岡 き ょ , 佐 藤 裕 子 , 丹 野 恭 夫 , 樋 渡 奈 々 子 , 井 田 士 朗 ,
滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る D L - 8 2 8 0 の 臨 床 的 評 価
C h e m o t h e r a p y  3 2 : 1 7 3 - 1 7 フ ( 1 9 8 4 )
2 認
2 5 4
井 田 士 朗 , 樋 渡 奈 々 子 , 滝 島 任
呼 吸 感 染 症 に お け る  A T - 2 2 6 6 の 臨 床 試 験 成 績
C h e m o t h e r a p y  3 2 : 3 8 1 - 3 8 4  a 9 8 4 )
丹 野 恭 夫 , 井 田 士 朗 , 小 西 一 樹 , 坂 本 正 寛 , 佐 藤 清 紀 , 樋 渡 奈 々 子 , 大 野 勲 ,
西 岡 き ょ , 佐 藤 裕 子 , 滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る T A 【 0 認 の 臨 床 的 検 討
C h e m o t h e r a p y  3 2 : 2 船 一 2 0 5  ( 1 9 8 4 )
丹 野 恭 夫 , 西 岡 き ょ , 井 田 士 朗 , 小 西 一 樹 , 佐 藤 清 紀 , 大 野 勲 , 佐 藤 裕 子 , 滝
島 任
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る M T - 1 U の 臨 床 的 検 討
C h e m o t h e T a p y  3 2 : 1 3 5 - 1 3 8  a 9 8 4 )
2 0 D
2 5 6
2 5 7
1 4 5 4 - 1 4 5 6  ( 1 9 8 4 )
井 田 士 朗 , 滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に お け る  C e f t r i a x o n e  ( R 0 1 3 - 9 9 0 4 ) の 臨 床 治 験 成 績
2 5 8
滝 島 任 , 井 田 士 朗
細 菌 性 肺 炎 を 対 照 、 と
2 5 9
滝 島 任 , 井 田 士 朗
慢 性 気 道 感 染 に 対 す る  E x o s o x i n  ( A T - 2 2 6 6 ) と  C e f e d o r の 薬 効 比 較 試 験 成 績
感 染 症 学 雑 誌 5 8 : 1 0 4 6 - 1 0 7 2  ( 1 9 8 4 )
神 田 仁 , 羽 根 田 隆 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男 , 小 岩 喜 郎 , 金 沢 正 晴 , 石 川 健 , 大
江 正 敏 , 橋 口 良 一 , 宗 像 敬 , 石 木 康 文 , 大 山 匡 , 滝 島 任
星 状 神 経 節 持 続 刺 激 後 の 冠 静 脈 洞 血 奬 エ ピ ネ フ り ソ 濃 度 変 化
脈 管 学 2 4 : 5 6 9 - 5 7 5 メ て 光 堂 ( 1 9 8 4 )
2 6 0
C h e m o t h e r a p y  3 2 : 2 3 8 - 2 4 0  a 9 8 4 )
し た  E n o x a c i n  と  A m o x i c i 1 1 i n  の 薬 効 比 較 成 績
感 染 症 学 雑 誌 認 : 1 0 8 3 - 1 Ⅱ 3  a 9 8 4 )
2 6 1
滝 島 任 , 石 出 信 正
呼 吸 器 疾 患 を 伴 う 狭 心 症 の 薬 物 治 療
C o r o n a r y  l
3 7 3 - 3 7 8  a 9 8 4 )
1985年
262.川上保雄,長野準,滝島任,佐々木英忠,他
気管支喘息を除く慢性閉塞性肺疾患に対するマブテロール(MabuteroD の臨
床的検討
臨床と研究62:258-268 a985)
263井上洋西,飛田渉,石井宗彦,滝島任
気管支軍縮の局在性
日本胸部疾患学会雑誌23: H14-H17 a985)
滝島任,飛田渉,野上裕子,田口治
中枢・末梢両気道反応性分離連続測定装置の開発とその臨床応用
老化研究41:46一四 a985)
264
265田村弦,無江季次,滝島任
即時型,非即時型抗原吸入誘発試験と即時型抗原皮内反応に及ぼすN-5の影饗
フレルギーの臨床5:66-68 a985)
266滝島任
気管支喘息に対するマプテロールの臨床効果
臨床成人病15:7号119-129 (1985)
中村雅夫,宮野雅光,佐々木満,芳我武志,佐々木英忠,滝島任
生犬での喫煙による気道障害について一肺内吸入と鼻腔,口腔内吸入との比較
呼吸4:80-85 (1985)
267
268
29
滝島任,井田士朗
呼吸器感染に対tる AzteTenam と Cefoperazone との薬効比較試験成績
感染症学雑誌59:]084-1120 a985)
269井田士朗,滝島任
Azthreonam (SQ26,フ76)の呼吸器感染症に対する臨床治験成績
Chemotherapy 33:280-284 a985)
進藤百合子,井田士朗,西岡きょ,滝島任
呼吸器感染症に船ける Ce丘Xime (CFI×)の基礎的,臨床的検討
Chemotherapy 33:237-244 a985)
270
271 西岡きょ,井田士朗,滝島任
呼吸器感染の起炎菌検索における吃疾塗抹標本の形態的評価につして
臨床病理33:6訟一釣2 (1985)
272大野勲,井田士朗,西岡きょ,滝島任
呼吸器感染症における BAY09867(Cゆroaoxadn)の臨床治験成績
Chem0杜)erapy 33:220-225 (1985)
3 0
2 7 3
井 田 士 朗 , 滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に 船 け る  l m ゆ e n e m  /  c i l a s t a t i n  s o d i u m  ( M K - 0 7 8 7 /  M K - 0 7 4 1 )
臨 床 治 験 成 覆
C h e m o t h e r a p y  3 3 . 4 0 5 - 4 1 2  a 9 8 5 )
2 7 4
西 岡 き ょ , 井 田 士 朗 , 滝 島 任
仙 台 地 区 一 般 病 院 で 分 離 さ れ た H a e m 叩 M l u s i n a u e n z a e の 抗 生 物 質 感 受 性 の 検 討
J a n .  J .  A n t i b i o t i c S  3 8 : 3 1 備 一 3 1 1 0  ( 1 9 8 5 )
2 7 5
滝 島 任 , 前 原 和 平
虚 血 性 心 疾 患 と 運 動 負 荷 試 験
2 7 6
滝 島 任 , 猪 岡 英 二 , 岡 山 博 , 谷 如 幸
発 作 性 上 室 性 不 整 脈 に 対 す る V a 捻 P a m i 1 注 射 剤 の 効 果
心 電 図 5
2 7 フ
滝 島 任 , 猪 岡 英 二 , 芦 川 紘 ・ ー
頻 脈 性 不 整 脈 し 心 室 性 期 外 収 縮 , 上 室 性 期 外 収 縮 , 洞 頻 脈 ) に 対 す る  N a d 0 1 0 1
と  P r o p r a n 0 1 0 1 と の 二 重 盲 検 群 間 比 較 試 験
臨 床 と 研 究 印 : 9 1 0 - 9 2 8  a 9 8 5 )
2 7 8
猪 岡 英 二 , 滝 島 任 他
徐 放 剤 D i s o p i r a m i d e p h o s p h a t e  の 各 種 不 整 脈 に 対 す る 臨 床 効 果 の 検 討
T h e r a p e u t i c  R e s . 2 : 2 9 - 4 3  a 9 8 5 )
滝 島 任 , 猪 岡 英 二 , 丸 山 幸 夫 他
ト ロ グ リ セ リ ソ 経 皮 吸 収 治 療 シ ス テ ム ( T T S  ニ ト 戸 グ リ 七 り ソ ) の 慢 性 う
つ 血 性 心 不 全 価 川 こ 対 す る 効 果
臨 床 と 研 究 6 3 : 2 6 1 - 2 7 4  ( 1 9 8 5 )
2 7 9
2 8 0
老 化 研 究 4 3 号 6 2 - 6 6  ( 1 9 8 5 )
滝 島 任
虚 血 性 心 疾 患 、 の 長 期 治 療 計 画 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )
代 謝 異 常 治 療 研 究 基 金 業 績 集 1 2 : 2 - 1 0  a 9 8 5 )
滝 島 任 , 猪 岡 英 二 他
本 態 性 高 血 圧 症 合 併 狭 心 症 に 対 す る  N i c o r a n d i l ( p e r i s a l 0 1 ) の 臨 床 評 価
新 薬 と 臨 床 3 4 : 1 H 3 - 1 1 2 8  ( 1 9 8 5 )
佐 藤 昇 一 , 丸 山 幸 夫 , 渡 辺 淳 , 慶 徳 満 正 , 滝 島 任
冠 血 管 に お け る 拡 張 期 圧 . 流 量 関 係 一 z e r o  a o w p r e s s u r e  ( p f =  0 ) の 検 討 一
医 学 の あ ゆ み 1 3 5 : 4 2 5 - 4 2 8  ( 1 9 8 5 )
2 別
2 8 2
四 一 田  a 9 8 5 )
1 9 8 6 年
2 8 3 . 信 太 隆 夫 , 滝 島 任 , 無 江 季 次 , 田 村 弦 他 3 6 名
抗 フ レ ル ギ ー 剤 A m o x a n o x  ( A A 一 釘 3 ) の 気 管 支 喘 息 に お け る 用 量 検 討 試 験
臨 床 医 薬 2 : 3 9 9 - 4 1 5  ( 1 9 8 6 )
284信太隆夫,滝島任,無江季次,田村弦,他13名
アレルギー患者に対する MY-5Ⅱ6のハウスダスト吸入誘発および皮内反応抑
制効果の検討
治療と新薬23:15-20 Q986)
信太隆夫,滝島任,無江季次,田村弦他16名
Amoxanox (AA-673)の気管支喘息に対する臨床薬理学的検討
臨床医薬2:383-397 q986)
滝島任,無江季次,田村弦,工藤国男,島貫敬一,井上千恵子,小野康夫,
長嶋純夫,菊地亮,鈴木敏己,高橋誠,伊勢忠男,八巻正昭,大沢寛寿,松
本昇,前田真作
気管支喘息に対する AA-673(Amoxanox)細粒の臨床効果および安全性の検
ヨ寸
薬理と治療14:1889-190o a986)
285
286
287滝島任,無江季汰,田村弦他16名
抗アレルギー薬MY-5Ⅱ6の気管支喘息に対する臨床試験
臨床と研究63:2723-2733 a986)
2認 滝島任,無江季炊,佐々木英忠
慢性閉塞性肺疾患(COPD)に対するテオフーリソ徐放製剤MCI-8019錠の臨
床評価
薬理と治療14:4915-W34 a986)
289
31
無江季次,滝島任
成人気管支喘息に対するDSCG=・アゾル剤の効果
基礎と臨床20:6475-6484 (1986)
田村弦,大津浩,藤本由美子,相沢敏也,無江季次,滝島任
Ca・ionophope A23187刺激による人末梢白血球からの Leukotrien C4ならびに
B4遊離に対する KC-404の抑制作用について
基礎と臨床20:181-1節 a986)
290
291滝島任,無江季次
成人気管支喘息に対する DSCGI・アゾルの治療効果一lnadive placeb0 を対
象とした多施設二重盲検群間比較試験一
臨床医薬 2:1291-1311 (1986)
牧野荘平,滝島任,無江季次,田村弦,他H6名
E-06諦(azelaS廿ne)の気管支喘息に対する臨床的検討
臨床と研究63.609-635 (1986)
292
293無江季汰,藤本由美子,滝島任
高血圧症を合併した気管支喘息に対する塩酸ジルチアゼムの効果
Prog. Medidne 6:2940-2950 a986)
3 2
2 9 4
ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 屋 富 祖 夏 樹 , 野 上 裕 子 , 井 上 洋 西 , 滝 島 任
L T D 4 に よ る ネ コ 気 道 収 縮 に 対 す る  K C - 4 0 4 の 抑 制 効 果
呼 吸  5 : 1 1 0 - 1 1 2  ( 1 9 8 6 )
井 上 洋 西 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 木 村 啓 二 , 畑 岡 勲 , 無 江 季 次 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 に 対 す る 抗 コ リ ソ 性 気 管 支 拡 張 剤 臭 化 オ キ シ ト 戸 ピ ウ ム 田 A 2 5 3 )
の 初 期 臨 床 試 験
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h  5 : 1 1 7 5 - 1 1 釘 ( 1 9 8 6 )
佐 々 木 満 , 山 谷 睦 雄 , 佐 々 木 英 忠 , 中 村 雅 夫 , 飛 田 渉 , 滝 島 任
C 0 2 負 荷 換 気 応 答 に 及 ぼ す ニ コ チ ソ の 影 響
呼 吸  6 : 4 0 8 - 4 1 2  a 9 8 6 )
2 9 5
2 9 6
2 9 7
滝 島 任 , 丹 野 恭 夫 , 坂 本 正 寛 , 前 田 敏 行 , 小 野 康 夫 , 高 橋 誠 , 工 藤 国 男 , 杉
山 正 春 , 菊 地 亮 , 藤 本 隆 逸
C O P D に 対 す る 清 肺 湯 の 効 果
2 9 8
漢 方 医 学 1 0 : 2 1 - 2 6  a 9 8 6 )
丹 野 恭 夫 , 色 田 康 典 , 会 川 尚 志 , 真 宗 る り 子 , 進 藤 百 合 子 , 大 野 勲 , 石 幡 明 ,
佐 々 木 英 忠 , 井 田 士 朗 , 滝 島 任
ヒ ト 肺 胞 マ ク ロ フ , ー ジ の 化 学 発 光 お よ び 戸 イ コ ト リ エ ソ B . 産 生 に 対 す る 清
肺 湯 の 効 果
和 漢 医 薬 学 会 雑 誌  3 : 2 9 6 - 2 9 7  ( 1 9 8 6 )
2 9 9
井 田 士 朗 , 西 岡 き ょ , 滝 島 任
L - 1 0 5 の 基 礎 的 , 臨 床 的 検 討
3 0 0
大 野 勲 , 西 岡 き ょ , 井 田 士 朗 , 滝 島 任
慢 性 呼 吸 器 感 染 症 に お け る T - 2 5 8 8 の 基 礎 的 , 臨 床 的 検 討
C h e m o t h e r a p y  3 4
3 0 1
滝 島 任 , 井 田 士 朗 , 大 野 勲
慢 性 気 道 感 染 症 に 対 す る T - 2 5 8 8 と C e f a d o r の 薬 効 比 較 試 験 成 績
感 染 症 学 雑 誌 6 0 : 1 0 5 2 - 1 0 7 7  a 9 8 6 )
井 田 士 朗 , 西 岡 き ょ , 滝 島 任 そ の 他 1 3 名
呼 吸 器 感 染 症 に お け る C e f m e n o x i m e の 基 礎 的 臨 床 的 評 価
J p n .  J .  A n t i b i o t i c S  3 9 : 2 8 6 9 - 2 8 7 6  Q 9 8 6 )
3 0 2
3 船
井 田 士 朗 , 西 岡 き ょ , 滝 島 任
慢 性 気 道 感 染 症 に お け る B R L
臨 床 的 検 討
C h e m o t h e r a p y  3 4 : 1 7 0 - 1 7 4  ( 1 9 8 印
3 7 4 - 2 8 0  a 9 8 6 )
2 舗 0 0  ( c l a v u l a n i c  A c i d ・ T i c a r d Ⅱ i n ) の 基 礎 的
C h e m o t h e r a p y  3 1 : 3 7 9 - 3 8 7  ( 1 9 8 6 )
304滝島任,井田士朗,高橋誠,伊勢忠男
慢性呼吸器感染症に対する Cefuzonam (CZON)と Cefmenoxime (CMX)の
薬効比較試験
感染症学雑誌60:8弱一884 a986)
3備 会川尚志,岡山博,矢内勝,関沢清久,大野勲,進藤百合子,井田士朗,
佐々木英思,滝島任
農夫肺の発症に関する免疫学的検討
306
呼吸 5:6 号704-7四 a986)
滝島任,猪岡英二,丸山幸夫,小野寺庚午,加藤政孝,林雅人,貴田岡成憲,
布川徹,安井昭二,刈米重夫
ト戸グリセリン経皮吸収治療システム(TTSーニトログリ七りン)の慢性
う0血性心不全仔川こ対する効果
臨床と研究63:261-274 (1986)
清水芳雄,小岩喜郎,大山匡,高木壮彦,菊地淳一,大塚敬二,滝島任
心筋粘弾性測定装置の開発
電子通信学会技報MBE 86:48号45-50 a986)
前原和平,木下弘志,井上寛一,高橋透,伊藤信彦,清水芳雄,猪岡英二,滝
島任
運動負荷時のHR-ST関係と呼気ガス分析による労作性狭心症と負荷心電図偽
陽性性例の鑑別
臨床病理34:1135-1141 (1986)
307
308
3四
33
滝島任,猪岡英二
急性心筋梗塞に対するウロキナーゼ静注法の臨床的有用性一多施設二重盲検試験
臨床と研究63: H号271-286 (1蛤6)
310浦島任,磯山正玄
本態性高血圧症に対するFK
1987年
3Ⅱ.丹野恭夫,滝島任
漢方薬と抗生物質との併用が有効であった呼吸器疾患症例
JAMA (日本語版) 8:28-29 a987)
312.佐々木英忠,無江季汰,中村雅夫,滝島任
マブテロール(MabuteroD 錠の連続投与による慢性閉塞性肺疾患に対する効果
医学と薬学12:159-169 a987)
313滝島任,猪岡英二,丸山幸夫他
トログリ七りソ経皮吸収治療システム(TTーニトログリセリソ)の心不全
例に対tる効果一血行動態に及ぼす影響についてー
最新医学42:13]-144 a987)
235の有用性の検討
臨床と研究6320]フ-2030 a986)
3 4
3 1 4 丸 山 幸 夫 , 猪 岡 英 二 , 滝 島 任
七 三 プ
高 橋 文 恵 , 金 塚
7 1 二 ,
コ ソ ト ラ ス ト = コ ー 法 を 用 い た 右 室 色 素 出 現 時 間 の 測 定 と そ の 意 義
日 本 臨 床 生 理 学 会 雑 誌 1 7 : 1 - 6  a 9 8 7 )
猪 岡 英 二 , 吉 方 清 治 郎 , 慶 徳 満 正 , 小 丸 達 也 , 滝 島 任
心 室 性 期 外 収 縮 に 対 ・ ず る  M e s a i l e t i n e 使 用 経 験
薬 理 と 治 療 1 5  』 3 - 5 0  ( 1 9 8 7 )
滝 島 任 , 猪 岡 英 二
不 安 定 狭 心 症 に 対 す る E - 0 2 9 1 ( 1 S D N ) 静 脈 内 投 与 に よ る 治 療 法 の 検 討
循 環 器 科 2 1 : 2 7 6 - 2 8 6  ( 1 9 8 7 )
3 1 5
3 1 6
3 2 4
1 9 8 8 年
3 1 7 . 滝 島 任
閉 塞 性 肺 疾 患 を 合 併 t る 高 血 圧
M E D I Z I N  V O N  n E U T E  P  2 8 ~ 3 1  a 9 8 8 )
3 1 8 . ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 勝 又 宇 一 郎 , 滝 島 任 , 伊 勢 忠 男
グ ラ ジ ロ ー ル の 気 道 内 β ・ b l o c k a d e 作 用
新 薬 と 臨 床  V 0 1 . 3 7  N O . 1  P  2 6 ~ 3 2  ( 1 9 8 8 )
3 1 9 . 井 上 洋 西 , 飛 田 渉 , 滝 島 任
第 N 回 箱 根 呼 吸 討 論 会 記 録 新 し い 氏 一 選 択 的 刺 激 と そ の 気 道 作 用 部 位
呼 吸  7  巻  1  号  P  9 3 ~ 1 0 2  ( 1 9 8 8 )
3 2 0
丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
ヒ ト 肪 胞 マ ク ロ フ フ ー ジ の 化 学 発 光 お よ び ロ イ コ ト リ ェ ソ B ' 産 生 に 対 す る 清
肺 湯 の 効 果
漢 方 と 免 疫 ア レ ル ギ ー 第  1 巻  P 8 8 ~ 9 6  a 9 8 8 )
福 原 武 彦 , 滝 島 任 , 本 田 良 行 , 山 林
第 W 回 呼 吸 調 節 研 究 会
呼 吸  7  巻 2 0 号  P  2 6 5 ~ 2 6 7  a 9 8 8 )
西 岡 き ょ , 萩 原 央 子 , 滝 島 任
S t r e p t o c o c c u s p n e u m o n i a e  に よ る 呼 吸 器 感 染 の 迅 速 診 断 に 関 す る 検 討
感 染 症 学 雑 誌 6 2 巻  1 号  P  1 2 ~ 1 5  ( 1 9 8 8 )
猪 岡 英 二 , 岡 山 博 , 滝 島 任
心 臓 疾 患 と ニ ト 戸 グ リ セ リ ソ ー 不 安 定 狭 心 症 へ の 使 用 に 関 す る 一 考 察 一
医 薬 ジ ャ ー ナ ル  V 0 1 . 2 4 N O '  2  P  I ~ 5 , 2 7 9  a 9 8 8 )
田 村 昌 士 , 武 内 健 一 , 林 雅 人 , 井 田 士 朗 , 進 藤 百 合 子 , 今 野 淳 , 渡 辺 彰 ,
青 沼 清 一 , 中 井 裕 之 , 長 井 弘 策 , 高 橋 敬 治 , 高 田 一 男 , 滝 沢 敬 夫 , 田 窪 敏 夫 , 安
井 修 司 , 伊 藤 章 , 佐 厶 木 孝 夫 , 松 本 行 雄 , 高 橋 淳 , 滝 島 任 , 大 久 保 隆 男 ,
斎 藤 純 一 , 大 泉 耕 太 郎 , 松 本 慶 蔵
慢 性 呼 吸 器 感 染 症 を 対 象 と す る ミ ノ サ イ ク リ ソ , バ リ タ ー ゼ 併 用 の 臨 床 効 果 一
ノ サ イ ク リ ソ 単 独 , ミ ノ サ イ ク リ ソ ・ バ リ タ ー ゼ 併 用 療 法 に お け る 二 重 盲 検
試 験
化 学 療 法 の 領 域  V 0 1 . 4 N O . 2  P  Ⅱ 3 ~ 1 3 2  ( 1 9 8 8 )
3 2 1
3 2 2
3 2 3
、 、 、
325飛田渉,滝島任
睡眠時無呼吸をめく
326清水芳雄,滝島任
...
心ヰ白りズムにおけるゆらぎ
327
MedicalTribune P 謁~39 a988)
西村善博,飛田渉,田口治,桜井誠,ーノ瀬正和,井上洋西,滝島任
神経筋疾患の呼吸筋の検討一慢性肺気腫,肺線維症との比較一
呼吸7巻3号 P 351~358 (1988)
前原和平,木下弘志,井上寛一,伊藤信彦,高橋透,清水芳雄,猪岡英二,滝
島任
労作性狭心症に対する他剤併用下に蜘けるtrapidi1の効果・運動負荷時心拍数
-ST関係による解析
心臓20巻 4 号 P 4船~412 a988)
金沢知博,小野寺庚午,加藤政孝,木村武,安井昭二,宮沢光瑞,滝島任,
猪岡英二,吉永馨,鈴木典夫,刈米重夫
東北地方における急性心筋梗塞の実態一1,018症例の臨床統計的調査による検討一
最新医学43巻 4 号 P 850~859 a988)
野上裕子,飛田渉,田日治,岡崎安浩,田村弦,井上洋西,滝島任
抗原吸入の気道収縮に対するβ2Sumulant (procateroD の抑制効果
呼吸 7 巻 4 号 P 447~483 a988)
328
つて睡眠時呼吸症候群の治療
ICU と CCUV01.12 NO.4 P291~229 a988)
(1988)
329
330
331
35
滝島任,荒井澄夫
今日の呼吸器疾患のみかた
332滝島任,本田一陽,荒井澄夫
今日の呼吸器疾患のみかた 5.難治呼吸器感染症
Medica11nformation 5.(1988)
333滝島任,関沢清久
気道過敏性とはーニュー戸ぺプタイドの役割を中心寸こー
喘息 Asthmav01.1 NO.2 P18~20 a988)
猪岡英二,佐藤昇一,滝島任
フプリンジンの心室性期外収縮に対する効果
学術講演会記録集 P36~39 a988)
井田士朗,西岡きょ,滝島任,佐藤清紀,菊田豊,大浪更三,八巻正昭,木
村博,工藤国夫,森精一,町田淳,三浦政雄,神田仁,前田真作,坂本
正寛,福田陽一,小野康夫,長嶋純夫,鈴木敏己,高橋誠,前田敏行,佐藤正
弘,松田尭,馬場健児
呼吸器感染症に船ける Cefotetanの基礎的・臨床的評価
The Japanese JOUTnalof Antibiotics v01.41 NO.4 P 4]5~426 (1988)
334
4.過敏性肺炎
335
Medica11nformation 4
3 6
3 3 6
滝 島 任 , 山 谷 睦 雄
肺 磁 界 測 定 と そ の 臨 床 的 意 義
医 学 の あ ゆ み  V 0 1 . 1 4 5  N O . 8  P 5 3 3 ~ 認 6  a 9 8 8 )
滝 島 任 , 佐 々 木 英 忠 , 山 谷 睦 雄 , 座 安 清
特 集 3  肺 磁 気 測 定 法 を 用 し 六 呼 吸 器 疾 患 へ の フ プ 戸 ー チ
日 本 生 体 磁 気 学 会 誌  V 0 1 . 1  N O . 1  P 3 3 ~ 4 3  ( 1 9 8 8 )
3 3 7
3 3 8
滝 島 任 , 宮 本 昭 正
第 1 8 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 ( 研 究 会 抄 録 )
3 3 9
飛 田 渉 , 滝 島 任
睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 病 態 ・ 診 断 お よ び 治 療
臨 床 麻 酔  V 0 1 . 1 2  N O . 6  P 7 0 1 ~ 7 1 0  a 9 8 8 )
滝 島 任 , 志 村 早 苗 , 佐 々 木 司 , 池 田 佳 生 子 , 林 雅 人 , 細 谷 一 , 圓 谷 智 夫 ,
八 重 拍 政 宏 , 伊 藤 康 喜 , 石 井 宗 彦 , 工 藤 国 夫 , 島 貫 敬 一 , 井 上 千 恵 子 , 坂 本 正 寛 ,
杉 山 正 春 , 鈴 木 敏 己 , 高 橋 誠 , 菊 地 享 , 前 田 敏 行 , 石 垣 英 彦 , 前 田 真 作 , 高
橋 敬 治 , 佐 藤 忍 , 高 橋 寛 , 田 口 修 一 , 千 代 谷 慶 三 , 小 野 里 融
慢 性 呼 吸 器 疾 患 に お け る 塩 化 り ゾ チ ー ム ( ア ク デ H  ー ム ) の 去 疾 作 用 の 臨 床 評
価 お よ び 峪 疲 粘 弾 性 挙 動 に 及 ぼ す 効 果
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h v 0 1 . 8  N O . 5  P 2 9 1 ~ 3 0 8  a 9 8 8 )
滝 島 任 , 三 木 祐 , 飛 田 渉 , 西 牧 ち は る , 岩 瀬 則 之 , 佐 藤 誠 , 長 南 達 也 ,
菊 池 喜 博
閉 塞 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 治 療 法 に っ し て 一 酸 素 療 法 と デ マ ソ ド 型 頭 下 ペ ー
シ ソ グ 法 ^
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 別 冊  a 9 8 8 )
3 如
3 4 1
3 4 2
滝 島 任
治 療 分 科 会 総 括 報 告
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 昭 和 6 2 年 度 研 究 報 告 書 別 冊  P 3 2 ~ 3 5  ( 1 9 8 8 )
滝 島 任 , 飛 田 渉 , 三 木 祐
宮 城 , 福 島 , 岩 手 地 区 の 在 宅 酸 素 療 法 実 施 症 例 の 調 査 結 果 に つ い て
厚 生 省 特 定 疾 患 、 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 昭 和 6 2 年 度 研 究 報 告 書  P " ~ 4 5 ( 1 9 8 8 )
丸 山 幸 夫 , 前 原 和 平 , 木 下 弘 志 , 井 上 寛 一 , 渡 辺 淳 , 慶 徳 満 正 , 磯 山 正 玄 , 芦
川 紘 一 , 西 岡 修 , 清 水 芳 雄 , 滝 島 任
虚 血 心 に 及 ぼ す 経 口 強 心 薬 P ゆ P e r a n o m e t o z i n e の 効 果
心 臓 2 0 巻  6  号  P  6 7 0 ~ 6 7 8  ( 1 9 8 8 )
池 田 正 男 , 河 合 忠 一 , 杉 本 恒 明 , 中 島 光 好 , 飯 塚 昌 彦 , 滝 島 任
慢 性 心 不 全 に 対 司 、 る  X a m o t e r 0 1  ( 1 C 1 1 1 8 , 5 8 7 )  B . ・ p a r t i a l  a g o n i s t ・ 薬 科 評 価 ・
P l a c e b 0 を 対 照 と し た 二 重 盲 検 群 間 比 較 試 験
臨 床 医 薬 4 巻 4  号  P  5 3 7 ~ 5 5 9  a 9 8 8 )
呼 吸 7 巻 5 ・ 号 ( 1 9 8 8 )
3 4 3
3 4 4
3 4 5
346丹野恭夫,西岡きょ,荻原央子,佐藤裕子,進藤百合子,大野勲,真宗るり子,
井田士朗,滝島任
CS-807の峪疲中移行および呼吸器感染症に対する臨床的検討
Chemotherapyv01.36 NO.1 P369~374 (1988)
347菊池喜博,滝島
呼吸機能検査
348
臨床検査 Mook NO.29 P 110~119 a988)
畑岡勲,ーノ瀬正和,三浦元彦,飛田渉,井上洋西,滝島任
換気不均等分布動物モデルにおけるアルシトンの効果の検討
呼吸 7 巻 6 ・号 P 741~745 a988)
349
任
滝島任,前原和平
虚血性心疾患、と運動負荷試験
350飛田渉,滝島任
呼吸不全診断アプローチ
351
臨床医 V01.14 NO.5 P530~533 (1988)
丸山幸夫,佐藤昇一,渡辺淳,慶徳満正,伊藤信彦,滝島任
拡張期における右冠動脈圧・流量関係一右心腔圧,心膜の影響一
脈管学 V01.28 NO.6 P37フ~382 a988)
真宗るり子,大野勲,進藤百合子,丹野恭夫,西岡きょ,井田士朗,滝島任
AⅡergic bronchopulmonary aspergiⅡOsis (ABPA)の 2症gl-miconazole
(MCZ)使用につVての検討一
呼吸7巻7 号 P8印~864 a988)
352
37
3認
老化研究記事 NO.46 P7~10 a988)
滝島任
慢性閉塞性気管支疾患の基礎的並びに臨床的研究
日本内科学雑誌77巻8号 a988)
長野凖,信太隆夫,滝島任,小林節雄,牧野荘平,富岡玖夫,高橋昭三,宮
本昭正,岸本進,小川暢也
気管支喘息に対する Mequitazine (LM209)の臨床的検討一封筒法による用
量比較試験一
臨床医薬4巻6号 P 99]~1011 (1988)
長野準,広瀬隆士,滝島任,小林節雄,牧野荘平,信太隆夫,富岡玖夫,1可
橋昭三,宮本昭正,岸本進,小川暢也
気管支喘息に対する Mequitazine (LM 20のの臨床的検討一Ketot迂en を対
照とした多施設二重盲検比較試験一
醜床医薬 4 巻 6 号 P I013~10如(1988)
354
35D
3 8
3 5 6
滝 島 任
B 刺 激 薬 の 吸 入 に よ る 単 回 投 与 な ら び に レ ギ ュ ラ ー コ ー ス
A P C D C  H i g h Ⅱ g h t s  o f  p l e n a r y  L e d u r e  a n d  s y m p o s i u m
3 5 7
滝 島 任
気 道 過 敏 性 一 臨 床 か ら ー ( 特 集 Ⅱ ・
3 5 8
岡 山 博 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 、 の マ グ ネ シ ウ ム 静 注 療 法
3 5 9
西 岡 き ょ , 荻 原 央 子 , 井 田 士 朗 , 滝 島 任
近 年 の 呼 吸 器 感 染 症 原 因 菌 の 動 向 と 主 要 原 因 菌 の 抗 生 剤 感 受 性 一 1 9 8 4 ~ 1 9 8 6 年
の 3 年 間 の 検 討 一
T h e  J a p a n e s e  J o u r n a l o f A n t i b i o t i c s  v 0 1 . 4 1  N O . 9  P  1 2 1 2 ~ 1 2 2 2  ( 1 9 8 8 )
滝 島 任 , 無 江 季 炊 , 井 上 洋 西 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 木 村 啓 二 , 勝 又 宇 一 郎 ,
金 沢 知 博 , 三 浦 一 樹 , 林 雅 人 , 圓 谷 智 夫 , 岡 部 慎 一 , 局 橋 俊 昭 , 高 杉 良 吉 , 佐
藤 清 紀 , 鈴 木 敏 己 , 高 橋 誠 , 井 上 千 恵 子 , 伊 勢 忠 男 , 安 井 昭 二 , 高 橋 敬 治 , 池
田 英 樹 , 石 川 皓 , 田 口 修 一 , 佐 々 木 孝 夫 , 小 勝 負 智 明 , 安 磧 敏 明
気 管 支 喘 息 に 対 す る 抗 コ リ ソ 性 気 支 拡 張 剤 臭 化 オ キ シ ト ロ ピ ウ ム 田 a 2 5 3 ) の
吸 収 効 果 の 検 討 一 二 重 盲 検 討 一
T h e r a p e u r i c  R e s e a r c h  v 0 1 . 9  N O . 2  P 2 1 5 ~ 2 3 7  ( 1 9 8 8 )
滝 島 任 , 菱 川 泰 夫 , 飛 田 渉 , 栗 山 喬 之 , 末 次 勸 , 渡 辺 登 , 長 谷 川 誠
座 談 会 「 ス リ ー プ , ア プ ニ ア 」
チ ェ ス ト  P  I ~ 2 3
木 下 弘 志 , 丸 山 幸 夫 , 前 原 和 平 , 清 水 芳 雄 , 井 上 寛 一 , 伊 藤 信 彦 , 滝 島 任 , 局
橘 透
虚 血 性 心 疾 患 に 対 す る 血 管 作 動 薬 O P C - 8 2 1 2 の 効 果 一 B 遮 断 剤 ,  M e t o p r 0 1 0 1
の 比 較 検 討 一
呼 吸 と 循 環 3 6 巻 Ⅱ 号  P  H 9 9 ~ 1 2 船  a 9 8 8 )
3 6 0
ア レ ル ギ ー の 治 療 と 展 望 )
ア レ ル ギ ア  N O . 1 7  P  3 8 ~ 4 3  ( 1 9 8 8 )
3 6 1
呼 吸  7  巻  9  号  P  I 0 5 0 ~ 1 0 5 4  ( 1 9 8 8 )
3 6 2
3 6 3
大 野 勲 , 井 田 士 朗 , 滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に お け る R U 2 8 9 硫 の 臨 床 的 検 討
C h e m o t h e r a p y  v 0 1 . 3 6  P  2 3 9 ~ 2 4 4  ( 1 9 8 8 )
滝 島 任 , 無 江 季 次 , 小 林 節 雄 , 宮 本 昭 正 , 高 橋 昭 三 , 信 太 隆 夫 , 中 島 光 好
気 管 支 喘 息 に 対 す る 臭 化 オ キ シ ト ロ ピ ウ ム 田 a 2 5 3 ) の 臨 床 評 価 一 臭 化 イ プ ラ
ト ロ ピ ウ ム を 対 照 薬 と し た 多 施 設 二 重 盲 検 群 間 比 較 試 験
医 学 の あ ゆ み  V 0 1 .  H 7  N O . 9  P 7 8 9 ~ 8 0 6  a 9 8 8 )
芦 川 紘 一 , 鈴 木 敏 己
と 土 .
滝 島 任 , 小 丸 達 也 , 関 口 展 代 , 金 塚
フ C ,
拍 動 左 室 心 喧 万 内 微 小 循 環 の 測 定 と そ の 臨 床 的 意 義
日 本 医 事 新 報  N O . 3 3 7 0  P 2 5 ~ 3 1  a 9 8 8 )
3 6 4
3 6 5
366井田士朗,西岡きょ,滝島任,渡辺彰,大泉耕太郎,今野淳
最近 3年間に東北地方で分離された HaemophⅡUs inauenzae 並びに Bran・
hame11a catarrhaⅡS の抗生剤感受性について一殊にβ・1adamase産生菌に対す
るクラブラソ酸配合ぺニシリソ剤の抗菌力につしてー
化学療法の領域 V01.4 NO.12 P126~135 a988)
367滝島任,宮本昭正
第19回気道過敏性研究会
368
呼吸 7 巻11号 P 1307~13四 a988)
原澤道美,芳賀敏彦,川上義和,滝島任,北村 栗山喬之,松井泰夫,木子ム、百而,
田厚瑞,本間請子,松田美彦,福地義之助,吉良枝郎,麦田拓実,谷本晋一,
輪太郎,久野建志,高橋久雄,長野凖
空中糸膜型酸素濃縮器(TTC-40)の臨床試験
新薬と臨床37巻 NO.7 P 139~154 Q988)
369田村弦,無江季次,滝島任
抗原吸入による即時型気道収縮に対する Sm857錠の抑制効果一single EX・
Posure Method による検討一
アレルギー37巻11・号 P I072~1076 (1988)
370滝島任
気道過敏性の自動解析システムの開発
371
39
滝島任,井田士朗,丹野恭夫,他
細菌性肺炎に対するCS-8俳と Gefadorの薬効比較試験成績
感染症学雑誌62巻Ⅱ号 P 973~1001 (1988)
関沢清久,志村早苗,佐々木英忠,滝島任
気道分泌,咳に及ぼすサプスタンスPの効果
第 6 回免疫薬理シソポジウム P 125~129 a988)
中村雅夫,佐々木英忠,宮野雅光,滝島任
肺磁界測定装置を用Vた気管のCle雛anceに対するマプテロールの急性効果
呼吸 7 巻 6 号 P 1399~1404 a988)
滝島任,佐々木英忠,角田康典,会川尚志
慢性呼吸器疾患、患者の峪疲に対する NA274(塩酸プロムヘキシソ)液の吸入
療法における臨床効果
呼吸 8 巻 1 号 P 82~98 a988)
372
Engineers NO.483 P ]~5 (1988)
373
374
375丹野恭夫,進藤百合子,滝島任
ヒト好塩基球の inⅥtr0増す殖に対する抗アレルギー薬および漢方製剤の効果
漢方と免疫,アレルギー 2巻 P 23~30 a988)
4 0
3 7 6
猪 岡 英 二 , 伊 藤 明 一 , 布 川 徹 , 金 沢 正 晴 , 鈴 木 敏 己 , 芦 川 紘 一 , 貴 田 岡 成 憲 ,
興 野 春 樹 , 本 良 L 、 よ 子 , 粉 川 嗣 敏 , 富 沢 信 夫 , 守 昭 夫 , 目 黒 泰 ・ 一 郎 , 武 田 久 尚 ,
田 中 元 直 , 仁 田 新 一 , 尾 形 和 夫 , 滝 島 任
心 室 性 期 外 収 縮 に 対 す る ジ ソ ピ ラ シ ド , メ キ シ レ チ ソ 両 剤 の 臨 床 効 果 の 比 較
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h v 0 1 . 9  N O . 6  P 4 2 3 ~ 4 3 2  ( 1 9 8 8 )
1 9 8 9 年
3 7 フ . 飛 田 渉 , 滝 島 任
睡 眠 に よ る 呼 吸 機 能 の 生 理 的 変 化
3 7 8
丹 野 恭 夫 , 進 藤 百 合 子 , 滝 島 任
ヒ ト 好 塩 基 球 の m v i 廿 0 増 殖 に 対 す る 抗 フ レ ル ギ ー 薬 お よ び 漢 方 製 剤 の 効 果
漢 方 と 免 疫 . ア レ ル ギ ー 第  2 巻  P  2 3 ~ 3 0  ( 1 9 8 9 )
滝 島 任 , 佐 々 木 英 忠 , 角 右 田 康 典 , 会 川 尚 志
慢 性 呼 吸 器 疾 患 患 者 の 吃 疾 に 対 す る N A 3 7 4 ( 塩 酸 プ ロ ム ヘ キ シ ソ ) 液 の 吸 入
療 法 に お け る 臨 床 効 果
呼 吸  8  巻  1  号  P  8 2 ~ 9 8  a 9 8 9 )
3 7 9
3 8 0
大 江 正 敏 , 滝 島 任
肺 動 脈 平 滑 筋 の 収 縮 弛 緩 特 性
医 学 の あ ゆ み  V 0 1 . 1 4 8  N O . 9  P 5 6 5 ~ 5 6 7  ( 1 9 8 9 )
滝 島 任 , 白 士 邦 男 , 中 野 赳 , 福 地 義 之 助 , 国 技 武 義
肺 血 栓 症 に 対 t る 辻 ・ P A  ( T D - 2 0 6 D  静 脈 内 成 与 療 法 の 安 全 性 お よ ぴ 有 効 用
量 に 関 す る 検 討 一 第 Ⅱ 相 臨 床 試 験 一
P r o g .  M e d  9  P  1 1 3 7 ~ 1 1 5 1  a 9 8 9 )
滝 島 任 , 志 村 早 苗 , 佐 々 木 英 忠 , 会 川 尚 志 , 田 村 昌 士 , 結 城 隆 俊 , 谷 幸 夫 ,
安 井 昭 二 , 高 橋 敬 治 , 高 田 ・ 一 男 , 環 訪 部 章 , 金 沢 知 博 , 三 浦 ・ 一 樹 , 小 野 寺 庚 午 ,
高 梨 信 吾 , 小 林 仁 , 工 藤 国 男 , 石 井 宗 彦 , 伊 勢 忠 男 , 井 上 千 恵 子 , 坂 本 正 寛 ,
菊 地 亮 , 前 田 真 作 , 角 田 隆 , 高 杉 良 吉 , 松 本 登 , 三 品 陸 人 , 小 野 里 融 , 斉
藤 芳 晃 , 冬 木 俊 春 , 栗 原 稔 , 中 島 光 作
慢 性 気 管 支 炎 患 者 の 疇 疾 に 対 す る  N A 2 7 4 ( 塩 酸 プ ロ ム ヘ キ シ ソ ) 液 の 吸 入 療
法 に お け る 臨 床 効 果 ー ア 七 チ ル シ ス テ ィ ソ 液 を 対 照 と し 元 封 筒 法 に よ る 多 施 設
群 問 比 較 試 験 一
T H E R A P E U T I C R E S E A R C H  V 0 1 . 1 0  N O . 3  P 3 4 3 ~ 3 6 6  ( 1 9 8 9 )
宮 本 昭 正 , 高 橋 昭 三 , 信 太 隆 夫 , 滝 島 任 , 小 林 節 雄 , 牧 野 荘 平 , 冨 岡 玖 夫 , 岸
本 進 , 長 野 準 , 中 島 光 好 , 小 川 暢 也
新 規 抗 ア レ ル ギ ー 薬 T a z a n d a s t ( W P - 8 3 3 ) の 成 人 気 管 支 喘 息 に 対 す る 臨 床 的
検 討 ー ト ラ ニ ラ ス ト を 対 照 と す る 多 施 設 二 重 盲 検 比 較 試 験 一
臨 床 医 薬 第  5  巻 第  3  号  P  5 0 1 ~ 5 3 0  ( 1 9 8 9 )
3 8 1
呼 吸 と 循 環 3 7 巻  1  号  P  7 ~ 1 0  a 9 8 9 )
3 8 2
3 8 3
384宮本昭正,宮田亮,滝島任,信太隆夫,佐竹辰夫,岸本進,木村郁郎,長
野準
気管支喘息に対する新規抗アレルギー薬Tazanolastの臨床評価一長期投与を
含む内科多施設オープン試験
臨床医薬第5巻第3号 P 531~553 a989)
相沢敏也,田村弦,山内広平,谷口幸彦,大津浩,酒井邦雄,メL山修寛,本
間正明,滝島任
塩酸ロキサチジソア七タートの血中テオフーリン濃度に及ぽす影響
薬理と治療 V01,17 NO.3 P 111~116 a989)
無江季次,滝島任
気管支喘息,慢性閉塞性肺疾患を伴う高血圧
日本医師会雑誌 V01.10I NO.7 P37~如 a989)
福島正勝,安田寿一,滝島任,杉本恒明,早川弘一,水野康,河合忠一,森
博愛,戸嶋裕徳,佐久間昭,阿部裕
SST-101の狭心症に対する臨床評価
薬理と治療 V01.17 NO.1 P 191~205 a飴9)
阿部裕,安田寿一,滝島任,杉本恒明,岸田浩,水野康,河合忠一,森
博愛,戸嶋裕徳,佐久間昭,福島正勝
経皮吸収硝酸イソリルビド製剤SST-1侃の狭心症に対する有用性の検討一硝
酸イソリルビド徐放カプセルとの多施設二重盲検群間比較試験一
薬理と治療 V01.17 NO.1 P235~2四 a989)
田口治,飛田渉,進藤千代彦,岩瀬則之,井上洋西,滝島任
選択的β,遮断剤bisopr0101(TA-4708)の臨床効果の検討一・COPD患、者にお
ける単回投与,連続投与時の呼吸循環機能の変面Nこついてー
循環器科第25巻第3号 P 296~304 a989)
385
386
387
388
389
U
諦0 福原武彦,滝島任,本田良行,山林
第12回呼吸調節研究会
呼吸 8 巻 4 号 P 455~456 a989)
飛田渉,田口治,長南達也,菊池喜博,尾形公彦,白士邦男,滝島任
換気障害と循環不全
日本胸部疾患学会雑誌第27巻第2号P143~148 a989)
三浦・一樹,金沢知博,滝島任
急性気管支炎患者の去疾に対するNA274(塩酸プロムヘキシソ)液吸入療法
の有用性につして
基礎と臨床 V01.23 NO.6 P257~271 (1989)
滝島任,白士邦男,中野赳,福地義之助,国枝武義
肺血栓塞栓症に対するrt・PA (TD-2061)静脈内投与療法の臨床評価一多施
設一般臨床試験一
Prog Med 9 P 1599~1613 (1989)
391
392
393
4 2
3 9 4
宮 本 昭 正 , 奥 平 博 一 , 信 太 隆 夫 , 小 林 節 雄 , 高 橋 昭 三 , 長 野 準 , 滝 島 任 , 岸
本 進 , 牧 野 荘 平 , 冨 岡 玖 夫 , 中 島 光 好
新 規 抗 フ レ ル ギ ー 剤 W P - 8 3 3 ( T a z a n o l a s t ) の 成 人 気 管 支 喘 息 に 対 す る 用 量 検
討 試 験 ・ ・ ・ ・ 後 期 臨 床 第 Ⅱ 相 試 験 一
臨 床 医 薬  5  巻  2  号  P  2 8 1 ~ 3 1 0  a 9 8 9 )
3 9 5
滝 島 任
治 療 分 科 会 総 括 報 告 ・ 厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班
昭 和 6 3 年 度 研 究 報 告 書  P 3 2 ~ 3 3  a 9 8 9 )
3 9 6
滝 島 任 , 飛 田 渉
携 帯 用 酸 素 供 給 装 置 の 臨 床 評 価 の 検 討 ・ 厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班
昭 和 6 3 年 度 研 究 報 告 書  P  1 5 5 ~ 1 5 9  ( 1 9 8 9 )
滝 島 任 , 佐 藤 誠 , 飛 田 渉 , 岡 部 慎 一 , 田 口 治 , 岩 瀬 則 之 , 長 南 達 也 , 菊
池 喜 博 , 末 武 光 子 , 神 林 潤 一
睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 患 老 に お け る U P P の 効 果 ・ 厚 生 省 特 定 疾 患 、 呼 吸 不 全 調 査
研 究 班
昭 和 6 3 年 度 研 究 報 告 書  P  1 9 1 ~ 1 9 4  ( 1 9 8 9 )
3 9 7
3 9 8
滝 島 任
気 道 過 敏 性
3 9 9
石 出 信 正 , 滝 島 任
心 臓 の 圧 ・ 容 積 と 冠 循 環
4 0 0
丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
一 内 科 領 域 に お け る 漢 方 治 療 の 現 況 呼 吸 器 疾 患 一
一 慢 性 気 管 支 炎 一
診 断 と 治 療 第 7 7 巻 第  6  号  P  1 4 1 5 ~ 1 4 2 0  a 9 8 9 )
4 侃
滝 島 任
簡 易 睡 眠 時 呼 吸 モ ニ タ ー 装 置
医 学 の あ ゆ み  V 0 1
4 0 2
き ょ う の 健 康  a 9 8 9 )
佐 々 木 英 忠 , 志 村 早 苗 , 矢 内 勝 , 会 川 尚 志 , 佐 々 木 司 , 滝 島 任
2 . 生 理 ・ メ カ ニ , ク ス を 中 心 に 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 、 ( 肺 気 腫 , 慢 性 気 管 支 炎 ,
気 管 支 喘 息 ) に お け る 末 梢 気 道 病 変 の 意 義 と 治 療
日 本 胸 部 疾 患 学 会 会 誌  V 0 1 . 2 7  N O . 5  P 5 5 0 ~ 5 5 5  ( 1 9 8 9 )
滝 島 任 , 川 城 丈 夫
末 梢 気 道 ・ 肺 胞 糸 の 病 態 一 気 道 と 肺 胞 の 接 点 を め ぐ っ て ー
日 本 胸 部 疾 患 学 会 会 誌  V 0 1 . 2 7  N O . 5  P 5 4 4 ~ 5 4 5  a 9 8 9 )
病 態 生 理  V 0 1
4 0 3
5 0  N O
8  N O
7  P  5 6 4 ~ 5 6 8  a 9 8 9 )
I  P  3 9  a 9 8 9 )
404滝島任,宮本昭正
機関誌喘息「一指定疾病の重症分類等に関する文献研究一」
昭和63年度環境庁委託業務結果報告書 P23~56 (1989)
4備 田村弦,滝島任
気管支喘息一治療の実際一気道感染を伴う例
診断と治療 V01.フ7 NO.7 P I01~104 (1989)
谷順二,宮地志直,大友規矩雄,滝島任,小岩喜郎,大山匡,清水芳雄,
高木壮彦,菊地淳一,本田英行,星信男
心何分の粘弾性特性の同定
日本機械学会論文集 V01.55 NO.515 P 1622~]627 a989)
前原和平,田口治,井上寛一,菊地淳一,三浦元彦,磯山正玄,田村弦,小
岩喜郎,丸山幸夫,滝島任
かぜ症状に統発したうっ血性心不全から心筋梗塞を発症した若年男性の一例
循環科学(circulation science) V01.9 NO.9 P I006~1014 (1989)
滝島任,前原和平,清水芳雄,木下弘志,井上寛一
運動負荷心電図における心拍類一ST偏位関係の解析法とその臨床的有用性
日本医事新報 NO.3418 P27~34 a989)
406
407
408
409滝島任,井田士朗
呼吸器感染症に対する 10mefloxacin (NY-198)と Cetador の薬効比較試験
CHEMOTHERAPYV01.37 NO.5 a989)
410
43
大江正敏,滝島任
肺性心
411
7 P 950~953 a989)日本医師会雑誌 V01.]02NO
佐々木満,佐々木英忠,滝島任
老年者の検査と正常値・肺機能検査と正常値
老化と疾患 V01.2 NO.11 P50~56 a989)
412山谷睦雄,滝島任
肺胞マク戸フ,ージの機能に及ぼす血小板活性化因子(PAF)
医学のあゆみ V01.151 NO.
413志村早苗,滝島任
気道分泌とレオロジー
日本バイオレオ戸ジー学会誌(B & R) V01.3 NO.3 P H2~120 a989)
丹野恭夫,滝島任
一現代医学の立場から一気管支炎の漢方治療
現代東洋医学 V01.10 NO.4 P19~25 a989)
414
の効果
3 P 157 a989)
4 4
4 1 5
田 村 弦 , 相 沢 敏 也 , 滝 島 任
大 発 作 を 繰 り 返 す 気 管 支 喘 息 の 一 治 療 例
治 療 :  V 0 1 . フ ]  N O .  H  P 1 6 7 ~ 1 7 2  a 9 8 9 )
菊 地 淳 一 , 前 原 和 平 , 佐 藤 文 敏 , 星 信 男 , 滝 島 任
気 管 支 動 脈 と の 交 通 を 伴 っ た 両 側 多 発 性 肺 動 脈 瘻 の 1 例
日 本 科 学 会 雑 誌  V 0 1 . 7 8  N O . 1 0  P  1 4 5 7 ~ 1 4 6 1  a 9 8 9 )
佐 々 木 満 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
老 年 者 の 検 査 と 正 常 値 肺 機 能 検 査 と 正 常 値
老 化 と 疾 患 、  V 0 1 . 2  N O .  1 1  P 5 1 ~ 5 6  a 9 8 9 )
4 ] 6
4 1 7
4 1 8
滝 島 任 , 飛 田 渉
睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 原 因 ・ 治 療 ・ 予 防
日 本 医 事 新 報  N O . 3 4 2 2  P  1 2 4 ~ 1 2 5  a 9 8 9 )
矢 内 勝 , 大 類 孝 , 関 沢 清 久 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任 , 小 沢 秀 夫 , 高 橋 昌 男
末 梢 気 道 内 圧 測 定 法
呼 吸  V 0 1 . 8  N O . 1 1  P  1 1 5 7 ~ 1 1 6 0  ( 1 9 8 9 )
滝 島 任 , 田 村 弦 , 谷 口 幸 彦 , 高 杉 良 吉 , 佐 藤 清 紀 , 伊 藤 康 喜 , 星 進 悦 , 林
雅 人 , 大 沢 寛 寿 , 工 藤 国 夫 , 石 井 宗 彦 , 小 野 康 夫 , 菊 地 亮 , 伊 勢 忠 男 , 前 田
真 作 , 鈴 木 敏 己 , 高 橋 誠
経 口 抗 ア レ ル ギ ー 薬 T B X 錠 の 成 人 気 管 支 喘 息 に 対 す る 長 期 投 与 に お け る 臨 床
評 価
診 療 と 新 薬  V 0 1 . 2 6  N O . 7  P 2 9 ~ 4 8  a 9 8 9 )
大 野 勳 , 西 岡 き ょ , 萩 原 央 子 , 佐 藤 裕 子 , 真 宗 る り 子 , 三 浦 康 子 , 丹 野 恭 夫 ,
滝 島 任
呼 吸 器 感 染 症 に お け る  C e f d i n i r  の 基 礎 的 ・ 臨 床 的 検 討
C H E M O T H E R A P Y V 0 1 . 3 7 5 - 2  P 3 0 4 ~ 3 H  a 9 8 9 )
三 浦 康 子 , 西 岡 き ょ , 萩 原 央 子 , 佐 藤 裕 子 , 真 宗 る り 子 , 大 野 勳 , 丹 野 恭 夫 ,
井 田 士 朗 , 滝 島 任
内 科 領 域 に お け る B M Y - 2 8 1 0 0 の 臨 床 的 検 討
C n E M O T H E R A P Y  V 0 1 . 3 7 5 - 3  P 2 0 8 ~ 2 1 3  ( 1 9 8 9 )
4 1 9
4 2 0
4 2 1
4 2 2
4 2 3
滝 島 任 , 井 田 士 朗
慢 性 気 道 感 染 症 に 対 , 、 る 7 4 3 2 - S  ( c e 丘 i b u t e n )
C H E M O T H E R A P Y V 0 1 . 3 7  P 6 1 9 ~ 餌 3  ( 1 9 8 9 )
菊 池 喜 博 , 矢 内 勝 , 田 口 治 , 関 沢 清 久 , 飛 田 渉 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
末 梢 気 道 抵 抗 の 新 し い 測 定 法 を 中 心 t し て
日 本 胸 部 疾 患 、 学 会 雑 誌  V 0 1 . 2 7  N O . 1 2  P  1 4 0 1 ~ 1 4 0 6  a 9 8 9 )
4 2 4
425丹野恭夫,滝島任
気管支喘息を伴なう咳嫩一麦門冬湯に有意な鎮咳効果
日経メデーカル第242号付録 P 21~23 a989)
426大江正敏,滝島
肺血管障害
427
講座プロスタグラジン第 2 巻 P.363~3脚 a989)
鈴木敏己,滝島任Cケ芦川紘一,小丸逹也,関口展代,金塚フτ二,
拍動心筋内微小循環の血流動態と評価法
脈管学29:337~341 a989)
1990年
428.盛田真樹,前原和平,木下弘志,井上寛一,大塚敬二,小俣喜芳,滝島任
運動負荷試験における FinapreS の使用経験
第]回プーナプレス研究会発表論文集 H I.6.17, P 20~26 a99の
429.藤原和平,盛田真樹,清水芳雄,木下弘志,井上寛一,大塚敬二,桜井克彦,針
生孝子,須藤・一彦,滝島任
動的運動負荷試験における非観血的連続血圧計を用いた指動脈圧モニターー観
血的上腕動脈圧との比較一
臨床モニター V01.1 NO.1 P89~96 a990)
430.松本慶蔵,滝島任,丹野恭夫,他
ノサイクリソの黄色ブドゥ球菌性感染症に対する臨床効果一全国アソケート
調査,過去3年間一
化学療法の領域 V01.6 NO.1 P160~172 (1990)
431.菊池喜博,矢内勝,田口治,関沢清久,飛田渉,佐々木英忠,滝島任
末梢気道抵抗の新しい測定法を中心として
日本胸部疾患学会雑誌 V01.27 NO. 12 P]4田~1406 a四の
432.大野勳,丹野恭夫,滝島任,井田士朗
Epstein・Barr viruS 特異的 lgE 抗体の検出
アレルギー V01.39 (D P42~47 (1990)
任
435
45
433滝島任
国際シソポジウムを開催して.呼吸調節・呼吸困難に関する国際シソポジウム
IET東北大学交際交流タイムズ NO.8 a990.2)
434滝島任,大江正敏
ヒト摘出1市動脈による Hypoxic pulmonω'y vasoconstriction
老化研究委員会記事 NO.四 P 14~16 (199山
飛田渉,岡部慎一,佐藤誠,菊池喜博,長南達也,滝島任
特集:血液酸素モニターバルスオキシメーターー睡眠時無呼吸モニタ
臨床モニター V01.1 NO.2 P 123~128 a990)
4 6
4 3 6
本 間 正 明 , 田 村 弦 , 谷 口 幸 彦 , 滝 島 任
" 症 例 " 意 識 消 失 を 伴 う 大 発 作 を 3 回 経 験 し た 気 管 支 喘 息 の 1 例
呼 吸  V 0 1 . 9  N O . 4  P 4 7 9 ~ 4 8 3  ( 1 9 9 の
佐 々 木 満 , 加 藤 宗 吉 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
薄 壁 空 洞 型 肺 転 移 に 引 き 続 き 気 胸 を 来 し た 頭 皮 a n g i o s a r c o m a の  1 症 例
呼 吸  V 0 1 . 9  N O . 4  P 4 7 4 ~ 4 7 7  a 9 9 0 )
4 3 7
4 3 8
滝 島 任 , 小 岩 喜 郎
心 不 全 に 対 す る 振 動 力 学 的 ア プ 戸 ー チ
4 3 9
丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
ソ ム ラ 麦 門 冬 湯 の 鎮 咳 効 果 に つ い て ー ア ス ト グ ラ フ に よ る 測 定 一
日 経 メ デ ー カ ル  N O . 5  P  8 8 ~ 8 9  a 9 9 0 )
尾 形 公 彦 , 大 江 正 敏 , 白 士 邦 男 , 滝 島 任
伺 一 施 設 で 長 期 間 追 跡 さ れ た 原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 予 後
抗 凝 固 薬 , 血 管 拡 張 薬 併 用 の 有 効 性 の 検 討
心 臓  V 0 1 . 2  N O . 5  P 5 0 8 ~ 5 1 4  ( 1 9 9 0 )
丹 野 恭 夫 , 勝 又 宇 一 郎 , 岩 瀬 則 之 , 岡 田 信 司 , 井 上 洋 西 , 滝 島 任
咳 過 敏 性 測 定 法 ( 咳 テ ス ト ) に よ る 麦 門 冬 湯 の 鎮 咳 効 果 判 定
漢 方 と 免 疫 フ レ ル ギ ー  V 0 1 . 3  P 2 0 ~ 2 5  a 四 0 )
飛 田 渉 , 田 口 治 , 滝 島 任
慢 性 肺 気 腫 の 抗 コ リ ソ 剤 吸 入 に お け る ス ペ ー サ ー の 効 果
呼 吸  V 0 1 . 9  N O . 6  P 7 3 8 ~ 7 4 4  a 9 9 の
4 4 0
4 4 1
4 4 2
4 4 3
滝 島 任
治 療 分 科 会 総 括 報 告
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 平 成 元 年 度 研 究 報 告 書  P 3 4 ~ 3 5 ( H 2 . 3 )
滝 島 任 , 三 木 祐 , 菊 池 喜 博 , 進 藤 千 代 彦 , 田 口 治 , 長 南 達 也 , 飛 田 渉
呼 吸 困 難 と 呼 吸 筋 酸 素 消 費 量 の 関 係
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 平 成 元 年 度 研 究 報 告 書  P I 0 6 ~ ] 0 8 ( H 2 . 3 )
滝 島 任 , 飛 田 渉 , 佐 藤 誠 , 長 南 達 也 , 菊 池 喜 博
デ マ ソ ド 型 酸 素 供 給 酸 素 濃 縮 装 置 の 検 討
厚 生 省 特 定 疾 患 、 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 平 成 元 年 度 研 究 報 告 書  P 1 8 4 ~ 1 8 8 ( H 2 . 3 )
滝 島 任
液 体 酸 素 に よ る 酸 素 供 給 シ ス テ ム の 運 用 に 関 す る マ ニ ュ フ ル ( 案 )
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 平 成 元 年 度 研 究 報 告 書  P 2 3 9 ~ 2 U  ( H 2 . 3 )
佐 々 木 孝 夫 , 櫃 田 豊 , 川 上 義 和 , 滝 島 任 , 飛 田 渉
呼 吸 不 全 の 運 動 負 荷 一 酸 素 療 法 適 応 基 凖 の 検 討 一
厚 生 省 特 定 疾 患 呼 吸 不 全 調 査 研 究 班 平 成 元 年 度 研 究 報 告 書  P 1 4 9 ~ 1 5 6 ( H 2 . 3 )
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448滝島任,井上洋西,飛田渉,ーノ瀬正和
「気道反応性の臨床学的研究」報告書
公害健康被害補償予防協会委託業務報告書 P5~52 a99の
449丹野恭夫,滝島任
呼吸器科症例からみた漢方処方(1)
450井上洋西,滝島任
無管支喘息の分類と重症度・重積発作の早期診断
内科 V01.備 P I022~1025 a99の
岡田信司,浅野雅之,木村啓二,飯島秀弥,井上洋西,滝島任
オゾソ暴露後の気道過敏性に対する KC-404(Ketas)の抑制効果
呼吸 V01.9 NO.9 P11如~1149 (1990)
蔵本築,村田和彦,梶原長雄,片桐敬,安田寿一,滝島任,他
新しV経皮吸収度Isosorbide Din北rate (1SDN)製剤TSC-50の狭心症に対す
る有用性一硝酸イソソルビドテープを対照薬とした比較臨床試験一
基礎と臨床 V01.24 NO.12 P361~375 a990)
渡辺彰,大泉耕太郎,本宮雅吉,武内健一,吉田司,井田士朗,三浦康子,
西岡きょ,丹野恭夫,滝島任,蓮池照夫,今野淳,林泉,安西吉行
深在性呼吸器真菌性に対するMic0舶Zoleの臨床的検討
TnE JAPANESE JOURNAL OFANTIBIOTIC
V01.43 NO.8 P1392~14仇(199の
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4認
~(Ⅳ)
漢方の基礎と応用 P]32~149 a明0)
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小岩喜郎,滝島任
機械的微小振動入力法一心不全の診断並びに治療に対するNewApproach
病態生理 V01.9 NO.9 P723~732 a990)
455滝島任,片寄大,大江正敏
低酸素性肺高血圧症ラットにおける肺血管のremodeⅡng機構
老化研究委員会記事 NO.50 PI~4 a99の
岡部慎一,飛田渉,三木祐,進藤千代彦,長南達也,菊池喜博,滝島任
在宅睡眠呼吸モニター装置の開発と略床応用
臨床モニター V01.1 NO.5 P463~470 a鵬の
志村早苗,佐々木司,石原裕,佐藤正俊,増田徹,佐々木英忠,滝島任
気動分泌腺細胞
日胸疾会誌28 ao) P]299~1304 (1990)
456
457
458牧野荘平,滝島任,田村弦,他
成人気管支喘息に対する選択的卜戸ソポキサン合成酵素阻害剤OKY-046
HCI・H20の臨床評価一至適用量の検討一
医学と薬学 V01,24 NO.1 P151~162 a990)
朝4 5 9
宮 本 昭 正 , 伊 藤 幸 治 , 滝 島 任 , 他
O K Y - 0 4 6 の 成 人 気 管 支 喘 息 に 対 す る 臨 床 的 検 討 一 多 施 設 二 重 盲 検 法 に よ る 用
法 ・ 用 量 検 討 試 験 一
医 学 の あ ゆ み  V 0 1 . 1 5 4  N O . 5 , 6  P 3 舗 ~ 4 0 6  ( 1 9 9 0 )
牧 野 荘 平 , 宮 本 昭 正 , 滝 島 任 , 他
選 択 的 T h r o m b o x a n e 合 成 酵 素 阻 害 薬 O K Y - 0 4 6 ,  H C I ・ H 2 0  の 成 人 気 管 支 喘
息 に 対 す る 有 用 性
一 塩 酸 ア ゼ ラ ス チ ソ を 対 照 と し た 多 施 設 二 重 盲 検 比 較 試 験 一
臨 床 医 薬  V 0 1 . 6  N O . 1 0  P 2 1 3 1 ~ 2 1 6 6  a 9 9 の
無 江 季 次 , 田 村 弦 , 山 内 広 平 , 大 津 浩 , 藤 本 由 美 子 , 井 上 洋 西 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 患 者 に 合 併 し た 高 血 圧 症 の = ナ ラ プ リ に よ る 長 期 治 療
診 療 と 新 薬  V 0 1 . 2 7  N O . 9  P 1 2 5 ~ 1 3 3  a 9 9 の
井 上 洋 西 , 勝 又 宇 一 郎 , 滝 島 任
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細 胞 内 C a 過 剰 心 喧 劣 に お け る 持 続 性 収 縮
薬 理 と 治 療  V 0 1 . 1 8  S U P P I . 1 3  P  1 1 1 ~ 1 1 6  a 9 9 の
相 沢 敏 也 , 田 村 弦 , 谷 口 幸 彦 , 本 間 正 明 , 滝 島 任
吸 入 ス テ ロ イ ド 剤 に よ る 著 効 を み た 気 管 支 喘 息 の 一 症 例 : ビ ー ク フ ロ ー に よ る
患 者 の 肺 機 能 モ ニ タ
ア レ ル ギ ー の 臨 床 1 0  a 3 )  P 4 6 ~ 4 8  a 9 9 の
盛 田 真 樹 , 前 原 和 平 , 清 水 芳 雄 , 大 塚 敬 二 , 針 生 孝 子 , 桜 井 克 彦 , 須 藤 一 彦 , 滝
島 任
動 的 運 動 負 荷 試 験 に お け る 非 観 血 的 指 動 脈 圧 モ ニ タ ー と 観 血 的 動 脈 圧 と の 比 較
第 2 回 フ → ナ プ レ ス 研 究 会 論 文 集  P 2 4 ~ 3 1  a 9 9 の
丸 山 修 寛 , 田 村 弦 , 矢 内 勝 , 滝 島 任
不 可 逆 性 気 道 狭 窄 を 示 す 気 管 支 喘 息 の 1 例
4 印
4 6 1
4 6 2
4 6 3
4 6 4
4 6 5
4 6 6
呼 吸  V 0 1 . 9  P 3 4 7 ~ 3 5 0  ( 1 9 9 の
4 6 7
田 村 弦 , 滝 島 任
臭 イ ヒ 水 素 酸 プ エ ノ ラ テ ー ル , イ プ ジ ラ ス ト
医 科 学 大 事 典 最 新 の 治 療 薬  S U P P I . 7  P 8 6 ~ 8 7 ,  P 2 0 1 ~ 2 0 2  ( 1 9 9 0 )
丹 野 恭 夫 , 朱 丹 , 滝 島 任
ヒ ト 好 塩 基 球 性 白 血 病 細 胞 株 K U 8 1 2 F  の  i n  v i t r 0 増 殖 , 分 化 に 対 す る 漢 方 製
剤 お よ び 抗 ア レ ル ギ ー 薬 の 効 果
和 漢 医 学 会 誌  V 0 1 . 7  P 3 2 0 ~ 3 2 1  a 9 9 の
4 6 8
4的 丹野恭夫,滝島任
慢性閉塞性肺疾患(COPD)に対する漢方治療
第2回日本漢方治療シソ求ジウム講演内容集 P98~107 a99の
1991年
470.清水芳雄,藤原和平,盛田真樹,滝島任
運動時における呼吸循環器系の信号処理
47]
日本ME学会 P I~5 (199D
丹野恭夫,三浦康子,滝島任,杉山正春,工藤国夫,石井宗彦,高橋誠
呼吸器感染症に対するCipToaoxadnの臨床的検討
医薬ジャーナル社 V01.フ, NO.3 P I03~107 a991)
472丹野恭夫,滝島任
小柴胡湯合温清飲でステ戸イド離脱しえた特発性血小板減少性紫斑病の一例
難病・難症の漢方治療第4集 P 170~171(1四1)
増田徹,志村早苗,佐々木英忠,滝島任
肺胞蛋白症の診断における峪疾中のサーフ,クタントア求プ戸ティソAの濃度
ラソセット日本語版 V01.1, NO.8 P28~30 a991)
佐藤るり子,西岡きょ,萩原央子,佐藤裕子,三浦康子,丹野恭夫,滝島任
呼吸器感染症に対するCefepimeの昭疹中移行船よび臨床的検討
CHEMOTHERAPY V01.39 P 127~131 a的1)
大野勳,西岡きょ,丹野恭夫,萩原央子,滝島任
呼吸器感染症に船けるSparaoxaC血の基礎的臨床的検討
CHEMOTHERAPY V01.39 P 213~218 a991)
丹野恭夫,朱丹,大河原雄一,岡田信司,飯島秀弥,井上洋西,滝島任
モルモット実験喘息における肥満細胞に対する柴朴湯の効果
漢方医学 V01.15 NO.9 P17~19 a991)
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P r o c .  S O C .  E X P .  B i 0 1 .  M e d . 1 5 4 : 4 4 4 - 4 4 8  ( 1 9 7 フ )
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29 T. Takishima,訊1. Hida, S. suzuki, T. sasald
Direct graphicalrecordings of the cumulative dose・response curves of the air・
Way to methacholine in normal, bronchitis and asthmatic subjects
Tohoku J. EXP. Med.125:]17-137 (1978)
30 S. sato, T. Takishima
A new myelin・Ⅱke laminated body tound in two cases of pulmonay proteinosis
Tohoku J. exp. Med.126:257-266 (1978)
T. Haneda, T. Miura, K. Miyazawa, T. sato, K, shirato, T. Honna, T. Nakajima,
T. Arai, K. Kobayashi, K. Yoshinaga, T. Takishima
Reduced response ofcardiacnorepinephrine release to isometric handgripexer・
Cise in heart failure
Recent Advances in studies on cardiac structure and Metabolism
12:383-387 a978)
T. Haneda, Y. Miura, K. Miyazawa, T. Honna, T. Arai, T. Nakajima, T. Miura,
K. Yoshinaga, T. Takishima
Plasma norepinephrine concentration in the coronarySlnus ln
Cardiomyopathies
Catheterization and cardiovascular DiagnosiS 4:399-405 a978)
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33. M. Nakamura, H. sasaki, T. Takishima
E丘ed of lung surface tension on bronchial c011apsibility in excised dog lungs
J. APPI. physi01.47:692-70o a979)
認
34 M. Nakamura, H. sasaki, T. Takishima
E丘ect of lung surface tension on bronchia] C0Ⅱapsibility in excised dog lungs.
J. APPI. physi01.47:6兜一700 (197の
T. sasaki, H. sasaki, M. sugiyama, M. Nakamura, T. Takishima
Comparison of the bronchodilating action and of the tolerance of fenoterol and
isoproterenol aerosols
Revue de l.1nstitute d'Hygiene des Mines.34:124-133 (1979)
T. sasa]くi, SSuzuki, sugiyama, T. Taldsima
Frequencydependence of dynamic comPⅡance analyzed from one cyde of
breathing
J. APPI. physi0 48:45一認(1979)
W. Hida, T. sasald, H.1noue, T. Takishima
Intlection points oflung pressure・volume cuNes using a three・baⅡoon catheter
System
J. APPI. physi01.47:931一船7 (1979)
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47 S. satoh, S. shimura, T. Hirose, S. Maeda, M. Kawakami, T. Takishima, S
Kimura
Effects of long・term ozone exposure and dietary vitamin E in τ且ts
Tohoku J. exp. Med.130:117-128 a98の
S. Mue, S. sh北ahara, S. suzuki, M. Takahashi, W. Hida, K. Yamauchi, T
Ohmi, T. sasaki, T. Takishima
Bronchial response to methacholine and histamine in monkeys with beta
adrenergic blockade
朝
49
J. AⅡergy clin.1mmun01.備:338-345 a980)
T. Takishima, S. satoh, T. Aoki, S. Maeda
The e丘ects of Mucolytic Agents and stirring on sputum viscoelasticity
Toh01如 J. EXP. Med.13]号103-117 a98の
S. shimura, T. Aoki, S. sa加h, T. Taldshima
A new cytoplasmic Bor・1ike stNdure seen in type n alveolar ce11S of ratlungs
Toh01くU J. exp. Med.131:如9-410 a98の
E.1no-oka, S.1Soyama, S. satoh, K. Tamaki, Y. Maruyama, K. Ashikawa, S
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and the e丘ect co Q lo on the cardiac function of patients with mild heart
failure
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Biomedicaland clnical Aspect of coenzym Q 255-262 (1980)
N.1Shide, Y. shimizu, Y. Maruyama, K. Koiwa, T. Nunokawa, S.1Soyama, K
Kitaoka, K. Tamaki, E.1no-oka, T.Takishima
E丘ect of changes in the aortic impedance on systolic pressure・ejected volume
relationships in the isolated supported canine le丘 Ventricle
Cardiovasc. Res.14:229-243 a98の
E.1no-oka, S.1Soyama, Y. shimizu, S. satoh, Y. MaNyama, K. Ashilawa, T
Takishima
The eHmination of low・frequency ECG noise during exercise using the real
time phaseless filter with delay drcuit and its clinical application
Biote]emotry V 5:1朝一152 a980)
T. Haneda, Y. Miura, T. Arai, T. Nakajima, T. Miura, T. Honna, H. Yoshinaga,
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Experimental and laboratory reports : Norepinephrine levels the coronary si・
nus in patients with cardiovascular diseases at rest and during isometric han・
dgrip exercise
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64 T. Takishima, S. Mue, G. Tamura, T.1Shihara,訊7. Hida, T. ohmi, K.工πlatanabe
The bronchodilating e丘ect of acupuncture in patients with acute asthna
Ann. Nler部 48:製一四(198D
T. ohmi, S. Mue, M. Takahashi, T.1Shihara, G. Tamura, T. Takishima
The inhib北ory e丘ects ofisoproterenoland dibutylcyclic・AMp on the immedi・
ate skin reasction
Ann. Nler部 48:如43 (198D
備
66 T. Takishima,工入1. Hida, S. suzuld, T. sasald
Direct graphical recordings of the cumulative dose・response curves of the air'
Way to methacholine in normal, bronchitic and asthmatic subjects
Tohoku J. exp. Med.135:117-137 (1981)
M. sakamoto, F. suzuki, S. Arai, T. Takishilna, N.1Shida
Experimentalmyocarditis induced in mice by infection with inauenza A2 Virus
Microbi011mmun01 25:173-181 (1981)
S.1Soyama, Y. Maruyama, K. Koiwa, N.1Shide, N. Kitaoka, K. Tamaki, S
Satoh, Y. shimizu, E.1no-oka, T. Takishima
Experimentalstudy of afterload・reducing therapy. The e丘ect of the reduction
Of systemic vasular resistance on cardiac output, aortic pressure and coronary
Circulation in isolated, ejecting canine haeart
Circulation 64:490-499 a981)
T. Haneda, T. Tanno, T. Miura, M. Miyazawa, T. Takishima
Echocardiographic and morph010gical features of the pulmonic valve in
Patients with primary pulmonary h沖ertension and those with secondary pul・
monary hypertension resulting 丘om le丘・to・right shunt
Tohoku J. exp. Med.134:393-400 (198D
K. shirato, M. Kanazawa, K.1Shikawa, T. Nakajima, T. Takishima
The e丘ect of pericardium on the diastolic properties of the heart
Perimental studies on volume load on acute is chemis in open chest dogs
Jpn. circ. J.46: H3-123 (1981)
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71. H. shibata, T. okubo, T. FUNki, T. Takishima, N.1maishi
E丘ects of gravity and branching on longitudinal gas mixing in glass tube
models
J. APPI. physi01.52:1476-1486 a982)
72. H. okayama, H. sasaki, M.1Shii, M. okayama, T. Takishima
Isoboric force-velocity relationship of in situ canine trachealis muscle
Respir. physi01 48:323-337 a982)
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総 合 臨 床 2 1 : 1 4 1 8 - 1 4 2 2  ( 1 9 7 2 )
2 0
滝 島 任
慢 性 気 管 支 炎 の 歴 史 的 背 景
2 1
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
F I O W ・ v o l u m e  曲 線 と そ の 臨 床 的 意 義
呼 吸 困 難
8 6 - 1 0 0 南 江 堂  Q 9 7 3 )
治 療 5 5 : 2 2 5  a 9 7 3 )
臨 床 科 学 9
内 科 3 2 : 8 6 2 - 8 6 8  a 9 7 3 )
1 3 9  Q 9 7 3 )
22 佐藤茂,
息切れ
23 佐藤茂,川上雅彦,滝島
呼吸器疾患
川上雅彦,滝島任
呼吸困難
1974年
24.滝島任
SmaⅡ airway disease
25 滝島任
呼吸機能の問題点一大気汚染と呼吸機能の評価
任
26 滝島任,佐々木孝夫,佐藤
Fibrosing Lung Disease
佐々木英忠,滝島任
フローボリュウムメータ
Geriatric Medicine 11
27
28
臨床と研究50:・34四一34而 a973)
滝島任
気道閉塞とはなにか
91
1203 (1973)
29
茂,荒井澄夫
滝島任
SmaⅡ airway disease
30
日医ニュース11 a974)
日本臨床32:92-96 a974)
俺島任
慢性閉塞性肺疾患と肺機能障害
31
医事日報93:67号(1974)
1)気道閉塞のメカニズム
医学のあゆみ88:187-197 (]974)
滝島任
喘息発作,
32 藤本隆逸,滝島任
肺炎一診療に有用な数値表一
検査と技術2
器
自然気胸
佐藤茂,滝島
慢性肺気腫
クリニカH
33-39 a974)
日本医師会雑誌71:885 a974)
835-840 a974)
任
新薬と治療7
治療56:410-4玲(1974)
日本臨床32 辻弱7-1566 (1974)
8 (1974)
9 2
3 4
鴇 田 克 彦 , 無 江 季 炊 , 滝 島
肺 胞 蛋 白 症
3 5
滝 島 任 , 鴇 田 克 彦 , 宮 沢 光 瑞 ,
呼 吸 器 「 内 科 最 近 の 動 き 」 特 集
3 6
佐 藤 茂 , 川 上 雅 彦 , 前 田 真 作 , 滝 島 任
肺 胞 蛋 白 症 の 1 例 一 臨 床 経 過 並 ぴ に 肺 洗 濃 液 の 性 状
医 学 と 界 面 活 性 5
3 7
任
滝 島 任
心 筋 の 収 縮 性 と V m 飢
3 8
肺 の 代 謝 研 究 記 録 集  1 1 . 7 6 - 8 4  ( 1 9 7 4 )
松 本 慶 蔵 , 佐 々 木 孝 夫 , 佐 藤 茂 , 無 江 季 汰
内 科 3 3 、 : 乃 一 8 2  ( 1 9 7 4 )
鴇 田 克 彦 , 滝 島
高 血 圧
1 9 乃 年
3 9 . 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任
細 気 管 支 の 病 態 生 理
任
如
滝 島 任 , 井 上 洋 西 , 鈴 木 俊 介 ,
特 集 , 機 能 診 断 の 最 近 の 動 向 ,
U
滝 島 任
閉 塞 性 肺 疾 患 の 診 断 基 準
4 2
老 化 研 究 委 員 会 2 0 : 2 9  a 9 7 4 )
滝 島 任
閉 塞 性 肺 疾 患 の 分 類 と 診 断
4 3
診 断 と 治 療 6 2 : 1 3 4 8 - 1 3 5 3  a 9 7 4 )
5 3  a 9 7 4 )
滝 島 任
こ こ が 知 り た い 老 人 と 慢 性 呼 吸 器 疾 患 一 注 意 す べ き 合 併 症
実 験 治 療 5 0 9
佐 々 木 孝 夫
フ 戸 ー ボ リ ウ ム 曲 線 , ク ロ ー ジ ソ グ ボ リ ウ ム
診 断 と 治 療 6 3 . 2 6 8 - 2 7 4  ( 1 9 7 5 )
4 4
滝 島 任
S m a Ⅱ  A i r m a y  D i s e a s e
一 慢 性 肺 気 腫 一
閉 塞 性 肺 炎 と そ の 治 療 鮖 一 1 0 6  ( 1 9 7 5 )
4 5
肺 と 心 2 2 : 3 1 - 3 7  a 9 7 5 )
滝 島 任 , 前 田 真 作
慢 性 肺 気 腫
一 病 態 生 理 か ら み た 分 類 と 診 断 一 , 換 気 力 学
第 1 9 回 日 本 医 学 会 総 会 会 誌 1 0 即 一 1 0 8 3  ( 1 9 7 5 )
臨 床 科 学 1 1  辻 2 0 1 - 1 2 0 4  ( 1 9 7 5 )
日 本 医 事 新 報 ジ ュ ニ フ 版 1 4 7 : 3 - 7  a 9 7 5 )
5 4  ( 1 9 7 5 )
46 滝島任,井上洋西,佐々木孝夫
肺線維症一呼吸機能
47 佐々木孝夫,滝島任
酸塩基平衡異常をきたす疾患一呼吸不全のア
48 滝島任,川上雅彦,舟田孝雄
慢性細気管支炎一とくに fibrosingbronchiolitiS を中心としてー
内科36:958-966 (1釘5)
49 滝島任
肺炎と肺臓炎
50 佐藤茂,
臨床編
51 滝島任,宮沢光瑞,高橋良一,円羽
原発性肺高血圧症
鴇田克彦,広瀬俊雄,滝島任
慢性の息切れ,病理編.肺胞蛋白症
診断と治療63:32-37 (1975)
52
ンドーシス
総合臨床24
滝島任,
肺塞栓,
1976年
53.佐々木英忠,滝島任
肺機能かたみた肺炎
93
白士邦男
梗塞症
2187-21兜(1975)
54 滝島任
呼吸困難
日本臨床33:722-723 (1975)
隆,二階堂昇
診断と治療63: H94-1199 (1975)
2445 a975)Medic0 6
DO 滝島任
項声
56 滝島任
SmaⅡ Airway Disease
57
Clinic Magadine 21:24 a975)
滝島任
Aitway closure 02 Transport
第 6 回麻酔と Reanimation セミナーフ1-85 (1976)
新内科学体系主要症候1
内科シリーズ22:53-64南江堂 q976)
新内科学体系主要症候1
217-229中山書店 a976)
230-236中山書店 a976)
Vずみ23:4-5 (1976)
9 4
5 8
滝 島 任 , 高 橋 敬 治 , 飛 田 渉
C l o s i n g  v o l u m e  と  F l o m ・ v o l u m e  の 測 定
滝 島 任
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 ( C O L D )  C O L D  と は 何 か
滝 島 任 , 佐 々 木 孝 夫
肺 線 維 症 の 病 態 生 理
滝 島 任
肺 機 能
5 9
印
6 1
能
滝 島 任
肺 気 腫 病 気 と そ の し く み
臨 床 医 家 の た め の 病 態 生 理 2 5 : 8 4 一 兜  a 9 7 6 )
荒 井 澄 夫 , 小 西 一 樹 , 滝 島 任
ー ロ ゼ , ト 形 成 試 験 を 中 心 と し て ー
ヒ ト 末 梢 り ソ パ 球 の  S u b p o p u l a t i o n
臨 床 病 理 ・ 臨 増 特 集 2 5 号 1 4 0 - 1 4 6  a 9 7 6 )
滝 島 任 , 前 田 真 作 , 佐 藤 茂
峪 血
総 合 臨 床 2 5 : 増 刊 号 9 1 7  a 9 7 6 )
滝 島 任
胸 膜 疾 患 の 治 療
M e d i c a l c o n f e r e n c e  7 : 2 7  a 9 7 6 )
高 橋 敬 治 , 佐 々 木 英 忠 , 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 の 治 療 の 為 の T e r b u t a l i n e  ( プ リ カ ニ ー ル 側 ) の 気 管 支 拡 張
効 果
臨 床 と 研 究 5 3 : 3 7 1 5 - 3 7 2 1  ( 1 9 7 6 )
宮 沢 光 瑞 , 佐 藤 茂 , 羽 根 田 隆 , 滝 島 任
呼 吸 困 難 の 定 義 と 症 候
臨 床 症 状 シ リ ー ズ  N O . 2 , " 呼 吸 困 難 "  2 - 3 9 南 江 堂 ( 1 9 7 6 )
6 3
6 4
内 科 3 7 : 9 4 6 - 9 5 4  a 9 7 6 )
備
医 報 プ ジ 2 0 : 2 - 4  a 9 7 6 )
現 代 医 療 8
6 6
滝 島 任
末 梢 気 道 病 変 と 且 O W ・ v o l u m e c u r v e
フ 7 8 - 7 8 0  a 9 7 6 )
M e d i c i n a  1 3
1 0 7 - 1 1 1  a 9 7 6 )
6 7
最 新 医 学 3 2 : 1 1 0 2 - 1 1 0 9  a 9 7 フ )
1 9 7 7 年
6 8 . 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島 任
原 因 不 明 の ぴ ま ん 性 間 質 性 肺 炎 の 呼 吸 機 能
6 9
呼 吸 と 循 環 2 5 : 1 9 - 2 6  a 9 7 フ )
70 高橋敬治,志村早苗,滝島
Marie・Banborger 症候群
71 滝島任
慢性気管支炎,慢性肺気腫
72 滝島任,高橋敬治,飛田
肺機能検査法の進歩
73
任
滝島任,杉山正春,佐々木孝夫
慢性閉塞性肪疾患の薬物療法
74 鈴木俊介,飛田渉,佐々木孝夫,滝島任
へりウム.フローボリウム曲線
日本臨床(増刊) 35:816-817 a97フ)
75
渉,大久保隆男
滝島任
Sma11 airway disease
76 滝島任,無江季次
今日の呼吸器疾患のみかた
95
フフ
治療59:423-428 a97フ)
診断と治療備:387-396 a97フ)
滝島任
咳・疾からみた呼吸器疾患
78 滝島任,無江季次
気管支喘息のみかた
79
内科39:958-966 (197フ)
呼吸と循環25:376-382 (197フ)
滝島任
呼吸困難チフノ
1.気管支喘息
80 滝島任
換気のメカニズム
医学のあゆみ100:飾 a97フ)
別 滝島任,関沢清久,佐々木孝夫
呼吸困難
ゼ
中外製薬10-16 (197フ)
Medica11nformation l
MEDIC 124 Q97フ)
臨床と研究54:12-16 a97フ)
12【16 U97フ)
日医ニュース370:12 a97フ)
総合臨床26:増刊号96-100 (197フ)
9 6
8 2
滝 島 任
喫 煙 と 心 肺 機 能
部
滝 島 任
喫 煙 と 心 肺 機 能
8 4
循 環 器 科 2 . 4 3 3 - 4 3 8  a 9 7 フ )
滝 島 任 , 西 本 幸 男 , 螺 良 英 郎 , 泉 考 英 , 林 利 彦 , 山 名 征 二 , 今 野 淳 , 山
林
4 5  肺 線 維 症 全 国 調 査 症 例 の 呼 吸 機 能 , 生 化 学 的 , 免 疫 学 的 検 査 所 見 厚 生 省
特 定 疾 患 , 肺 線 維 症 調 査 研 究 症 , 肺 線 維 症 の 成 因 , 治 療 及 び 予 防 に 関 す る 研 究
昭 和 5 1 年 度 研 究 報 告 書 1 9 9 号 2 0 2 - 2 0 6  ( 1 9 7 フ )
滝 島 任 , 藤 本 隆 逸
悪 性 胸 膜 中 皮 腫 細 胞 診 の 問 題 点
総 合 臨 床 2 6 : 2 6 5 0 - 2 6 論  a 9 7 フ )
8 5
日 本 胸 部 疾 患 学 会 雑 誌 1 5 : 5 5 1 - 5 5 2  a 9 7 フ )
8 6
滝 島 任
び ま ん 性 間 質 性 肺 炎 診 断 基 準 を め ぐ っ て ー ま と め ー
ク リ ニ カ 4
8 7
滝 島 任 , 藤 本 隆 逸
右 側 胸 痛 , 臓 下 困 難 胸 膜 中 皮 腫
8 8
滝 島 任 , 本 田 一 陽
肺 炎 の 変 遷
8 9
滝 島 任 , 志 村 早 苗 , 菊 地
呼 吸 器 疾 患
G e r i a t r i c M e d i c i n e  ( 老 年 医 学 )  1 5
滝 島 任 , 鈴 木 俊 介 , 佐 藤 茂 , 佐 々 木 孝 夫
呼 吸 器 の レ ソ ト ゲ ソ 像  8 ) 転 移 性 肺 腫 癌
日 本 医 事 新 報 2 7 : 6 8 号 1 2 - 1 7  a 9 7 フ )
9 0
9 1
滝 島 任 , 飛 田
呼 吸 器 の レ ソ
日 本 臨 床 3 5 : 秋 季 増 刊 号 1 6 0 - 1 6 1  a 9 7 フ )
9 2
滝 島 任 , 杉 山 正 春 , 佐 々 木 孝 夫
呼 吸 器 の レ ソ ト ゲ ソ 像  7 ) 肺 血 栓 塞 栓 症
4 釘 一 4 8 8  ( 1 9 7 フ )
渉 , 羽 根 田 隆 , 佐 々 木 孝 夫
ト ゲ ソ 像  5 ) 原 発 性 肺 高 血 圧 症
か ら だ の 科 学 7 6 : 1 7 - 2 1  ( 1 9 7 フ )
総 合 臨 床 2 6 : 2 8 3 3 - 2 8 諦  a 9 7 フ )
1 4 3 7 - 1 4 4 2  a 9 7 フ )
総 合 臨 床 2 6 : 1 4 9 9 - 1 5 叫  a 9 7 フ )
?
93 滝島任,中村雅夫,藤本隆逸,佐々木孝夫
呼吸器のレソトゲソ像 6)ニレステリソ胸膜炎
総合臨床26:2457-2463 (197フ)
亮,藤本隆逸,志村早苗,佐藤茂,佐々木孝夫
トゲン像 9)肺門型肺癌
総合臨床26:2997-3002 a97フ)
94 滝島任,菊地
呼吸器のレソ
95 滝島任,佐々木孝夫,佐藤
呼吸器のレソトゲソ像 D
96
日本医事新報2を 74号49-52 a97フ)
総合臨床26:712-716 a97フ)
滝島任,井上洋西,川上雅彦,佐藤茂,佐々木孝夫
呼吸器のレソトゲソ像 3) Fibrosing Lung Diasease
総合臨床26:1]67-1171 a97フ)
97 滝島任,高橋敬治,藤本隆逸,佐々木孝夫
呼吸器のレソトゥ'ソ像 2) Fibrosing bronchobronchiolitis
総合臨床26:995-999 a97フ)
忍,志村早苗,佐藤茂,佐々木孝夫
トゲソ像 4)肺胞蛋白症
総合臨床26:1357-1363 (197フ)
98
茂
慢性肪気腫
滝島任,佐藤
呼吸器のレソ
99 滝島任
肪の代謝
100
臨床報告H-14 a97フ)
97
滝島任,猪岡英二
心不全患老の心予備力の判定
101 滝島任,礒山正玄
運動負荷試験による虚血性心疾患の診断
102猪岡英二,礒山正玄,滝島
労作狭心症
103
アダラートの確保15-16 a97フ)
猪岡英二,芦川紘一,小岩喜郎,布川徹,石出信正,礒山正玄,貴田岡成憲,田
巻健治,角田康典,佐藤昇一,滝島任
COQ I0 (ノイキノソ)の臨床効果の検討
104滝島任
学会記
日胸疾会誌15:488 a97フ)
任
Clinician 27氏 30-32 a97フ)
内科学会
老化研究委員会記事26:6-8 a97フ)
Neuquenon
9 8
1 9 7 8 年
1 0 5 . 滝 島 任
肺 気 腫
1 0 6
滝 島 任
呼 吸 困 難
1 0 7
滝 島 任 , 小 西 一 樹
「 か ぜ 症 候 群 の す べ て 」 ハ イ リ ス ク 患 者
内 科 シ リ ー ズ 3 3 号 3 7 6 - 3 8 4 南 江 堂  a 9 7 8 )
1 0 8
滝 島
7
1 0 9
任
S m a Ⅱ  a i r w a y  d i s e a s e
新 内 科 学 大 系 6 , 治 療 総 論 Ⅱ Ⅱ 1 - 1 3 1 中 山 書 店 ( 1 9 7 8 )
滝 島 任 , 柴 田 寛 彦
肺 機 能
臨 床 呼 吸 器 病 講 座 1
1 1 0
滝 島 任
肺 機 能 と 今 日 の 臨 床
1 1 1
滝 島 任
S m a Ⅱ a i r w a y 船 よ び そ の 病 変 研 究 の 経 過 と 展 望
日 本 臨 床 3 6
金 原 出 版  a 9 7 8 )
1 1 2
今 日 の 呼 吸 噐 疾 患 の み か た 中 外 製 薬 K K ( 1 9 7 8 )
滝 島 任 , 荒 井 澄 夫
今 日 の 呼 吸 器 疾 患 の み か た
飛 田 渉 , 佐 々 木 孝 夫 , 滝 島
気 道 過 敏 性
1 1 3
Ⅱ 4
総 合 臨 床 2 7 : 増 刊 号 5 9 - 6 4  ( 1 9 7 8 )
滝 島 任 , 無 江 季 次
β 一 受 容 体 刺 激 剤 の 臨 床 応 用
H 5
日 本 内 科 学 会 雑 誌 6 7 : 2 4 3 - 2 5 7  ( 1 9 7 8 )
滝 島 任 , 無 江 季 次
気 管 支 喘 息
4 . 過 敏 性 肺 炎
M e d i c a 1 1 n f o T m a t i o n  4
任
Ⅱ 6
滝 島 任
煙 草 の 話
気 管 支 喘 息
2 4 1 4 - 2 4 1 9  ( 1 9 7 8 )
1 2 中 外 型 薬 K K  a 9 7 8 )
呼 吸 と 循 環 2 6 : 1 0 8 - 1 1 6  ( 1 9 7 8 )
診 断 と 治 療 6 6 : 1 1 4 9 - 1 1 5 2  ( 1 9 7 8 )
診 断 と 治 療 6 6 : 1 1 4 9 - 1 1 5 2  ( 1 9 7 8 )
東 北 大 学 学 報 9 7 5 号 1 6 - 1 7  ( 1 9 7 8 )
117滝島任
肺線維症の臨床一FibrosingLung Disease-
宮城県医師会報386号船一100 (1978)
滝島任,柴田寛彦,前田真作,佐々木孝夫
呼吸器のレソトゲソ像 ID 気管支拡張症Bronchiectasis
総合臨床27:3備一370 (1978)
Ⅱ8
119滝島任,佐藤茂
今日の呼吸器疾患のみか大二 3. Fibrosing LungDisease
Medica11nformation 5:-16中外製薬 KK (1978)
滝島任,本田一陽,荒井澄夫
今日の呼吸器疾患のみかた 5.難治呼吸器感染症
Medica11nformation 5:-17中外製薬 KK (1978)
120
121滝島任
よき師につく
122佐々木英忠,滝島任
病状からみた救急処置
123
特集1:医師として先輩から学んだこと,後輩に渡したVこと
SCOPE 20号 9日本アップジ"ソ KK a978)
滝島任,
呼吸器
99
124滝島任,関沢清久,生方正,
呼吸器のレソトゲソ像 1の
大久保隆男,佐藤茂,
特集「内科最近の動き」
125
呼吸困難,呼吸停止
臨床と研究55:2036-2041 (1978)
無江季炊,荒井澄夫,羽根田隆
内科4上 73-82 a978)
滝島任,佐藤
呼吸器のレソ
126滝島任
肺酸素中毒症
127
茂,志村早苗
トゲソ像 12)
滝島任
,山^のモデノレ
佐藤茂,佐々木孝夫
珪肺症,サルコイドーシス,
総合臨床27
128滝島任,羽根田隆
今日の呼吸器疾患のみかた
肺水腫
日本臨床 36 春季増刊号1924-1925 a978)
肪胞微石症
148-154 a978)
総合臨床27:550-558 a978)
6.肺高血圧症
Medica11nfotmation 5
心臓10:463 (1978)
中外製薬KK a俳8)
1 0 0
1 2 9
滝 島 任 , 猪 岡 英 二
肺 性 心
1 3 0
滝 島 任 , 猪 岡 英 二
循 環 器 疾 患 の 治 療 薬 剤 ( 肺 性 心 )
1 3 1
滝 島 任 , 志 村 早 苗
タ ソ の 切 れ は 周 波 数 に 関 係
1 9 7 9 年
1 3 2 . 滝 島 任
肺 線 維 症 の 概 念 と 分 類
新 内 科 学 大 系 2 8 B , 呼 吸 器 疾 , 患 Ⅱ  b 3 - 1 2 中 山 書 店 ( 1 9 7 9 )
1 3 3
滝 島 任
情 報 過 多 と 選 択
循 環 器 疾 患 の 治 療 薬 剤 3 0 - 3 6  ( 1 9 7 8 )
1 3 4
滝 島 任 , 菊 地 亮
こ の デ ー タ か ら 何 を 考 え る か
ク リ
1 3 5
滝 島 任 , 杉 山 正 春
新 L い 検 査 一 古 い 検 査
ク マ ガ ジ ソ 3 0 - 3 5  a 9 7 8 )
1 3 6
朝 日 新 聞 1 1 版  a 3 )  a 9 7 8 )
滝 島 任 , 飛 田
呼 吸 の 生 理
1 3 7
滝 島 任 , 柴 田 寛 彦
特 集 . 機 能 検 査 法 の 進 歩 一 そ の 選 択 と 評 価
1 3 8
渉
S p i r o g 捻 P h y 一 呼 吸 停 止 時 間 , 肺 活 量
総 合 臨 床 2 8 : 9 6 3 - 9 儒 ( 1 9 7 9 )
無 江 季 次 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 一 と く に 鑑 別 診 断 上 の 問 題 に つ い て
臨 床 と 研 究 5 6
新 内 科 学 大 系 4
1 3 9
5 5 6 - 5 諦 ( 1 9 7 9 )
M e d i d n a  1 6
滝 島 任
内 科 医 で 遭 遇 す る 呼 吸 困 難 に つ し て
I  a 9 7 9 )
呼 吸 器 肺 胞 機 能 に 関 す る 検 査 法
診 断 と 治 療 釘 : 1 論 4 - 1 5 3 8  a 9 7 9 )
薬 局 3 0 : 6 1 - 6 5  a 9 7 9 )
総 合 臨 床 2 8 : 1 8 1 7 - 1 8 1 9  ( 1 9 7 9 )
2 7 9 1 - 2 7 9 8  a 9 7 9 )
?
?
140滝島任
呼吸器感染症の病態生理
141 滝島任,羽根田隆
非観血的検査法(第1回
142滝島任,猪岡英二
冠動脈の生理一老年老の特殊性
143
老年医学]フ:5如一5妬(1979)
滝島任,厚澤通実,大崎暁,芳賀敏彦,佐竹辰夫,佐川弥之助,森山勝利,
長野準
日本における原発性肺高血圧症の現況(原発性肺高血圧症細菌研究班疫学分科
会)
日本胸部臨床38:24-30 a979)
東北カルジオグラフィー研究会)
J. cardiography 9
1980年
14.滝島任
喘息と狭心症
22 a979)Modern lnedicine 2
145滝島任,佐々木英忠
「慢性閉塞性肺疾患のすべて」閉塞性換気障害
内科シリーズ35:フフ一朋南江堂(1980)
N6
101
佐々木英忠,滝島任
呼吸機能の検査と測定
147
395-406 a979)
滝島任,村尾
肺機能座談会
148滝島任
気道抵抗あれこれ
149
誠
①
呼吸管理ハソドプ,ク37-53メジカルフレンド(1980)
梅田博道,金上晴夫,長野準,山林
活量計からの出発,苦労ぱなし
滝島任,鈴木俊介
特集:老年者の肺機能,総論
クコソプライアソス
150
実験治療572-573 (1980)
ヅ
無江季炊,滝島
発作重積状態
任
最近の肺機能検査法による加齡変化,ダイナミ
Chest 社(198の
Geriatric Medicine 18:29-32 a980)
いずみ27:8-9 a98の
臨床と研究57:3164-3170 a98の
1 0 2
1 5 1
無 江 季 次 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 の 治 療 一 発 作 重 積 状 態
1 5 2
滝 島 任
M e d i c a l  T o p i c s , 肺 ・ 気 道 の 過 敏 性
1 5 3
滝 島 任
M e d i c a l  T o p i c s , 肺 ・ 呼 吸 困 難 と  H e r i n g ・ B r e u e r  反 射
実 験 治 療 5 5 6
1 5 4
滝 島 任
一 肺 一
1 5 5
滝 島 任
肺 不 全 ( 呼 吸 不 全 ) の 概 念
呼 吸 不 全 と 呼 吸 筋 不 全
] 5 6
滝 島 任
M e d i c a l  T o p i c s , 肺 ・  F i b r o s i n g  L u n g  d i s e a s e
臨 床 と 研 究 5 7 : 3 6 - 4 2  a 9 8 0 )
1 5 7
滝 島 任
呼 吸 器 疾 患 と ス テ 戸 イ ド
1 5 8
実 験 治 療 5 6 3 号 5  a 9 8 0 )
滝 島 任
M e d i c a l  T o p i c s , 肺 ・ 胸 水
1 5 9
滝 島 任
M e d i c a l T o p i c s , 肺 ・  A R D S
1 6 0
実 験 治 療 5 6 2 号 5  ( 1 9 8 の
H ]  a 9 8 0 )
滝 島 任
M e d i c a l  T o p i c s , 肺 ・ 肺 気 腫 の  r i s k  f a c t o r s
1 6 1
実 験 治 療 5 6 9 号 1 8 9  a 9 8 の
猪 岡 英 二 , 礒 山 正 之 , 佐 藤 昇 一 , 鈴 木 英 幸 , 石 出 信 正 , 貴 田 岡 成 憲 , 丸 山 幸 夫 ,
清 水 芳 雄 , 滝 島 任
A f t e r l o a d  r e d u d n g  t h e r a p y  の 有 用 性 と 問 題 点
R e s e a r c h  n o t e  f o r  m o n b u s h i o  K a k e n  3 3 7 0 4 9  2 : 1 8 - 2 1  ( 1 9 8 0 )
ク リ ニ カ フ
M e d i c a l p h a r m a c y  1 4 : 2 6 0 - 2 田  a 9 8 の
実 験 治 療 5 6 4 号 諦  a 9 8 0 )
1 6 2
5 - 1 0  ( 1 9 8 の
滝 島 任
肺 胞 低 酸 素 性 血 管 雛 縮
実 験 治 療 5 6 8 号 1 6 3  ( 1 9 8 の
実 験 治 療 5 7 1 号 2 4 5  a 9 8 の
実 験 治 療 5 6 5 号 8 5  a 9 8 0 )
163滝島任,藤咲暹,高野
急性心筋梗塞調査
164滝島任,羽根田隆
「宮城県心筋梗塞対策協議会」の発足とその活動状況について
宮城県医師会報414号256-258 a98の
1981年
165.滝島任,佐々木英忠
慢性肺気腫
昭,羽根田隆
宮城県心晒分梗塞対策協議会誌1一Ⅱ a980)
166滝島任,佐々木英忠
呼吸機能検査法
167滝島任,井上洋西
「呼吸不全のすべて」
168滝島任
「成人病」・肺気腫
放送による東北大学解放講座一成人病ーテキスト83-96(198D
169
103
滝島任
成人病
170
診断のすすめ方と重症度の判定
内科シリーズ37
滝島任,
高山病
臨床科学17162-]67 a981)
循環器病学269-278診断と治療社(198D
心筋梗塞
放送による東北大学解放講座
白士邦男
171 滝島任,白士邦男
急性肺性心
172滝島任,田巻健治
呼吸困難・動倖・背部痛
173
フフ一認南江堂(198D
滝島任
変貌する呼吸器疾患への新しVアプローチをめざして一第21回日本胸部疾患
学会の展望
MedicalNゆPon 13:]7号 a981)
一成人病ーテキスト69-82 (198D
循環器病学769-フ70診断と治療社 a98D
循環器病学762-7脚診断と治療社 a981)
内科から病理へ32-33 a98D
1 0 4
1 7 4
滝 島 任 , 関 沢 清 久
息 切 れ . 特 集 号 ・ 問 診 か ら 診 断 確 定 主 で の 臨 床 検 査 の 進 め 方
診 断 と 治 療 6 9 : 1 7 0 - 1 7 3  a 9 8 D
1 7 5
滝 島 任
( 書 評 ) 呼 吸 生 理 学 の 入 門 書 と し て " 呼 吸 の 生 理 "  J .  B .  w e s t 箸 笛 木 隆 三 ,
小 林 節 雄 訳
医 学 界 新 聞 1 4 6 5 : 1 1 号  a 9 8 D
1 7 6
滝 島 任 , 岡 山 道 子 , 佐 々 木 英 忠
肺 気 腫
1 7 フ
内 科 4 7 : 2 船 一 2 1 0  a 9 8 D
滝 島 任 , 田 村 弦 , 近 江 徹 広 , 石 原 俊 晴 , 星 進 悦 , 無 江 季 次
気 道 過 敏 性 の 臨 床 一 新 し い 抗 原 吸 入 誘 発 試 験 に つ い て
日 本 医 事 新 報 2 9 9 9 : 2 5 - 2 9  a 9 8 1 )
1 7 8
滝 島 任
第 3 回 気 道 過 敏 性 研 究 会
1 7 9
滝 島 任
こ の 人
1 8 0
滝 島 任 , 石 井 宗 彦 , 佐 々 木 英 忠
気 道 過 敏 性 の 新 し い 診 断 法
" 気 管 支 喘 息 を 一 目 で 診 断 す る 装 置 の 開 発 "
神 戸 ・ 北 日 本 ・ 中 国 新 聞  e t c .
1 別
無 江 季 次 , 田 村 弦 , 滝 島
家 塵 抗 原 吸 入 誘 発 試 験
1 8 2
鈴 木 俊 介 , 滝 島 任
運 動 負 荷 試 験 に お け る 呼 吸 抵 抗 の 連 続 測 定
] 8 3
日 本 胸 部 臨 床 4 0 : 3 7 1 - 3 部  a 9 8 D
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
1 8 4
滝 島 任 , 前 田 真 作
選 択 的 気 管 支 肺 胞 造 影
任
1 8 5
M e d i c a 1 1 Ⅱ U s t r a t i o n s  ( 1 9 8 1 )
荒 井 澄 夫 , 小 西 ・ 一 樹 , 西 岡 き ょ , 佐 藤 裕 子 , 丹 野 恭 夫 , 本 田 一 陽 , 坂 本 正 寛 , 佐
藤 清 紀 , 大 野 勲 , 滝 島 任
C e f m e n o x i m e  ( S C E - 1 3 6 5 ) の  i n v i t r 0  抗 菌 力 の 検 討 と そ の 臨 床 効 果
C h e m o t h e r a p y  2 9 : 3 備 一 3 1 0  ( 1 9 8 1 )
総 合 臨 床 3 0 : 4 6 9 - 4 7 3  a 9 8 D
呼 吸 困 難 の 病 態 診 療 と 研 究 5 8 : 3 0 8 3 - 3 0 8 7  ( 1 9 8 D
( 1 9 8 D
( S A B ) と 呼 吸 器 臨 床
医 学 の 門 2 1 : 5 8 - 6 4  a 9 8 D
呼 吸 と 循 環 2 9 : 2 9 - 3 8  ( 1 9 8 D
186荒井澄夫,西岡きょ,小西一樹,本田一陽,丹野恭夫,坂本正寛,佐藤清紀,
大野勲,佐藤裕子,滝島任
KNV-1070の Serraua marcescenS に対する抗菌力と臨床効果
Chemotherapy 29:234-237 a98D
]87滝島任,小西一樹
IgE抗体以外のフレルギー性肺疾患
188滝島任,荒井澄夫,小西一樹
呼吸噐感染症に対する Cefoperazone と CefazoHn の二重盲検法による薬効比
較試験
Chemotherapy 29:376-424 a981)
189滝島任,荒井澄夫
細菌性気管支炎に対する CefadorおよびCefalexinの二重盲検薬効
Chemotherapy 29:653-697 a98D
190滝島任,荒井澄夫
呼吸器感染症に対する Ce丘izoxine (CZX)と Cefaz0Ⅱna薬効比較成績(第 1
報)-ce6Zoxine4g と Cefaz0Ⅱna4g の二重盲検法による比較一
Chemotherapy 29:939-993 (198D
191滝島任
心不全と後負荷
105
192
診断と治療69:31-35 (1981)
滝島任,前原和平,興野春樹,
渡辺淳,西岡修,猪岡英二
心筋虚血領域とSTマ,プ
193
画像診断 1:426-430 a981)
猪岡英二,礒山正玄,佐藤昇一,田巻健治,丸山幸夫,芦川紘一,貴田岡成憲,
鈴木英幸,滝島任
運動負荷心電図の連統記録による心機能の評価と虚血性心疾患に対するCOQ
10の効果
診断と治療69:166-170 (1981)
194
交通医学35:58-69 (198D
清水芳雄,貴田岡成憲,丸山幸夫,金塚完,
滝島任
Topics
1982年
195.滝島任,中村雅夫
オキシメーター検査
心臓選択性β遮断剤の可能性をさぐる
Circulation Today 9
医科学大事典6
26号(198D
38講談社(1982)
1 0 6
1 9 6
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
折 れ 曲 が り 現 象
1 9 7
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
気 速 指 数
1 9 8
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
吸 入 療 法
1 9 9
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
岡 法
2 0 0
滝 島 任 , 礒 山 正 玄
後 負 荷 と し て の イ ソ プ , ト イ ソ ピ ー ダ ソ ス
医 科 学 大 事 典 6
2 0 1
滝 島 任 , 佐 藤 昇 一 , 清 水 芳 雄
イ ソ ピ ー ダ ソ ス と 酸 素 消 費
2 0 2
医 科 学 大 事 典 1 0 : 1 4 5 講 談 社 ( 1 9 8 2 )
8 5 - 8 6 講 談 社  a 9 8 2 )
滝 島 任 , 青 木
肺 気 腫 の 診 断
2 0 3
医 科 学 大 事 典 Ⅱ : 6 7 講 談 社 ( 1 9 8 2 )
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
慢 性 気 管 支 炎 と 肺 気 腫
2 0 4
徹
医 科 学 大 事 典 6
滝 島 任
特 別 企 画
2 備
心 臓 力 学 2 3 1 - 2 3 9 朝 倉 書 店  a 9 8 2 )
滝 島 任 , 岡 山 道 子
呼 吸 器 ・ 肺 気 腫
3 1 講 談 社  a 9 8 2 )
2 0 6
呼 吸 器 の 病 気
心 臓 力 学 1 0 8 - 1 2 0 朝 倉 書 店  a 9 8 2 )
飛 田 渉 , 滝 島 任
肺 気 腫 の 肺 機 能
2 0 7
滝 島 任
ぜ ん そ く
臨 床 と 研 究 5 9 : 4 9 - 5 4  ( 1 9 8 2 )
臨 床 成 人 病 1 2  辻 9 9 5 - 1 9 9 8  ( 1 9 8 2 )
ハ リ は 効 く
か ら だ の 科 学 1 0 8 : 3 3  a 9 8 2 )
診 断 と 治 療 7 0 : 9 6 - 1 0 2  a 9 8 2 )
肺 と 心 2 9 : 1 8 2 - 1 9 1  a 9 8 2 )
朝 日 新 聞 1 8 面 1 8  ( 1 9 8 2 )
208滝島任
気管支喘息,喘息の肺機能
2四 滝島任
気管支喘息と異型狭心症
210滝島任,小林節雄,牧野荘平,宮本昭正,
気道過敏性をめぐって
211滝島任,無江季汰,井田士朗,井上洋西,飛田
気道過敏性
212滝島任
気道の過敏性に関する国際会議
213滝島任
針治療
MEDIC0 13:8-H a982)
214
日本胸部疾患学会誌19
無江季次
井上洋西,滝島任
慢性疾患の治療と管理
107
気管支喘息の効果一西洋医療の立場からー
健康と自然60
215滝島任,富岡元明,青木
肺胞造影による画像診断
216
渉
1-2 (1982)
呼吸1
丹野恭夫,滝島任
無血清培地における
感染.炎症.免疫12313-317 (1982)
217
17-29 a982)
呼吸不全「重症度」
呼吸1
小西一樹,滝島任
老年者肺炎の予後
218
4-16 (1982)
徹
井田士朗,滝島任
ウィルス感染症の治療
リソパ球の培養とその応用
免疫実験操作法H
219
現代医療14.1461-1466 (1982)
滝島任,丸山幸夫
虚血心と運動負荷
36-39 (1982)
内科四:2而一260 (1982)
ーイソターフェロソの臨床応用を中心寸こー
最新医学37:908-913 (1982)
老年医学20:1497-1500 (1982)
37脇一3712 a982)
老化研究3612-14 a982)
1 0 8
2 2 0
滝 島 任
心 筋 虚 血
1 9 8 3 年
2 2 1 . 滝 島 任 , 井 上 洋 西
「 間 質 性 肺 疾 患 と そ の 周 辺 」  A R D S
2 2 2
滝 島 任 , 関 沢 清 久
肺 機 能 検 査
2 2 3
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
全 肪 血 管 抵 抗
2 2 4
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
2 層 疾
2 2 5
第 1 5 回 河 口 湖 心 臓 討 論 会  a 9 8 2 )
滝 島 任 , 中 村 雅 夫
3 層 疹
内 科  M o o k 0 2 2  3 2 3 - 3 2 7 金 原 出 版 ( 1 9 8 3 )
2 2 6
滝 島 任 , 田 村 弦
気 管 支 喘 息 と C a 一 捨 抗 薬
カ ル シ ウ ム 括 抗 薬 一 基 礎 と 臨 床 一 2 9 8 - 3 0 4 医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社  a 9 8 3 )
大 久 保 隆 男 , 中 村 雅 夫 , 千 代 谷 慶 三 , 滝 島 任
老 年 者 の 呼 吸 器 疾 患 塵 肺 症
2 2 7
放 射 線 医 学 大 系 7
2 2 8
医 科 学 大 事 典 2 9 . 兜 講 談 社 ( 1 9 8 3 )
劉 又 寧 , 菊 池 喜 博 , 飛 田
肺 線 維 症
2 2 9
1 9 9 - 2 0 0  ( 1 9 8 3 )
滝 島 任
慢 性 肪 気 腫
2 3 0
医 科 学 大 事 典 3 6 : Ⅱ ( 1 9 8 3 )
滝 島
9
老 人 科 診 療 4 1 5 - 8 0  ( 1 9 8 3 )
渉 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
肺 と 心 3 0 : 1 7 1 - 1 7 7  a 9 8 3 )
医 科 学 大 事 典 1 8 : 1 9 6  a 9 8 3 )
任 , 井 上 千 恵 子
肺 気 腫
加 齢 と 呼 吸 器 疾 患  C 情 報 開 発 研 究 所 )  2 : 2 5 4 - 2 7 5  ( 1 9 8 3 )
病 態 と 診 断 6 1 - 7 9  ( 1 9 8 3 )
231滝島任,井上洋西
気道狭窄と自律神経支配
232滝島任
気道過敏性の臨床
233滝島任
抗アレルギー剤の最近の動向
234田村弦,滝島任
Ca捨抗剤と閉塞性肺疾患
235滝島任
気管支喘息に対する慎重投与とは
236
老化研究委員会38:111 a983)
滝島任
喘息と気道過敏性
MedicalTribune 16:33号21 (1983)
237無江季次,滝島任
気管支喘息の治療法の進歩
109
医薬ジャーナル19 辻331-1338 (1983)
238無江季次,滝島任
抗フレルギー薬の基本的な考え方と問題点
239志村早苗,滝島任
去疹剤と鎮咳剤
240
呼吸2
滝島任,佐藤清紀
本邦臨床統計集細菌性肺炎(抗酸菌によるものを除く)
日本臨床(増于山 41:418-426 a983)
516一訟2 (1983)
241
MedicalTribune a983)
滝島任
Heinrich Herzog 先生と語る
臨床成人病13:11-15 (1983)
242滝島任
呼吸器病学
日本臨床41:618-622 a983)
医学と薬学10:1179-1187 a983)
臨床医9:11-14 (1983)
呼吸2
日本医事新報17フ.-26 (1983)
1号 a983)
1 1 0
2 4 3
滝 島 任
シ ソ ポ ジ ウ ム ー 学 会 の 焦 点 よ り ー ,
2 4 4
滝 島 任
心 選 択 性 β プ ロ ッ カ ー の 適 応 と 禁 忌
C I B A C E I G Y M E D I C A L F I L E 心 選 択 性 β プ 戸 ツ カ ー と 高 血 圧 症 3 9 - 4 2  a 9 8 3 )
羽 根 田 隆 , 滝 島 任
α 遮 断 薬 に よ る 治 療  d ) 肺 高 血 圧
2 4 5
2 4 6
滝 島 任
肺 と 心 の 相 関
2 4 7
心 臓 と 血 管 系 と の 相 互 関 連
M e d i c a l  c o n g r e s s  N e w S  3 1
滝 島 任 , 福 田 恒 , 佐 藤 茂 , 兼 本 成 斌
心 ・ 肺 疾 患 の 臨 床
2 4 8
滝 島 任 , 田 中 元 直 , 亀 井 文 雄 , 羽 根 田 隆
第 8 回 東 北 カ ル ジ オ グ ラ フ H  一 研 究 会
J .  c a r d i o g a p h y  1 3
1 9 8 4 年
2 4 9 . 佐 々 木 英 忠 , 滝 島
換 気 力 学
2 5 0
無 江 季 次 , 滝 島 任
気 道 の 生 理 と 病 理
山 村 雄 一 監 修 「 気 管 支 喘 息 治 療 の ポ イ ソ ト 」 1 - 2 0 南 山 堂  a 9 8 4 )
飛 田 渉 , 滝 島 任
内 科 に お け る 救 急 処 置 呼 吸 不 全
上 田 英 雄 , 武 内 重 五 郎 総 編 集 内 科 学 第 3 版 N 5 4 - 1 4 認 朝 倉 書 店 ( 1 9 8 4 )
滝 島 任
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 、 と は ・ 病 因
a 9 8 3 )
治 療 学 1 0 : 5 6 1 - 5 6 4  ( 1 9 8 3 )
2 5 1
任
循 環 科 学 3
2 訟
循 環 科 学 3
フ 7 6 - 7 8 0  ( 1 9 8 3 )
2 5 3
臨 床  M E  ハ ソ ド ブ , ク 3 2 2 - 3 2 3 コ ロ ナ  a 9 8 4 )
滝 島 任
慢 性 気 管 支 炎 と 肺 気 腫
( 財 ) 三 井 生 命 厚 生 事 業 団 成 人 病 ガ イ ド 2 5 : 4 - 2 3  ( 1 9 8 4 )
8 5 8 - 8 7 1  ( 1 9 8 3 )
2 5 4
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
拘 束 性 肺 疾 患 ( 臨 床 医 学 の 展 望 )
2 0 1 - 2 U  a 9 8 3 )
M e d i d n a  2 1
2 6 0 8 - 2 6 0 9  ( 1 9 8 4 )
日 本 医 事 新 報 9 - 1 0  ( 1 9 8 4 )
255滝島任
気道過敏性
256無江季次,滝島任
薬の履歴害一気管支拡張薬
257無江季次,滝島任
気管支喘息患老に対する Ttanilast と Disodium cromoglycate の併用効果
基礎と臨床18:5780-5784 a984)
2認 滝島任,中村雅夫
気管支喘息に対するロコルナール
259無江季汰,滝島任
呼吸器疾患治療薬の臨床ーステロイド治療薬
260滝島任
呼吸不全の原因疾患・合併症
261
診療手帳85
飛田渉,滝島任
図解病因病態論シリ
臨床科学20.386-394 a984)
111
262
(Trapidi山の急性効果
MedicalvieW 9 a984)
大野勲,滝島任
クリオグロプリソによる糸球体腎炎を合併した乾燥症候群の1症例
免疫薬理2 ■76-279 a984)
a984)
263滝島任,本田一陽
上気道炎と消炎薬
264
ズ'
メデ河カノレコソノミニオソ4
Ⅳ
滝島任,川上義和,吉良枝郎,螺良英郎,
米国胸部疾患学会に出席して
呼吸器疾患
265
肺と心悦:25-34 a984)
佐々木英忠,
理学所見
266
2)呼吸不全
代謝21
滝島任
呼吸器病学
滝島任
一呼吸器症状の考え方
843-846 a984)
Clinician Lob.3] 330号(1984)
福地義之助
2 号 a984)
一臨床医学の展望一
呼吸3
総合臨床33:2621-2625 a984)
1485 a984)
日本医事新報31243 a984)
H 2
2 6 7
白 士 邦 男 , 滝 島 任
a . 心 . 血 行 力 学 測 定 に 船 け る 観 血 的 方 法 の 意 義
日 本 臨 床 4 2 : 2 6 1 4 - 2 6 1 8  a 9 8 4 )
俺 島 任
心 電 図  4 : 6 2 4 - 6 2 6  a 9 8 4 )
2 6 8
前 原 和 平 , 鈴 木 敏 幸 , 清 水 芳 雄 , 猪 岡 英 二 ,
体 表 面 S T 偏 位 分 布 の 理 論 的 解 析
2 6 9
羽 根 田 隆 , 滝 島
肺 水 腫 の 治 療
2 7 0
羽 根 田 隆 , 滝 島 任
原 発 性 高 血 圧 症
2 7 1
任
滝 島 任 , 田 中 元 直 , 亀 井 文 雄 , 羽 根 田 隆
第 8 回 東 北 カ ル ジ オ グ ラ ブ ' 一 研 究 会
J .  c a r d i o g r a p h y  1 4 : 1  号 2 0 1 - 2 1 1  a 9 8 4 )
2 7 2
滝 島 任
シ ソ 求 ジ ウ ム ー 学 会 の 焦 点 よ り ー
1 9 舶 年
2 7 3 . 佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
呼 吸 機 能 の 検 査 と 測 定
呼 吸 管 理 バ ソ ド ブ , ク ( 第  2 版 )  3 9 - 5 6 メ ジ カ ル ブ レ ソ ド  a 9 8 5 )
2 7 4 . 滝 島 任 , 田 村 弦
B . 「 気 道 の 過 敏 性 と 吸 入 誘 発 試 験 」  2 .  d o s i m e n t e r m e t h o d
気 道 過 敏 性 の 基 礎 と 臨 床 , 滝 島 任 ・ 宮 本 昭 正 編 1 6 7 - 1 6 9 文 光 堂 ( 1 9 8 5 )
2 7 5 . 無 江 季 次 , 滝 島 任 , 宮 本 昭 正
気 道 過 敏 性 の 動 物 モ デ ル
気 道 過 敏 性 の 基 礎 と 臨 床 , 滝 島 任 ・ 宮 本 昭 正 編 H 卜 1 3 5 文 光 堂  a 9 8 5 )
2 7 6 . 滝 島 任 , 井 上 洋 西
A . 「 気 道 過 敏 性 の 成 立 機 序 」 自 律 神 経 の 役 割
気 道 過 敏 性 の 基 礎 と 臨 床 . 滝 島 任 ・ 宮 本 昭 正 編 2 - 4 5 文 光 堂 ( 1 9 8 5 )
2 7 フ . 滝 島 任 , 田 村 弦
B . 「 気 道 過 敏 性 と 吸 入 誘 発 試 験 」  3 .  s i n g l e e x p o s u r e  m e t h o d
気 道 過 敏 性 の 基 礎 と 臨 床 , 滝 島 任 ・ 宮 本 昭 正 編 1 6 9 - 1 7 5 文 光 堂 ( 1 9 8 5 )
2 7 8 . 滝 島 任 , 前 原 和 平
序 説 . 心 不 全 の 病 態 と 治 療
総 合 臨 床 認
臨 床 医 1 0 : 1 5 4  a 9 8 4 )
心 臓 と 血 管 系 と の 相 互 関 連
M e d i c a l c o n g r e s s  N e w S  3 1 : 5 - 6  ( 1 9 8 4 )
5  号 1 0 3 7 - 1 0 3 8  ( 1 9 8 4 )
循 環 器 病 講 座  3 1 - 2 3 丸 善  a 9 8 5 )
279佐々木英忠,滝島任
拘束性肺疾患(臨床医学の展望)
280滝島任
肺の水分量
281飯島秀弥,井上洋西,滝島
気道過敏性と免疫機構
282滝島任
咳・疲一呼吸器・循環器系の主な症状
283滝島任,長南達也
慢性呼吸不全のりハビリテーシ,ソ
284
日本医事新報社3124:31-32 (1985)
任
滝島任,飛田渉
睡眠時無呼吸症候群
285
臨床水電解質4
本田一陽,滝島任
老年者の気管支,肺感染症
113
286
総合臨床34:244卜2448 a985)
滝島任,佐々木孝夫
中国の医療を聞くー,特に呼吸器医学とその現状についてー
呼吸4:8 号1018-1023 a985)
症候とその対策
実験・治療6田
1986年
287.飛田渉,滝島任
「運動負荷試験の基礎」呼吸器疾患
循環器負荷試験法理論と実際改訂第2版
断と治療社 a986)
288.白士邦男,滝島任
左室機能に対する心膜の影縛
6 号571 a985)
Medicalpractice 2
60号17-18 (1985)
289
2 号246-247 (1985)
老化研究42:369-373 a985)
石出信正,滝島任
肺性心
老人診療6 29-35 a985)
水野康・福田市蔵編150-171診
内科Mook:心臓弁膜症42-56金原出版(1986)
循環器疾患最新の治療,'86-'釘418-421南江堂 a986)
Ⅱ 4
2 9 0
飛 田 渉 , 滝 島 任
処 方 を 中 心 と し て
2 9 1
無 江 季 次 , 滝 島 任
気 管 支 喘 息 一 新 し い 薬 物 療 法 の 実 際
2 9 2
滝 島 任 ,
戸 イ ニ ト
急 性 気 管 支 炎 お よ び 慢 性 気 管 支 炎
医 学 と 薬 学 1 5
2 船
滝 島 任 , 角 田 康 典
気 管 支 喘 息
田 村 弦
リ ェ ソ と プ 戸 ス タ グ ラ ソ デ ー ソ
C u r r e n t  i n s i g h t s  i n  a 1 1 e r 部  1
2 9 4
ー ノ 瀬 正 和 , 井 上 洋 西 , 滝 島 任
気 道 過 敏 性 亢 進 一 病 態 ・ 治 療 を め ぐ る 最 近 の 知 見 一
医 学 の あ ゆ み 1 3 8 : 7 3 - 7 6  ( 1 9 8 6 )
滝 島 任
呼 吸 5 : 1 2 7 8 - 1 2 部  a 9 8 6 )
2 鮖
飛 田 渉 , 三 木 祐 , 菊 池 喜 博 , 関 沢 清 久 ,
呼 吸 運 動 と 上 気 道 調 節
2 9 6
臨 床 と 研 究 6 3 : 1 4 6 7 - 1 4 7 4  a 9 8 6 )
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
胸 部 疾 患 の C T  と  M R I
7 3 3 - 7 3 7  ( 1 9 8 6 )
2 9 7
丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
特 集 ・ 老 人 性 疾 患 と 薬 物 療 法
2 9 8
臨 床 医 薬 情 報 5
滝 島 任 , 佐 々 木 英 忠 , 岡 山 博 , 他 5 名
ト ル フ ェ ナ ム 酸 の 急 性 上 気 道 炎 に 対 す る 臨 床 使 用 成 績
臨 床 薬 理 5 6 5
2 9 9
9 - 1 1  a 9 8 6 )
一 新 し い 画 像 診 断 一
丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
病 院 薬 剤 師 の た め の 漢 方 講 座
3 0 0
即 一 舗  a 9 8 6 )
進 簾 百 合 子 , 井 田 士 朗 , 佐 々 木 英 忠 , 滝 島
B A L F 細 胞 の 動 態 好 塩 基 球
慢 性 気 管 支 炎
3 0 1
滝 島 任 , 丹 野 恭 夫
清 肺 湯 と 抗 生 物 質 の 併 用 で 慢 性 細 気 管 支 炎 の 咳 ・ 疾 が 改 善
日 経 メ デ ー カ ル 2 0 0  ( 別 冊 付 録 ) 号 2 4 - 2 5  a 9 8 6 )
内 科 認 : 6 - 1 0  ( 1 9 8 6 )
現 代 医 療 学 2
呼 吸 器 科 症 例 か ら み た 漢 方 処 方
薬 事 新 報 1 3 9 6
4 1 - 4 5  a 9 8 6 )
任
1 3 2 - 1 4 2  a 9 8 6 )
最 新 医 学 U  : 1 3 5 7 - 1 3 備 ( 1 9 8 6 )
(  1 ) ~ ( Ⅳ )
2 5 - 2 9  ( 1 9 8 6 )
3舵 山谷睦雄,佐々木英忠,
先端技術と臨床検査
3船 佐々木英忠,滝島任
最近注目されている治療法一治療シリーズX
304大江正敏,滝島任
急性肺性心の救急
滝島任
1 画像診断
305大江正敏,滝島任
肺性心
306
6
猪岡英二,滝島任
Caseandtreatme址謬原病に合併した肺高血圧症
電磁図 3)肺磁図
臨床検査30:1219-1224 a986)
1987年
307.飯島秀弥,井上洋西,滝島
気道過敏性と気道の炎症
Ⅶ肺気腫
現代医療18:156卜15備(1986)
308
H5
飯島秀弥,井上洋西,滝島任
気道過敏性とLT
3四
循環器科学6
Practice in Geront010部 18:]0-11 (1986)
井上洋西,滝島任
V.「呼吸器」荒壊肺(荒廃肺)
日本臨床(増刊)広範囲症候群
佐藤昇・・・,滝島任
洞結節機能の臨床電気生理学的検査
310
任
1258-1262 a986)
311
AnnualR印ieW 呼吸器34-44中外医学社 a987)
白士邦男,滝島任
原発性肺高血圧症
日本臨床(増于山広範囲症候群
a987)
冶療学16:566-567 a986)
ロイコトリエソと病態117-121医学書院 a987)
新訂版45:407日本臨床社 a987)
洞結節105-120金原出版 a987)
新訂版春季臨時増刊45:406日本臨床社
1 1 6
3 1 2
丸 山 幸 夫 , 滝 島 任
B e r n h e i m  症 候 群
日 本 臨 床 ( 増 干 の 広 範 囲 症 候 群 . 新 訂 版 4 5 : 3 1 5 日 本 臨 床 社 ( 1 9 8 7 )
小 岩 喜 郎 , 滝 島 任
A y e r z a 症 候 群
日 本 臨 床 ( 増 刊 ) 広 範 囲 症 候 群 . 新 訂 版 4 5 : 3 1 4 日 本 臨 床 社 ( 1 9 8 7 )
櫻 井 誠 , 滝 島 任
肺 拡 散 能 力 検 査 ( 機 能 検 査 法 の 進 歩 一 そ の 選 択 と 評 価 一 )
診 断 と 治 療 7 5 : 5 7 6 - 5 7 9  a 9 8 7 )
3 1 3
3 1 4
3 1 5
木 村 啓 二 , 井 上 洋 西 , 滝 島
気 道 過 敏 性 検 査
3 1 6
飛 田 渉 , 進 鰹 千 代 彦 , 田 口 治 , 桜 井
運 動 時 換 気 応 答 の 基 礎 と 臨 床
3 1 7
滝 島 任 , 丹 野 恭 夫
最 新 の 漢 方 治 療 指 針
3 1 8
任
井 田 士 朗 , 滝 島 任
肺 胞 気 道 系 の 感 染 防 禦 機 構
3 1 9 井 田 士 朗 , 滝 島 任
V . 呼 吸 器 ( 広 範 囲 症 候 群 ) , 嚢 胞 肺 ( 嚢 胞 性 肺 疾 患 ) , 蜂 寓 肺
日 本 臨 床 4 5
臨 床 検 査 飢
誠 , 三 木 裕 , 滝 島
呼 吸 と 循 環 3 5
3 2 0
1 0 3
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 , 患 ( カ ラ ー 図 説 )
日 本 医 師 会 雑 誌 町
佐 々 木 英 忠 , 滝 島 任
特 発 性 間 質 性 肺 炎 広 範 囲 症 候 群
3 2 1
佐 々 木 英 忠 , 滝 島
呼 吸 器 疾 患
b
1 3 3 - 1 4 2  a 9 8 7 )
任
四 3 - 5 0 0  ( 1 9 8 7 )
液 性 防 禦 機 構 と 細 胞 性 防 禦 機 構
日 本 臨 床 4 5 : 1 0 - 1 4  a 9 8 7 )
3 2 2
滝 島 任
気 管 支 喘 息 の 最 近 の 考 え 方
3 2 3
任
志 村 早 苗 , 滝 島 任
V . 呼 吸 器 特 発 性 肺 出 血
4  ( 1 9 8 7 )
日 本 臨 床 4 5 : 4 1 2  a 9 8 7 )
4 1 4  a 9 8 つ
内 科 誇 : 4 - 8  ( 1 9 8 7 )
内 科 5 9 : 6 3 7 - 6 4 2  ( 1 9 8 7 )
日 本 臨 床 4 5 : 4 1 3  ( 1 9 8 7 )
19船年
324.滝島任
気道過敏性とは
325滝島任
道路粉塵曝露診断に成果期待される肺磁図の臨床研究,
コノレベノレ V01.44
326大江正敏,滝島
肺性心
327滝島任
COPDと薬物吸入療法
治療シソ求ジウム記録Ⅶ呼吸器疾患, P 27~42 (1988)
328
任
滝島任
酸素吸入
肺と心 V01.35 NO.1 P I~4 a988)
329滝島任
COPDと薬物吸入療法
330滝島任,木田厚瑞,江頭洋祐
(座談会)慢性閉塞性肺疾患
Ⅱ7
331
将来への発展性も無限
NO.3 P 3~7 a988)
滝島任
睡眠時無呼吸症
現代医療20 P 897-9舵(1988)
332滝島任,田村
喘息発作
333
東北大学白菊会報 P 2~3 a988)
治療シソ求ジウム記録Ⅶ呼吸器疾患 a988)
田村弦,滝島任
新型抗アレルギー剤
334
弦
PharmaMedica 6 (6) P 135~149 a988)
田村弦,滝島任
重症喘息発作の救急治療
335木村啓二,井上洋西,滝島任
Ⅱ呼吸器 5.気管支喘息
臨床と研究備巻9号 P 57~63 a988)
健康教室 P 認~55 (1988)
治療学 21 NO.1 P 115~116 (1988)V01
治療
Medicina v01.25 NO.10 P 1742~1746 a988)
V01.70 NO.10 P 19~27 (1988)
H 8
3 3 6
滝 島 任
「 呼 吸 不 全 」 は じ め に
3 3 7
田 口 治 , 飛 田 渉 , 滝 島
肥 満 の 呼 吸 機 能
3 謁
三 浦 元 彦 , 井 上 洋 西 , 滝 島 任
呼 吸 器 疾 患 と α ブ 戸 ツ カ ー , β プ ロ ッ カ ー
内 科
3 3 9
丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
特 集 : 最 近 の 漢 方 治 療 の 話 題 , 慢 性 気 管 支 炎
C u r r e n t  T h e r a p y  v 0 1 . 9 4  N O . 6  P  1 2 Ⅱ ~ 1 2 1 5  a 9 8 8 )
C u r r e n t  T h e r a p y  v 0 1 . 6  N O
任
1 9 8 9 年
3 4 0 . 滝 島 任 , 田 村 弦
持 効 型 喘 息 ・ ア レ ル ギ ー 用 剤
臨 床 と 薬 物 治 療
3 4 1 . 菊 池 喜 博 , 滝 島 任
A 辻 a o W  Ⅱ m i t a t i o n
日 本 臨 床  4 6 巻 1 1 号  P  四 ~ 5 0  ( 1 9 8 8 )
3 4 2
1 0 P  8 ~ 9 ( 1 9 8 8 )
井 上 洋 西 , 滝 島 任
気 道 過 敏 性 を め ぐ る 最 近 の 話 題 一 「 国 際 気 道 過 敏 性 シ ソ ポ ジ ウ ム 」 よ り ー
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h  v 0 1 . 1 0  N O . 5  P  6 5 ~ 7 3  ( 1 9 8 9 )
福 原 武 彦 , 本 田 良 行 , 滝 島 任 , 山 本
第 玲 回 呼 吸 調 節 研 究 会
呼 吸  V 0 1 . 8  N O . 9  P  I 0 1 4 ~ 1 0 1 5  ( 1 9 8 9 )
3 4 3
6 2 巻  6  号  P  I 0 謁 ~ 1 0 6 2  Q 9 8 8 )
1 9 9 0 年
3 " . 井 上 洋 西 , 滝 島 任
慢 性 気 管 支 炎 , 肺 気 腫
4 6  第 8 巻 第 4  号
N O
3 4 5
現 代 医 療
滝 島 任 , 森 政 弘
対 談 = と れ か ら は , 問 題 発 見 能 力
3 4 6
P  舗 ~ 9 8  a 9 8 9 )
V 0 1 . 2 1  P  2 9 4 ~ 2 9 5  ( 1 9 8 9 )
飛 田 渉 , 滝 島 任
呼 吸 不 全 運 動 負 荷
現 代 医 療  V 0 1 . 2 2  N O . 3  P  四 ~ 5 4  a 9 9 0 )
臨 床 と 研 究
6 7  N O . 1  P  I 0 1 ~ 1 0 5  a 9 9 の
V 0 1
S C O O P E  V 0 1 . 2 9  N O . 2  3 3 8 号  a 9 9 の
347滝島任
私は「肪」きれい好きなガス交換器です
348 滝島任, M.L.Marcus金塚 tご二゛フC,
心筋虚血における冠血管抵抗の調節部位
心臓 V01.22 NO.3 P 318~328 (199の
349
P 157~174 (199の
本田良行,滝島任
上気道機能と呼吸噐疾患まとめ
日本胸部疾患学会雑誌
350滝島任,志村早苗
気道過敏性と末梢気道サーフフクタソトの役割を含めて
Life science publishing co., Ltd p l~8 a990)
351 滝島任
第29回
352
はつらつ
滝島任
薬物と肺障害
日本ME学会大会
353
V01.12 NO.4 (1990)
滝島任
慢性閉塞性肺疾患とは?
H9
354
序論
V01.28 NO.1 P 3~4 (199の
滝島任,
第21回
355滝島任,石出信正,前原和平
ME学会印象記
宮本昭正
気道過敏性研究会
DOCTOR NO.1215 P 5 (1990.4.23)
356
最新医学
長南達也,滝島任
呼吸機能モニター
357
V01.45 NO.5 P 875~釘7 (1990)
臨床モニター V01.1 NO.4 P 261~269 (1990)
進鰹千代彦,飛田渉,滝島任
<呼吸・体位>無呼吸症候群モニター
総会臨床 V01' 39 NO.9 P 2250~2254 (1990)
日本医師会雑誌 V01.103 NO'12 a羽0)
358井上洋西,滝島任
肺胞一毛細管ブロ,クと肺水腫
呼吸 V01.9 NO.6 P 776~フ78 (1990)
艮陵新聞 9.10P 2 (199の
1 2 0
3 5 9
ー ノ 瀬 正 和 , 滝 島 任
気 道 過 敏 性 亢 進 と 神 経 ぺ プ タ イ ト
臨 床 科 学
3 6 0
滝 島 任 ,
第 2 3 回
3 6 1
ー ノ 瀬 正 和 , 滝 島 任
" 気 管 支 喘 息 診 療 の 進 歩 "
宮 本 昭 正
気 道 過 敏 性 研 究 会
3 6 2
滝 島 任
無 管 支 喘 息 の 研 究 へ の 道
3 6 3
滝 島 任 , 志 村 早 苗
貴 方 も 名 医 問 題 解 答
C L I N l c  m a g a z i n e  1 2 問 題
石 原 裕 , 滝 島 任
a c u t e  l u n g  i n j u r y
2 6  N O . 1 0  P  1 2 4 8 ~ 1 2 5 3  a 9 9 0 )V 0 1
3 6 4
呼 吸
気 道 過 敏 性 一 意 義 と 検 出 方 法
臨 床 成 人 病  V 0 1 . 2 0  N O . 1 0  P  2 9 ~ 3 2  ( 1 9 9 の
9  N O . 1 0  P  1 2 8 5 ~ 1 2 釘  a 四 0 )V 0 1
3 備
滝 島 任
気 管 支 喘 息 に お け る 末 梢 気 道 閉 塞 と 気 管 支 拡 張 薬 ( 特 に 匙 刺 激 薬 ) の 作 用 に っ
い て 教 え て 下 さ V . < 特 集 ・ ア レ ル ギ ー の 予 防 と 治 療 Q & A >
ア レ ル ギ ー の 臨 床  V 0 1 . 1 0  N O . 1 4  P  2 1  ( 1 9 9 の
3 6 6
礒 山 正 玄 , 滝 島 任
特 集 胸 痛 , 胸 痛 の 機 序
フ レ ノ レ ギ ア
1 9 9 1 年
3 6 7 . 丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患
1 9  P  3 ~ 6  a 9 9 0 )
N O
臨 床 医
解 答  P  9 6 ~ 9 7  a 9 9 の
P  9 3
3 6 8
1 6  N O _  H  P  I 0 8 ~ 1 1 1  ( 1 9 9 0 )V 0 1
前 原 和 平 , 滝 島 任
特 集 心 電 図 モ ニ タ ー
3 6 9
滝 島 任
慢 性 呼 吸 器 疾 患 , 患 者 と か ぜ 症 候 群
C L I N I C I A N  V 0 1 . 3 8  N O . 3 9 9  P  3 7 ~ 4 1  ( 1 9 9 D
( C O P D )
日 本 医 師 会 雑 誌
循 環 器 科  V 0 1 . 2 8  P  4 0 6 ~ 4 0 9  ( 1 9 9 の
負 荷 試 験 中 の 心 電 図 モ ニ タ ー
臨 床 モ 早 タ ー  V 0 1 . 2  N O
V 0 1 . 1 0 5 ,  N O . 6  P  2 1 ~ 2 4  ( 1 9 9 1 )
P  9 7 ~ 1 0 7  ( 1 9 9 D
370滝島任,中村雅夫,
サルニイド ンス
371滝島任
遅発型喘息
372
内科 V01.67 NO.4 P 627~634 (199D
渉,志村早苗
一肺門肺野型一
新薬と治療 V01.41 NO.354 P 20~24 a99D
V01.10 NO.5 P 608~印9 (199D
飛田渉,志村早苗
a)肺門型
新薬と治療 V01.41 NO.352 P 22~26 (199D
西岡きょ,丹野恭夫,滝島
感受性とその変動
373滝島任
肺気腫症
374滝島任
気管支喘息と気道過敏性
375
ドクターサロソ
三浦康子,丹野恭夫,西岡きょ,萩原央子,
CAND・TEC による Candida血症の診断
化学療法の領域
任
診療手帖
376
日本医師会雑誌
富岡玖夫,滝島任
成人型の喘息に期待される新しい抗アレルギー薬
CLINIC 5 P 64~68 a99D
菊池喜博,進簾千代彦,三木祐,田口治,岡部慎一,長南達也,飛田渉,
井上洋西,滝島任
拘束性肪疾患
NO.111 P 17~19 (1991) 4月
121
37フ
化学療法の領域 P 46~52 (199D
V01,105 NO.5 P 729~730 a991)
378滝島任,宮本昭正
第24回気道過敏性研究会
379
V01.35 NO.5 P 43~46 (199D
佐藤裕子,佐藤るり子,滝島任
V01.7 NO.4 P 112~117 a991)
福原武彦,本田良行,滝島
第15回呼吸調節研究会
380丹野恭夫,滝島
慢性気管支炎
381
日胸疾会誌
滝島任,中村雅夫,飛田
サルコイドーシス(2)
任
任,
29 NO.3 P 293~296 (199DV01
呼吸
山林
呼吸
VO}.10 NO.5 P 604~607 a991)
1 2 2
3 8 2
山 内 広 平 , 滝 島 任
白 血 球 一 内 皮 細 胞 間 接 着 分 子
3 8 3
滝 島 任 , 中 村 雅 夫 , 飛 田 渉 , 志 村 早 苗
サ ル コ イ ド ー シ ス ( 3 ) 一 肺 野 型 一
新 薬 と 治 療  V 0 1 . 4 1  N O . 3 5 6  P  2 4 ~ 2 9  a 9 9 D
滝 島 任 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 苗
気 管 支 喘 息 一 病 理 学 的 形 態 と 病 態 生 理 一
日 本 医 師 会 雑 誌  V 0 1 . 1 0 6  N O . 2  P  4 ~ 6  a 9 9 1 )
ー ノ 瀬 正 和 , 滝 島 任 ,  p e t e r J  B a m e .  S
B r a d y k i n i n  a n d  a i r w a y s - m o d e  o f  a c t i o n -
日 本 小 児 呼 吸 器 疾 患 学 雑 誌  V 0 1 . 2  N O ' 1  P  如 ~ 4 3  a 9 9 D
西 岡 き ょ , 萩 原 央 子 , 丹 野 恭 夫 , 滝 島 任
近 年 の 呼 吸 器 感 染 症 原 因 菌 の 動 向 と  H a e m o p h Ⅱ U s  i n a u e n z a e ,  s t r e p t o c o c c u s
P n e u m o n i a e オ 6 よ び  M o r a x e Ⅱ a  ( B r a n h a m e Ⅱ a )  c a t a r r h a Ⅱ S  の 抗 生 斉 1 」 感 受 性
- 1 9 釘 ~ 1 9 即 の 3 年 間 の 検 討 一
C H E M O T H E R A P Y V 0 1 . 3 9  N O . 5  P  4 4 3 ~ 4 5 1  a 9 9 1 )
井 上 洋 西 , 荒 谷 秀 和 , 岡 田 信 司 , 飯 島 秀 弥 , 山 田 昇 , 山 内 広 平 , 滝 島 任
Ⅲ . 動 物 モ デ ル と 発 症 機 序 モ ル モ , ト を 用 し た モ デ ル
喘 息  V 0 1 . 4  N O . 3  P  7 4 ~ 7 9  ( 1 9 9 D
3 8 4
3 8 5
3 8 6
3 8 7
呼 吸
V 0 1 . 1 0  N O . 5  a 9 9 1 )
3 8 8
滝 島 任 , 佐 藤 茂
実 地 臨 床 に お け る 呼 吸 器 感 染 症
3 8 9
滝 島 任 , 飛 田 渉
特 集 第 5 回 呼 吸 不 全 講 演 会
呼 吸 不 全 ニ ュ ー ズ レ タ ー  N O . 1  P  I ~ 1 4  a 9 9 D
滝 島 任 , 田 村 弦 , 井 上 洋 西 , 相 沢 敏 也
喘 息 治 療 の 実 際 そ の 2 一 薬 物 以 外 の 療 法 を 中 心 に ー
A S T H M A  &  A L L E R G Y  N O . 9  P  I ~ 8  a 9 9 1 )
3 9 0
3 9 1
滝 島
Ⅳ
3 兜
任 , 大 江 正 敏
肺 性 心 肺 高 血 圧 症 ( 定 義 ・ 分 類 ・ 病 態 生 理 )
V 0 1
滝 島 任 , 猪 岡 英 二
虚 血 心 へ の ア プ ロ ー チ ・ 後 負 荷 軽 減 療 法 の 実 際
M e d i c a l T r i b u n e  P  4 5 ~ 4 8  ( 1 9 9 D
3 9  P  2 3 3 ~ 2 3 9  ( 1 9 9 1 )
P  I ~ 1 5  5 8 年 7 月  a 的 D
393田村弦,谷口幸彦,相沢敏也,丸山修寛,本間正明,大河原雄一,山内広平,
滝島任
イプジラストとテオプーリソ血中濃度一
診療と新薬 V01.28 NO.7 P I03~107 a99D
394滝島任
報知
395滝島任,佐々木英忠,佐々木司
KI-H1の二重盲検群間比較法による後期臨床第二相試験成績
臨床医薬 V01.7 NO.4 P 733~744 a99D
滝島任,志村早苗,会川尚志,他
KI-1Ⅱの臨床第Ⅲ相試験成績ープラセボを対照薬とした二重盲検群間比較
試験一
臨床医薬 V01.7 NO.5 P H15~1135 (1羽D
396
397丹野恭夫,西岡きょ,他
呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性につして
THE JAPANESE JOURNAL OFANTIBIOTICS
V01.U, NO.7 P 770~798 (1991)
滝島任,丹野恭夫,他斎藤玲,中山一朗,
Sparfloxacin (SPFX)と oaoxacin (OFLX)の薬効比較細菌性肺炎に対する
試験成績
CHEMOTHERAPY V01.39 P 429~453 a99D
東北大学学報
398
2
123
1297 P 8~9 (1991)NO
英 文
T. Takishima, K. Mue, W.壬lida, K. Tamura, M. okayama
A New Tidal Breathing Method tor the Bronchial provocation Test with
MethochoHne and AⅡergen
BronchialHypersensitivity 143-175 Academicpress (1982)
K. Ashikawa, H. Kanatsuka, T. suzuki, T' Takishima
The continuous analysis ofintramuralcoronary microcirculation in the beating
Canine le丘 Ventricle
Microcirculation Manua1 1985 165-169 Excerpta Medica (1985)
